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　これまで白はく馬ばの王子様だとか正義の味方なんてのに憧あこがれたことなんかなかったし、そんなものに頼るつもりもなかった。

　たった十六年の人生だけど、サンタクロース同様、そんな胡う散さんくさいヤツがいるはずないことくらい知ってるし、仮にいたとしたって話も合わないだろうと思うし。

　でも今の私は、それまでの心の掟おきてを破ってちょっぴり縋すがってみようかなとか思うくらいに追い詰められていた。

　俗ぞくにいう、絶体絶命のピンチってヤツだ。

　夕ゆう闇やみに包まれた公園でいかにも悪そうな男子高校生四人に囲まれてすごまれた場合、かよわい女子高生としては、そりゃー気弱にもなると思うし。でも一番の要因は、ついさっき、いるはずのない王子様みたいな人と運命の出逢いを果たしてしまったからだと思うけど。

「なんだよ。鬼ごっこはもう終わりか？」

「さっきの威い勢せいはどーしたよ？　なあ、おい」

　獲え物ものを追い詰めるのを楽しむように、男たちはじわじわと包囲を狭せばめてくる。

　せっかく、夕暮れの景け色しきと七色の噴水を堪たん能のうしてたのに、なんだってこんなヤローどものツラを拝おがまなきゃいけないんだか。もう、最悪。

「なんとか言えよ？」

「ほらほら、逃げないと腕うでとか摑つかんじゃうぜぇ？」

「触らないで！」

　伸びてきた手を思いっきり振り払った。ひっぱたかれて痛かったかもしれないけど、ぶった私の手だって痛かったんだから、おあいこってことにしてほしい。

「生なま意い気き言ってんじゃねぇよ！」

　が、怒らせた分、より乱暴に腕を摑まれて捻ひねりあげられてしまった。

「……っ」

　持っていた本が地面に落ちる。

「ちょっと！　傷ついたら、どーしてくれるのよ！」

「おいおい、なにガンたれてんだよ？　なっまいき～」

　グイグイと捻られると肩けん胛こう骨こつのあたりに激痛が走る。

　――痛いってば！

　けど、悔くやしいから声は絶対に出さない。

　――あーもう、最低！　ナンパ断ったぐらいで、なんでこんな絡からまれなきゃいけないわけ？　こんなヤツら、いなくなっちゃえばいいのに……！

　そう心の中で罵ば倒とうした途端。

「「「「成約！」」」」

　耳ではなく、頭の中に声が響ひびき渡った。

　声は微かすかにブレていて聞き取りにくかったけど、間違いなくそう聞こえた。

　――……え？　今の声、なに？

　慌あわててあたりを見まわすが、最悪男四人のほかにこっちを見ている人は誰だれもいない。

「なーに、キョロキョロしちゃってんの？　誰も助けてなんかくんないぜぇ？」

「そーそー。みんな忙しい時間だからねぇ。厄やつ介かいごとになんか、かまってらんないっつーの？」

　男四人の品のない笑い声が、静かな公園に響き渡った。

「んじゃ、行こーぜ？　かわいがってやるよ」

　勢いよく手首を引っ張られる。

「いや！　はな……」

　放して、と言いかけた瞬間、稲いな妻づまのような閃せん光こうが走った。

　あまりの目映まばゆさに目を閉じる。

　――……なに、今の……？

　同時に、手首を摑んでいた圧力が霧む散さんする。

　――え？

　慌てて目を開くと、目の前には信じられない光景が広がっていた。

「……噓うそ……？　なにこれ……？」

　目の前には、見たこともない四人の男――。

　その男たちそれぞれの足あし下もとに、私に絡んでいた男子高校生四人が踏ふみつけられている。

　――えーと……一体、なにが……？

「この俺が、こんなクズの始末に呼び出されるとは、世も末だな。まったく。――おい、さっさと死ね。この下等生物」

　一番右にいるのは、マフィアみたいに黒づくめのスーツを着て帽ぼう子しを被かぶった金髪の男だ。さも不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめて、高校生を踏みつけている。

　白い手袋なんかしてるし、顔だけ見ると金髪碧へき眼がんの王子様みたいなんだけど、やってることを見てしまえば悪魔か殺し屋にしか見えない。

　その横にいる長身の男が頷うなずく。

「ええ。確かに、この醜しゆう悪あくさは万ばん死しに値あたいしますね。私の大事な鎌かまが錆さびついてしまいそうです。輝ける魂たましいと交換とはいえ、不本意甚はなはだしいと言わざるを得ません。あなた、舌を嚙かみ切る気はありませんか？」

　滔とう々とうと言い放ち、踏みつけた高校生の喉のど元もとに、身の丈たけほどもある大きな鎌の刃を押し当てた。

　長い黒髪をたなびかせ、黒地に同色の凝こった刺し繡しゆうの入ったチャイナ服を翻ひるがえして大鎌を操るさまは、さながら死神のようだ。

「嫌いやだなぁ。僕、こう見えて食べ物の味にはうるさい方なんだよねぇ。この彼の血、ものすごーく美お味いしくなさそうなんだけど、誰か、チェンジとかしてくれないかなぁ。――あぁ、でも四人とも同レベルかぁ。ざんねーん。でも、そうだよねぇ、類は友を呼ぶって言うしねぇ。このレベルの人物の友達は、このレベルだよねぇ」

　その隣となりでしゃがみ込んで、気絶している男子高校生の顔を長い煙管キセルの先でつつきながら文句を言っているのは、遊ゆう廓かくの遊ゆう女じよみたいな格好をした男の人だ。

　あきらかに女装なのに、なぜか女装に見えないのは、西洋人形のように整った顔と銀糸のような長い髪が、あまりに現実離れしているからかもしれない。

　黒い襦じゆ袢ばんに、裾すそに緋ひ牡ぼ丹たんの入った華はなやかな打うち掛かけ。それらも、彼が身に着けているとなんの違和感もない。

「なんっだよ、この雑ザ魚コがオレの獲物？　マジで!?　つか、一撃で倒れてんじゃん！」

　少し怒ったように怒ど鳴なったのは、一番左で高校生を踏みつけている男の子だ。

　二十代半なかばくらいのほかの三人よりは若いみたいで、私と同い年くらいに見える。

　――高校生かな？

　すっきりした顔も、毛先を遊ばせた黒髪も今どきの男子高校生風なのに、民族衣装っぽい、やたら金をあしらった黒い服装が、ちょっと普通じゃない。よく見れば裸足はだしで、その両足首には金色の凝ったアンクレットがたくさん嵌はめられている。

　――四月って暦こよみの上では初夏だけど、裸足で街中歩いていい季節じゃないよね？

　もしかして正気じゃないのかもと心配したけど、髪同様、真っ黒の瞳はやけにキラキラしていて、どう見ても正気そのものだ。ちょっと灼やきすぎじゃないのかと思うような浅黒い肌はだも、よくよく見れば、その派は手でな民族衣装によく似合っている。

　ふと見返せば、四人とも驚くほど整ったきれいな顔をしていた。揃そろって身長一八〇はありそうで、並ばれるとすごい迫力だ。

　――もしかしたら撮さつ影えい中のモデルかなにかで、この妙みようなコスチュームをしてるとか？

　むしろそうであってほしい気もする。『単なる趣味でこの服装です』とか言われた日には、どうしていいのかわからない。












　思わず見とれていたが、ハッと正気に返る。なぜなら、聞きたくない声が聞こえたからだ。

「ほら、死ぬなら早くしろ。俺様の手を煩わずらわせるんじゃねぇ」

「私の鎌の穢けがれになるなら、最悪の道みち行ゆきを用意するとしましょうか」

「ねぇ、君、童貞？　だったら食べてあげなくもないんだけど、中古じゃなぁ」

「こんなんで勝ってもうれしくねぇっての！　起きて、ちゃんと殺させろよ、なぁおい！」

　――ぇええええ。どんだけ心ないの、この人たち！

　助けてくれたみたいなので、あんまりこういうこと言うのもどうかと思うけど、あきらかに普通の助けてくれ方と違う気がするんだけど、どうだろう？

　私は迷めい宮きゆうに入りかけた思考を放ほう棄きし、なんとか四人を止めに入ることにした。

　それぞれの足あし蹴げぶりが、尋じん常じようではなく悪い方向に進行したからだ。

「あの！　助けてくれてありがとう！　でも、もういいから！　それ以上やったら、ホントに死んじゃうから！」

　慌ててそう言ったが、四人は聞いちゃくれない。

「全身粉ふん砕こつ骨折と、銃じゆう撃げきによる失血死のどっちがいいか言ってみな？　あぁ？」

「なるほど。答える気がないなら私が決めて差し上げましょう。首部切断でいきます」

「通常は首なんだけど、その刺いれ青ずみ、不ま味ずそうだから手首出してくれない？　そ、手首」

「なー、起きろよー。一発ノックアウトじゃ、オマエも死に甲が斐いねーだろ？」

　――人にん非ぴ人にん。人でなし。鬼き畜ちく。鬼おに畜ちく生しよう。悪魔……あとなにがあるっけ？

　否定的な単語が、頭の中をぐるぐると駆かけめぐる。

　……っていうか、これまでの人生で、ここまで心ない人に出会ったことなんかないんですけど……。一体、どう対応したら……？

　――いや、でも、止めないと！

「あのっ！　ホント、もう大丈夫なんで、それ以上の攻撃はやめてください。死んじゃいますから！」

　声はやっと届いたようで、四人はそれぞれに顔を上げて私を見た。

　――人としてどうかと思う性格だし、服装も尋常じゃないのに、なんっでこんなに顔がいいの、この人たち！

　そんな場合じゃないっていうのに、思わずクラッとなった自分を慌てて戒いましめる。

　――いやいやいやいやいや！　そんな場合じゃないから！

「助けてくれてありがとうございます。でも、もうそれ以上はやめてください。お願いします！」

　必死の言葉に、黒づくめスーツの男が、眉まゆ根ねを寄せる。

「人を呼び出しておいて、『もう、いい』だ？　契けい約やく遂すい行こうしねぇと、帰るに帰れねぇだろうが、このアマ。何様のつもりだ。なめてんのか？」

　――なんかすごい暴言きたー！

　大鎌を持ったチャイナ服の男も、同意するようにすうっと目を眇すがめた。

「確かに。急な召しよう喚かん自体立りつ腹ぷくものですが、契約保留など聞いたことがありません。最近の人間は、これだから……」

　髪をかき上げついでに、冷たく睨にらまれてしまった。

「僕は、彼の不味いだろう血を吸わなくていいのはよかったんだけど、帰れないのは困るんだよねぇ。――でも、キミの血を吸わせてくれるんなら、許してあげなくもないよ？　キミの血、なんかすごくいい香りがするみたいだし。どう？」

　――いや、どうって言われても。私、貧ひん血けつ気味で、逆に血、欲しいくらいだし。

「せっかく来てやったのに、『もう、いい』とかってなんだよ？　ワガママばっか言ってると、友達いなくなるぞ、オマエ」

　――えー、これワガママなの!?　てか、いるし、友達！

　どこからツッコみ返せばいいのかわからなかったので、取りあえず無理やり深呼吸をしてみた。困った時やツラい時は、深呼吸すれば活かつ路ろが見いだせるって、お母さんがいつも言ってたし。

　必死の努力でなんとか心を落ち着けたというのに、追い討ちの暴言を投げつけられる。

「どうした？　急に発情期でも迎むかえたのか、女」

「そういえば人間は一年中発情期でしたね。あさましいものです」

「えー、そぉ？　かわいいじゃない。常つねに恋ができるのっていいと思うけどなぁ」

「恋とか言ってんなよ、バーカ！」

　――出会ってほんの五分程度で、どれが誰の台詞せりふか、顔見なくてもわかるようになっちゃった自分が嫌すぎる。ていうか、妙に律りち儀ぎに順番どおり喋しやべってくれるせいもあるけど。

「なに、その『自分は人間じゃない』みたいな物言い。自分たちこそ、何様のつもりなの？」

　――しまった。助けてくれた方々に暴言返ししちゃいましたよ、私ってば……。

　しかし、相手はヘコむコトも許してくれないほどの人でなし揃ぞろいだった。

「七つの大たい罪ざいのひとつに数えられる大悪魔のこの俺が、人間ごときと一緒にされるとはな」

「私は中国からきた死神です。人間風ふ情ぜいと同列に語られたくなどありませんね」

「僕は茨いばら木き。吸血鬼だよ。といっても、西洋のドラキュラより日本の鬼に近いかな」

「オレはインドの龍りゆう神じんだ。龍王だから、ナーガラージャな」

　――うわー。どうしよう。本物のヤバい方々だ……。ここまで素すの誇こ大だい妄もう想そう狂きようには初めてお目にかかったので、対処方法がわかりません、お母さん！

　しかも一人だって対処に困るのに、四人って……。




　……で。なんでこんなことになったのかというと、話は二時間ほど前に遡さかのぼる。
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「待てよ、くらっ！」

「待てっつってんだろ！」

　粗そ野やと低脳を具現化したような声が追いかけてくる。

　声の主ぬしは、ナンパを仕掛けてきた、ＩＱ及びＥＱの低そうな男子高校生四人組だ。高校生のうちからタトゥーとか入れるのはどうかと思う。

　――にしても。丁てい重ちようにお断りしたっていうのに、なんだって私が追いかけられなきゃいけないわけ？　思ったとおりの言葉を口にしたのは、確かに浅せん慮りよだったと思うけど。

「待て、クソアマ！」

「ぶっ殺す！」

　うわぁ。品性皆かい無むの揚あげ句く、ボキャブラリーも少なそう。そんなだから、道行く女の子に片っ端から断られるってことに、早く気づいた方がいいと思う。まぁ、それがわかってたら、こんなふうに無む謀ぼうなナンパなんかしやしないか……。

　そんなヤツらに捕まったらどうなるかなんてのは、火を見るよりあきらかだ。

　なので私は、自己最高記録的スピードで商店街を駆かけ抜けた。

　とはいえ、文化系一いつ辺ぺん倒とうで体育会系クラブに一度も所属したことのない私が、そんなすごいスピードで走れるはずもない。あっという間に息切れし、動どう悸き息切れ目眩めまいの三点セットに見舞われた。こんなことなら、内ない申しんに関係ないからとか思わないで、普段から体育の授業をマジメに受けときゃよかったなんてのは、後の祭りってヤツだ。

　そういえば、小学生の時の通信簿には、いっつも、『よく考えてから行動しましょう』とかなんとか書かれてた気がする。今さらながらに、『先生って、だてに先に生きてるわけじゃないんだ』と、思わず感心してしまった。

　そんなどうでもいいことを考えてるのは、走り続けて息が苦しいのと、捕まった時のことを考えると、今すぐ死にたくなりそうになるのをごまかすために他ならない。

　私は、今すぐにでも止まって休もうとする身体からだに鞭むち打って角を曲がり、その二軒先の古本屋に駆け込んだ。

　別に、なにか勝算があったわけじゃなくて、入口の扉とびらが開けっ放しで入りやすかったし、堆うずたかく積まれた本の陰かげになんとか隠れられそうに思えたからだ。

　本の陰にうずくまり、息を潜ひそめる。

　ＢＧＭひとつない古本屋の中で、自分の鼓こ動どうだけが大音響で鳴り響いてる気がした。

「くそ、どこ行った？」

「知るかよ！」

　苛いら立だったような声に思わず身が竦すくむ。その拍ひよう子しに肩に触れた本が数冊、崩くずれ落ちてしまった。

「…………っ！」

　思わず漏もれそうになった悲鳴を、慌あわてて口を押さえて止めた。

「なんだ、今の音？」

　声と足音が近づいてくる。それに合わせて心臓がバクバクと大きく脈みやく打うつ。

　――どうしよう？　見つかっちゃう……！

　走って逃げればいいんだろうけど、店の出入口はひとつしかない。

　今まさにすぐそばに近づいてくるヤツらを振り切って逃げるなんて芸当が、自分にできるとも思えない。

　緊きん張ちようがピークに達したのか、指先が冷え切ってうまく手を握にぎることすらできない。

　しかも、なんか嫌な汗が出てきた。

　浅い呼吸を繰り返し、無理やり心臓の動悸を押さえつける。

　だけど、そんな苦労の甲か斐いも虚むなしく、足音はもうすぐそこまで近づいてきていた。

「こんなとこにいるか？」

「じゃあ、この真まっ直すぐの道を駆け抜けて逃げたっていうのかよ？　あの鈍どんくさそうな女には無理だろ」

「あー、確かに」

　最初「かわいいね」とか言ってナンパしてきたクセして、失敬じゃない？　私が身長二メートルの筋肉マッチョだったら、めちゃめちゃにのして、ヒデブらせてやるのに……！

　可か憐れんでかよわい我が身が、今ほど憎にくく感じられたことはなかった。

　……とか、無意味な現実逃とう避ひも、どうやらここらが限界らしい。

　――あいつらがあと数歩近づいてきたら、絶対見つかる……！

　私は、キツく唇くちびるを嚙かんで飛び出すチャンスを窺うかがった。

　こうなったら、ギリギリまで引き寄せてから、いきなり飛び出す奇き襲しゆう作戦しかない。

　戦術は単純明快な奇襲に限るって、歴史の先生も言ってたしね。どこまでホントかはわかんないけど。

　とにかく。このままジッとしてて事態が勝手に改善するとは思えない。

　だいたい、なんで、別に悪くもない私が逃げ隠れしなきゃなんないんだか……。

　今さらながらに腹が立ってきた。

　ってことは特攻あるのみ！　カウントダウン開始！

　スリー――、ツー――、ワ…………。

「にゃん！」

　えぇえっ？　な、なに、今の!?

「うおっ!?」

　私が驚きよう愕がくの声を堪こらえたっていうのに、ヤツらは本能に忠実にあっさりと悲ひ鳴めいを上げやがった。どこまでダメなヤツらなの？　男のくせして！

　私の荒ぶる魂たましいを鎮しずめるかのように、再度「にゃあん」というかわいい鳴き声が聞こえた。

　どうやら、急に飛び出してきた黒い物体は猫らしい。

「なんだ、猫かよ……」

「おどかすなよ……」

　粗野なヤツらも意外と小動物には弱いらしく、妙みように和なごんだ口く調ちようで文句をつけている。

　かわいいとこあるじゃない。

「にゃにゃ～ん！」

　返事をするように猫が一鳴きすると、ヤツらはあっさりと店を出て行った。どうやら、積んであった本の一角を崩したのもその猫だと思ったらしい。

　たった一歩進んで覗のぞき込めば、私を見つけられたっていうのに、やっぱバカだと思う。

　多いんだよね、最近、こういうちょっとした労力を惜おしむツメの甘いヤツって。ま、私的にはその方が助かるからいいけど。

　足音が完かん璧ぺきに遠くに消えたのを確認して、私は本の山の向こうを覗き見た。思わず、安あん堵どの息が漏もれる。

「ありがとね、猫ちゃん」

　私は崩れた本の上で誇ほこらしげに四し肢しを踏ん張っている黒猫に、笑いかけた。

　すると、その猫は短く一鳴きして、店の奥に向かって駆けだした。

　ポンポンポーンと、勢いをつけて三ステップしたあとで着地したのは、カウンターの中にいる男の人の肩だった。

「タマくん。あんまり走りまわらないでくれないかな。おかげで店の中がめちゃくちゃだよ」

　男の人は、猫の頭をそおっと撫なでながら笑う。

　私は思わず、その笑顔に見とれてしまった。視線を釘くぎ付けにされるほど、きれいな人だったからだ。

　――日本人、じゃないのかな……？

　薄く透き通るような白い肌に、肩につくほどの長さの茶色い髪。両サイドの髪を軽く後ろで括くくった少しぞんざいなヘアスタイルに似合う、シャープなフレームの眼鏡めがね。その下でやさしげに笑う焦こげ茶ちやの瞳。洗い晒ざらしたような綿めんの白いシャツがなんだか眩まぶしい。

　そんなラフな格好なのに、その人はとても印象的だった。

　どこかで会ったことのあるような、不思議な気持ちになる。

　芸能人に疎うとい私が知らないだけで、もしかしてすごく有名な人なんじゃないだろうか？

　だって、こんな顔のいい人、テレビでだってそうは見かけないし……。

「大丈夫？　さっきの方々に追われてたみたいだけど」

　整った顔は、どこまでも完璧だった。すうっと開いた唇の中から、これ以上は無理でしょっていうほど完璧な並びの白い歯が覗く。

　――歯タレ？　手タレじゃなくて、歯タレってのもいるの？　この人がそうとかいう？

「お嬢さん？」

　微かに首を傾かしげて尋たずねられる。

　さらりと滑すべり落ちた前髪を、その人はうっとうしげにはらった。

　その手が……！

　神様、ありがとう！　今、これまでの人生で最も美しい手を拝おがみました！

　指の長さも形も、手の甲の筋すじ張ばり具合も、なにもかも完璧な理想の手だった。

　やっぱ手タレかな？　髪タレって言われても信じるし……っていうか、部分じゃなくて、やっぱ全タレ？

　脳内で淡あわいピンクのバラの花びらが舞い踊おどっているので、まともにものを考えられてない気がする。

「あの……？」

　少し困ったようなハスキーな声に、私はハッと我に返った。

「あ、ごめんなさい！　ボーッとしてました」

「大丈夫？」

「あ、はい！　問題ないです」

「そう？　それはよかった」

　にっこりと笑いかけられると、心臓がバクバクと騒さわぎ立てる。

　さっきの全力疾しつ走そうの時だって、ここまでじゃなかった。

　私はそっと胸に手を置き、そのドキドキを確認する。

　もしかして……これが恋ってヤツですか、神様!?

　そんな記念すべき瞬間だっていうのに、私の足下には、さっき突き崩してしまった古本の残ざん骸がいが散らばっている。人様の大事な商売道具に、なにしてるのよ、私ってば！

「あのっ！　お店の本を汚しちゃってすみませんでした！」

　慌ててしゃがみ込み、床に散らばった本をかき集める。

「気にしないで。もともと、全然片付いてなくて、途と方ほうに暮れてたところなんだ」

　――かっこいいだけじゃなくてやさしいなんて、噓うそでしょ？












　私はポワッとした気分のまま、必死に本をかき集めては積み上げる。そうしたら、同じ本を拾い上げようとしたその人の手に触れてしまった。

「でも私が……あっ！」

「……あ」

　触れたのは、少しひんやりしたやわらかい手だったのに、ビックリした私は、針で突かれたみたいな衝しよう撃げきを受け、慌てて手を引っ込めてしまった。

　ともすれば、汚いものにでも触って、慌てて引っ込めたみたいに取られる行動だ。

　――どどど、どーしよう？

　ダラダラと脂あぶら汗あせを垂たらす私に、しかし彼は、にっこりと笑いかけてくれた。

「ごめんね？　驚かせちゃったかな？」

　首を傾げると、やっぱり少し長めの前髪がするりと滑り落ちる。

「あ、違うんです！　あの、ちょっとびっくりしちゃって、それで……！」

　私は勢いよく首と手を振って、否定の気持ちを体現した。

　正直なところ、男の人に触れたのなんて初めてなんだから、しょうがない。

　うちはお父さんも男兄弟もいない。小学校も中学校も女子校だったし、先生も申し合わせたみたいに女の先生ばっかりだったし。バイト先には店長とか先せん輩ぱいで男の人もいるけど、緊張するようなタイプの人はいないし……。だから、男の人に免めん疫えきがないのよ。仕方ないじゃない！

　暴ぼう走そうしかかった思考回路を急いで冷れい却きやくし、頭の振りすぎで乱れただろう髪を慌てて手ぐしで整える。

「とにかく！　あの、やだとかそういうのじゃなくてですね……えっと……」

　しどろもどろに言いよどむ私に、その人はもう一度にっこりと笑いかけてくれた。

「うん」

　――くぅう！　なにその笑顔爆ばく弾だん！　目映まばゆすぎるんですけど！

　私は正視を諦あきらめ、手元の本に視線を落とした。

「あの！　片付け、やらせてください！　ご迷めい惑わくかけちゃったんで！」

　人生で一番力の入った声になった気がする。

　返ってきたのは、真反対のやわらかな声こわ音ねだ。

「ありがとう。それじゃ、お言葉に甘えて手伝ってもらおうかな」

「はい！」

　私は勢いよく返事をしたあと、思い切って尋ねてみた。

「私、林りん藤どう真ま鈴りんっていいます。漢字は、林の藤に、真実の鈴って書きます。それで、あの……お名前、聞いてもいいですか？」

　初恋かもしれない人の名前を知りたいっていうのは、乙女おとめの基本だと思う。

　だってほら。相あい性しよう占うらないにも願掛けにも、名前データは必要だし。

「ふぅん。僕の大事な人と同じ名前だ」

「ホントですか？」

「うん、ホント。すごくかわいい名前だよね」

　さも当たり前のように言ってにっこりと微笑ほほえまれると、なんだか頰ほおが火ほ照てる。

「僕は、零れい。ゼロの漢字。彼はタマくん。漢字はなくてカタカナかな？」

　零さんに鼻先をつつかれた黒猫が「にゃあん！」と誇らしげに一鳴きした。

　――なんか、びっくりするほどベタな名前だけど、それでも誇らしいのかな？　……あ、でも黒猫でクロよりはマシなのかも……。

「タマくんともどもよろしくね、真鈴ちゃん」

　まりんではなく、まぁりんと少し伸ばしたような呼び方が、ちょっとくすぐったい。

「はい！　こちらこそです！」

　――真鈴ちゃん……！

　零さんの声を脳内リピートしてみる。

　そうしたら、小さい頃からよくからかわれてコンプレックスだった名前が、少し好きになれた気がした。
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　お店の中は、思った以上の惨さん状じようだった。

　本ほん棚だなを挟んで反対側の通路――そこには、私が崩した分の何倍もの本が散らばっていた。しかも、ページが開いたり、カバーが外はずれちゃったりしてる。

　うわ。これ、直しながら片付けるのって、結構大変かも。零さんと一緒にいられる時間が長くなるからいいけど。

「よし、がんばろ！」

　学校の指定バッグのポケットに差していたヘアクリップで、髪をまとめて留とめる。

　ついでに制服のジャケットの袖そでを捲まくり上げた。

「いよし！　準備完了。作業開始！」

　教室掃除の時のクセで、気合いを入れたら、零さんに大笑いされてしまった。

「にゃにゃん」

　……タマ君まで笑うことないと思う。
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「どうもありがとう。おかげですごくきれいになったよ。僕だけだったら、明日の朝までかかったかもしれないから、助かったよ」

「まさかー」

　取りあえず、床に散らばっていた本をなんとか積み上げ終えたのは、開始から小こ一時間ほど経たってからだった。

　積み上げるだけならもう少し早く終わったと思うんだけど、カバーと本体が離ればなれになっちゃってた本も多くて、それらを引き合わせるのに時間を食ってしまったのだ。

　最近のものらしい本は、本体の背表紙や表紙にタイトルが入ってるんだけど、古い本は、カバーも本体の表紙も妙に小さい字だったり、文字がひとつも入ってなかったりするんだもん。

　捲った制服の袖そでを下ろして小さく伸びをすると、屈かがみ込んで変なふうに固まりかけてた筋肉が気持ちよくほぐれていく。

　ふと見ると、外はもうすっかり夕暮れで、本のなくなった床にはオレンジ色の光が射していた。

「すっかり遅くなっちゃったね。送っていこうか？」

　私は首を振ってみせた。ホントはちょっとラッキーって思わないでもなかったけど、初対面でそんな図ずう々ずうしいことを頼めるはずもない。

「全然平気です。バイトの日は、いつももっと遅いし」

「そう？」

「はい。……あ、そうだ」

「ん？　なに？」

　いちいち首傾げるのやめてください。凶きよう悪あくにかわいいです、零さん。

「えっと、この本、買いたいんですけど」

　私は、一冊の本を零さんに差し出した。

　片付けの途中で見つけた薄いハードカバーのそれは、遠い昔、読んだことのある本だ。

　淡いピンクの表紙には、きれいなチョウチョがいっぱい描かれている。

「これ？　これならあげるよ」

　確認するように本を眺ながめまわした零さんが、あっさりと言う。

「ダメです！　大事な商品じゃないですか！　それに棚たな卸おろしで数が合わなくなっちゃいますよ！」

「……そこ、怒られるところなんだ？」

「あったりまえです。そんなぬるいことしてたら、商売あがったりになっちゃいますよ。零さん、もしかして商売が下へ手たなんじゃないですか？　そんなんじゃ………………あ」

　私は慌てて自分の口を両手で塞ふさいだ。

　零さんは、ポカンと口を開けて私を見ている。

「…………す、すみません！　生なま意い気きなこと言ってごめんなさい！」

「別にかまわないよ。商売が下手っていうの、当たらずとも遠からずだと思うし。いつもそれで怒られるんだよねぇ、僕。でも真鈴ちゃん、高校生でしょう？　お店のことに詳しいね」

「……うち、お母さんが雑ざつ貨かのお店をしてたんですけど、商売がすごく下手で私が小学生の時に潰つぶれちゃったんです。売れない在庫いっぱい抱かかえて、なのに万引きは多くて……。小学生の私から見たって、商売に向いてなかったんです」

　昔のことを思い出すと、自然と硬かたい口調になってしまうのを止められない。

「……お父さんは？」

「知りません。お母さん、シングルマザーだったし」

「……それは、悪いことを聞いて……」

「悪くないです」

「じゃあ、お母さんと暮らしてるの？」

　私は首を横に振った。

「三カ月前、交通事故で亡くなったんです。だから、一人暮らし」

「高校生なのに？　親しん戚せきは？」

「保険金が入ったし、相手の不注意だったからその補ほ償しようももらえてるし、バイトもしてるし、贅ぜい沢たくしなきゃなんとか暮らしていけるし高校や大学にもいけます。親戚はいるのかもしれないけど連絡先も知らないし……仮に連絡が取れたとして、そんな赤の他人みたいな人の世話になる気もないし。一人でもなんとかなると思うから平気です」

　この話をするのは好きじゃない。みんな、一瞬で私を憐あわれむような目で見るから。

　だから、学校では先生にしか伝えてないし、私の状況を知ってるのは、身元引受人になってくれてる大おお家やさんのほか、ほんの数人だ。

『かわいそうに……』

　お母さんのお葬そう式しきの時、みんな、口を揃えてそう言った。

　でも、別に私はかわいそうな子なんかじゃない。だから、この話はできるだけしないようにしていたのに、なんでこんなにベラベラ喋しやべっちゃったんだろう？

　零さんは私をじっと見たあと、ふいににっこり笑った。

「真鈴ちゃんは、えらいね」

　そっと頭に載のせられた手が、私の髪をくしゃりとかきまわす。

　――……そんなの、初めて言われた。

「別に……えらくなんか……」

「ううん。えらいし、すごいよ」

　零さんの手はひんやりしているのに、頭に載せられるとなぜかとても温かい。

　大きな手は、私の頭を何度も撫でたあと、ゆっくりと離れていった。

　――……っ！

　追いかけるように見ていた私は、その手を摑つかんで引き留めた。

「零さん、血が……！」

　零さんの右手の袖口に、擦こすったような赤い汚れが付いていた。

「……あぁ、これ？　紙で切っちゃったかな？」

　零さんはのんびりした口調でそう言って、ペロリと血を舐なめ取った。

　なんともいえない淫いん靡びさに、私は思わず見とれてしまった。

　でもそのあとで、慌てて学校指定のバッグを漁あさり、サイドポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出す。

「はい、これ。使ってください」

「ありがとう。手、洗ったら使わせてもらうよ。そういうわけで、お客さんも全然来ないし、今日はもう店じまいしようかな」

「あ、はい！　じゃあ、私、帰ります！　長居しちゃってごめんなさい！」

「ううん。片付けを手伝ってもらって、すごく助かったよ。それに絆創膏ももらったし。だから、これ、お礼にもらってくれるかな？」

　差し出されたのは、私が買いたかった本だ。

「でも、それは買いたくって……」

「だから、お礼。お手伝いの時給だと思って、もらってくれたらうれしいな。それにこの本だって、欲しいと思ってくれる人に持っててもらいたいはずだから。ね？」

　にっこりと微笑んで諭さとすように言われてしまうと、頷うなずかなくちゃいけないような気分になってしまう。

　それじゃなくても、零さんの瞳には、いい知れない力があるような気がするのに。

　私は本を受け取って、ペコリと頭を下げた。

「ありがとうございます。大事にします！」
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　駅に向かう途中、いつも立ち寄る公園に向かった。まだ真っ暗じゃないけど、この夕暮れの中なら大噴水のライトアップもきれいだろうと思ったから。

　思ったとおり。公園の中央にある大噴水は、キラキラと七色に輝いていた。

　カップルが多いのが気になるけど、でも犬の散歩をする人や、会社帰りらしいサラリーマンもチラホラ目につくから、私だけが浮いてるってことはないと思う。

　ちょうど噴水を見やすいベンチが空いたので、私はそこに腰掛けて舞い上がる水を眺めた。水みず瓶がめ座ざだからかな？　水を見ると、なんか落ち着くんだよね。

　街がい灯とうが思いのほか明るいので、何げなく抱えたままだった本を開いてみた。

　中には、かわいい絵と大きな文字があるはず――――だったのに、違っていた。

「……なに、これ？」

　バラバラと、最後までページを捲めくってみる。

　けれど、かわいい絵どころか、日本語すら見あたらない。

「……なんなの、これ？」

　すべてのページに、見たことのない怪あやしげな図形と、どうやっても読めない不思議な文字らしきものが、びっしり並んでいる。

「……象しよう形けい文字？　ハングル文字？　……ていうか、地球の文字？」

　一番後ろを捲ってみるが、奥おく付づけらしきものも見あたらない。

　カバーは、間違いなく昔読んだ本だ。

　でも中身は、どう考えても私の欲しかった本じゃない。

　カバーの外れてしまった本を直してる時に、間違えて組み合わせちゃったのかな？

　でも、最後に確認した時は絶対に合ってた。

「どうしよう？　頂き物を交換してくれって、感じ悪いかな、やっぱり……。でも、この本を欲しい人が、中身だけ関係ない絵本だったりしたら困るよね？」

　なんの気なしに本を捲っていると、ふと不思議な感覚があった。

　――……ん？

　本の最初から、再度パラパラと捲ってみる。

「あれ……？　もしかして、読める？　え……と、＄＄＄～＝～＝＃～＝～～＃＄＄～＝～＃＆％＄％＄＄＃＄＃＄＄’＃＃＄〟＃＄％％＄＃＃！！！＃＄％＄＋Ｌ＊Ｌ＊」

　見たことも、習ったこともない文字のハズなのに、そのページにあった文字がスルスルと頭の中に入り込んでくる。

　口を開くとそれは、まるで知っている言葉のように、声になった。

　次のページを捲ってみる。

「■★■★■★■◆■◆■▼▼■●■●■★★◆■◆■◆■★■★■★■◆■◆■▼▼■●■●■★★◆■◆■◆」

　前のページとは別の種類の文字なのに、やはりそれも同じように読み上げることができた。

「～＝～～～～；；；；；～～～～・・・・・・～～～～～〟〟〟〟〟〟～～～～～～～～」

「――〓〓――〓〓〓――〓――〓〓〓――〓〓〓――〓〓〓〓――〓〓〓〓〓〓〓〓」

　次のページも、その次のページも同様だ。

　四つめの文章を読み上げた時、本がまるでライトのように、四たび光を放った。

「……なに、これ……？　それに、なんで私に読めるの……？」

　本が光ったことは、噴水のライトアップのおかげで目立たずに済んだらしい。

　周りの様子を確かめるように視線を巡めぐらしていると、噴水の向こうから近づいてくる見たくない人影を見つけてしまった。例の不良男子高校生、四人組だ。

「げ。まだ、いたの!?」

　私は慌てて顔を下げ、バッグの中を漁っている振りをした。

　さっと立って逃げるという手もあったけど、このままやり過ごす方が得策に思えた。

　こんな時携帯電話があれば、通話かメールしてる振りなんかもできるんだろうけど、あいにく貧乏学生の私には無縁のモノだ。なので、我ながらかなりそらぞらしい捜し物演技を続けるしかなかった。

　ぞんざいに靴くつの踵かかとを引きずるような足音が近づいてくる。

　続いて、だらしなく履はきつぶしたスニーカーや革靴が視界に入ってきた。

　ゾロゾロと寄ってきた四人分の足が、私を取り囲むように半円状で止まる。

　――ひー。ピンチ……！　超ピンチです！

　上げたくなんかなかったけど、やむなく顔を上げると、そこには想像どおりの不良中学生四人が立っていた。




　――というところで、冒頭に戻るわけだ。




　混乱する私に、自称・悪魔が声をかけてきた。

「どうした、女？　脂汗がダラダラ零こぼれて不ぶ細さい工くなツラがより最悪な事態になってるぞ」

　失礼な言われように、思わず反射的に声が漏れた。

「誰だれが不細工よ！　十分十人並みでしょ！　体重だって平均だし、髪の毛だって、この長さでこのキューティクル保たもつの大変なんだからね！」

　――自分で言っておいてなんだけど、反論としてショボすぎる。

　横から、自称・死神が言った。

「そこそこの人間が、そこそこを自覚するのは悪いことではありませんね。我が身を顧かえりみないナルシストは醜しゆう悪あくですから」

　――スルッと肯こう定ていされても、なにかこうモヤモヤするんですけど……。

　自称・死神は、ある意味、一番キツい気がする。

「えー、そこそこじゃないでしょ。かわいいと思うけどなぁ、僕は」

　自称・吸血鬼の言葉に、私は思わずうなだれていた顔を上げた。

　――格好は群を抜いてキテレツだけど、一番やさしいかも。

　と思ったが、次の一言であっさりと覆くつがえされた。

「やっぱりさぁ、人間の女の子は処女が一番だよねぇ。なんかこうかぐわしいし。あー、その首筋舐めまわしてみたいなぁ。ダメ？」

　自称・吸血鬼は、黒いマニキュアの人差し指を咥くわえて、かわいらしく小首を傾げる。

　――かわいくない、かわいくない。美人だけど、かわいくはない！

「ダメっていうか、無理！　それに今の発言、完璧にセクハラだから！」

「セクハラってなに？　チェックはしてるけど、実際に人間界に来たのは四百年とちょっとぶりだから、わからない単語があるみたいなんだよねぇ」

　――うわー！　凝こった妄もう想そう設定、入りました！　どんだけ密な自分設定作ってるわけ？

「セクハラっていうのは、セクシャル・ハラスメントの略で、性的な嫌いやがらせのことです。特に、職場などで男性が、女性に対して当人がいやがる性的な言葉を口にしたり行動に表したりすることをいいます」

　ビシッと言ってやったが、長い髪を指先でクルクルしながら聞かれると、柳やなぎに風という言葉が脳のう裏りを過よぎる。ほかに、のれんに腕押しとか糠ぬかに釘なんてのも追つい随ずいで浮かんだ。

「ふーん。性的なことを隠かくしてどうするのかな？　性的なものこそ子孫繁栄はんえいのために大事なことだと思うんだけど、違うの？　不ふ思し議ぎだなぁ」

　しみじみ言われると、そうかもとか思ってしまう自分が怖こわい。

「あぁ、でも僕のは単なる食欲で、性欲じゃないから安心して？」

　しなやかな銀髪をかき上げながら、満面の笑みで言われてしまいました。

　――一番やさしい人じゃなく、一番イッちゃった人だったー！

　自分で言うのもなんだけど、私の人を見る目のなさといったら、半端ハンパじゃない。

「うちのじっちゃんも、生いけ贄にえは処女に限るって言ってたぜ。昔は、年ねんイチで奉ほう納のうとかされたらしいけど、オレの代になってからはそんなのもらったことねぇよ」

　最後の頼みの綱つなも、ぶっつり千ち切ぎれてしまった。

　なに、某ぼうアイドルグループの一員みたいに爽さわやかな顔で、まったくもって爽やかじゃないことのたまってんの、この人！

　――無理……。付き合い切れない。助けてもらったことはきっちり感謝するけど、ここはとにかく戦線離脱を図はかろう。うん。

「あの、それじゃ、ありがとうございました」

　私は、おずおずと切り出し、ベンチの上のバッグと落としてしまった本を拾って踵きびすを返しその場を離れた……ハズなのに、あっという間にコスプレ四人衆しゆうに囲まれてしまった。

　――なに、今の瞬間移動の業わざ。

「いい根性してるじゃねぇか、女」

「恩を仇あだで返す気じゃありませんよね？」

「悪い子にはお仕置きしちゃうよ～？」

「人間って、平気で裏切るから怖こえぇよな～」

　平均身長一八〇超えの男四人に囲まれる経験って、あんまないと思う。

　つか、それがこんなに怖いものだったなんて……。

　私は思わず、少し離れた場所に倒れている悪者男子高校生四人組に、助けを求めてしまいそうになった。気絶してるみたいから無理だし、仮に意識があったとして助けてくれるとは到底思えないけど。

　案あんの定じよう、コスプレ男たちのターゲットが私になったと気づいたのか、四人は意識を取り戻すなりこっそり起き上がり、お互いを庇かばいながら脱だつ兎とのごとく逃げていった。

　すっかり孤こ立りつ無む援えんになった私は、ごくりと息をのんで顔を上げる。

　――く、屈くつ辱じよく……。私だって、身長一六〇はあるのに！

「……だ、だって、なんか言ってることが尋じん常じようじゃないし。助けてくれたことはホントに感謝してるけど、でももう暗くなってきたし……」

「尋常じゃないというのは、なにがだ？　女」

　自称・悪魔は、王子様造形顔に反比例して、表情が刺とげ々とげしい。

「なにがって……自分のこと、悪魔とか、死神とか、吸血鬼とか、龍りゆう神じんだって言ったじゃない。それに変なカッコしてるし……」

　第一印象ほぼそのままを自称されても、そんなの信じられないし怖いだけだ。

「噓でもついたかのように言われるなど心外です。私は確かに死神ですよ？　この死神の大おお鎌がまを操れることが証しよう拠こです」

　――いや、そんな真顔で言われても……。ハッ!?　もしやドッキリとか？

　周りを見まわしてみるが、ドッキリ番組特有の看板もヘルメット被かぶった人も見あたらない。当たり前だけど。

　で、今さらながらに気づいたことがある。

　私たちがいる噴水の周りを中心にして、その周囲が隕いん石せきでも落ちたみたいに陥かん没ぼつしていた。きれいに敷しかれていた煉れん瓦がが捲れ上がって、放射状に土が剝むき出しになってしまっている。

　けれど、周りにいる人々にはそれが見えていないようで、少し透き通って見える彼らは、普通に行き来したり、ベンチでくつろいだりしている。

　まるで、ベール一枚を隔へだてた異空間にいるかのようだ。

　――なに、この非日常……。

「もしかして、僕の言ったこと信じてくれないんだ？　悲しいなぁ」

　自称・吸血鬼が、着物の袂たもとを手た繰ぐって、泣き崩れる真ま似ねをする。

「なら、見せてやろうか？　オレのホントの姿」

　自称・龍王が口元にニヤリと笑みを浮かべ、私を見つめる。

　その少し肉厚の唇から、真っ白な歯が覗いた。

「ほらよ！」

　彼らが現れた時同様、目映い閃せん光こうがあたりを支配する。次の瞬間――。

　私は、悪魔と死神と吸血鬼と龍神に囲まれていた。

　悪魔はこめかみから捻ねじれた山や羊ぎのような角つのを二本生はやし、黒い大きな翼で宙に浮いている。

　死神は、一瞬で大きくした鎌を私の喉のど元に押し当て、胴どうと分離させ自らの左手に抱えた青白い顔で冷たい笑みを浮かべている。

　吸血鬼は、額ひたいから二本の細長い角を生やし、私を背後から抱きかかえて首筋に鋭い牙きばを当てている。爪つめも、つい先ほどの何倍にも伸び、魔女の爪のようになっていた。

　龍神の変化が一番大きかった。龍神は、人型ではなく龍そのものに姿を変えていた。長大な身体で噴水広場すべてを使ってとぐろを巻いている。

　人間、びっくりしすぎると声帯がままならなくなるらしい。

　ただ目を見開き、目の前のものを見つめることしかできなかった。

　目の前で羽ばたく巨大なカラスのような羽根。

　胴から分離して微笑む青白い顔。

　細く長い角と、首筋に押し当てられた鋭い牙。

　それから、どうやっても現実ではあり得ない大きな龍。そのメタリックブルーの鱗うろこが、噴水のライトを反射してキラキラと輝いている。

　それらを十回ほど見まわしたあと、やっと私は彼らの言うことを、少しは信じる気になった。特殊メイクやＳＦＸのような効果を使ったとしても、目の前のものを作り出せるとは到底思えないからだ。

　それに、目の前の四人はあきらかに、生きて動いている。どう見ても本物だった。

「……えっと、あの、わかりました。せっかく変身していただいたんですが、先ほどの人型に戻っていただけると、とてもありがたいのですが」

　へりくだって言ってみると、あっさりと彼らは変態を解といた。どうやらこれは彼らとの交こう渉しよう上、とても重要な点らしい。

　……とかなんとか、ちょっと心安らぐポイントを見つけてホッとしていた私に、新たな爆弾が投下される。

「で、誰を殺せばいい？　早く指示を出せ、女」

「私も時間の無む駄だは好まない質たちです。早くしてもらいたいのですが」

「僕はやさしいから、安楽死も請うけ負おうよ。遠えん慮りよなく注文してくれていいからね」

「オレは、出血大サービスで、百人くらいセットでもいいぜ？　身体なまってるしな」

　――いやぁあああ……。なに、そのとてつもなく嫌な選択肢し。

　私はガックリとへたり込みそうなのを堪こらえて、気を取り直す。

「えーと。私に、自分を含めて殺したい人間などいないので、皆さん、安心してお引き取りください」

　よかれと思っての発言だったが、四人にとってはそうではなかったらしい。

「ふざけんな、クソ女！」

「さて。冗談はそこら辺までにしていただきましょうか」

「確かに。魔物を呼び出しておいて、それはちょっとなぁ。困った子だなぁ」

「テメー、なめてんのかよ？　食い殺すぞ？」

　――ひぃいいいい。全員マジギレで怒ってるし……！

「一体どうしろって言うのよ？　助けてくれたのは確かに感謝してるけど、でも……」

「助けた、だと？」

　金髪悪魔に、言葉を遮さえぎられてしまった。

「だって、さっきの不良君たちから、助けてくれたでしょ？」

　金髪悪魔は、まるで汚い物でも見るみたいに、目を細めた。

　――その態度、失礼すぎやしない!?

　殺されたくないから、言えないけど。

「助けたのではなく、単なる契けい約やく履り行こうのための行動だ」

「契約って？」

　金髪悪魔は、吐き捨てるように言った。

「キサマが召しよう喚かん呪じゆ文もんを読み上げて呼びつけた揚げ句に、『殺せ』と命じたんだろうが」

　私は両手と首を壊れるほど高速で横に振って、否定の意を示した。

「召喚呪文って、そんなのまるで身に覚えがないんですけど？」

　彼の言う召喚呪文ってのは、まさか私が読み上げた四ページ分の呪文のこと？　だけど、意味なんかわかんないし、どうしてあれが読めたのかもわからない。

　本当に、どうしてこんなことになっちゃったんだろう？

　困こん惑わくする私に、死神は雪女かと思うような冷たいため息を吹きかける。

「覚えがない？　この私を呼びつけておいて、ですか？　悪魔ごときと違い、死神を召喚する呪文を操れる者なぞ、人間界にはそう何人もいないはずですが？」

　その言葉を聞いた悪魔が、腰のホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜く。

「おい、クソ死神。今、『悪魔ごとき』とか言いやがったか？」

　――ガチッていう今の音、もしかして、安全装置外した音とかいう？

「き、聞き間違いじゃない？」

　私の必死のフォローを、冷れい酷こく死神が一いつ蹴しゆうする。

「いいえ。聞き間違いではありませんし、私も言い間違いなどしませんよ。だいたい、人間の作った拳銃を使うなど、悪魔としてのプライドもないような魔物に、とやかく言われたくありませんね。引っ込んでいてください」

　――どんだけ自由な発言精神なの、この死神!?

「てめぇ！　このベルフェゴール様を愚ぐ弄ろうしてタダで済むと思うなよ!?」

　悪魔が拳銃を構えた途端、死神の鎌が風切り音を立てて視界から消えた。

　その直後、重たい音がして、すっぱりと分断された拳銃の銃身が地面に転がり落ちる。

　悪魔の構えた拳銃は、半分になって間抜けな姿をさらしていた。

　――うわー、銃の先端が、輪切りちくわのようにー。

「テメェ！　オレの銃に、なにしやがる！」

　烈れつ火かのごとく顔を赤くする悪魔を見て、死神はクスリと鼻で笑う。

「その拳銃、Ｓスミス＆アンドＷウエツソンのＭ60チーフ・スペシャルですよね。アメリカの暴力的な刑事のようにスナッブ・ノーズにして差し上げただけですが、お気に召めしませんか？　あぁ、その暑苦しいスーツ姿から察するに、アメリカではなく、イタリア好みでしたか？　でしたら、銃もイタリアの銃器メーカーのものにしたらいかがです？　統一感のなさは、センスのなさを強調しますよ」

　――きっと、こういうのを慇いん懃ぎん無ぶ礼れいって言うんだ……。

　私は、人生で初めて本物を目にしてしまったらしい。

　――てか、そこまで言うならその鎌は、死神界だかの中国産なんでしょうね？

　と、思わず悪魔の味方をしそうになったけど、四人の中で一番容よう赦しやなさそうな死神に逆らう気力と根性が私にあるはずもない。

「テメェ、ぶっ殺す……！」

　死神に殴なぐりかかろうとした悪魔を、吸血鬼が背後から羽は交がい締じめにして止める。

「まぁまぁ、血の気が多いから、そんな好戦的なんじゃないかな、きっと。なんなら、僕が吸ってあげようか？　悪魔の血は吸ったことないから興きよう味み津しん々しんだなぁ。はぁぁ……何色なんだろう？　青とか黒とか緑の寒色系だったらいいのになぁ……」

「放せ、このクソ吸血鬼！　俺に触んじゃねぇ！　放せっつってんだろ！　首筋舐めんじゃねぇ、この変態野郎！」

　――あぁ……こっちはこっちで新たな火種が……。












　いっそ、ここで気でも失えば、こうまで途方に暮れなくて済むのかも……とまで思ってしまった。

　いや、でも正直、十六歳の少女に、この事態収拾は過か酷こくすぎるというか無理だと思う。

　――なんの試練だろう、これ。

　さりげなく気を遠くしかけていたら、龍神小僧が声をかけてきた。

「あのよ、でも自分の言ったことには責任持てよな？　オマエが殺せっていうから、殺しに来てやったんだぜ？」

　――好青年にしか見えないのに、なんでそういうこと言うかな？　……龍神だから？　っていうか、龍神って、悪魔とかと違って神なんじゃないの？　それがなんでそんなナチュラルに殺人を請け負っちゃってるわけ？

　私はわざとらしいほどのため息をひとつついて、口を開く。

「私は、助けてって思っただけで、誰かを殺してほしいなんて言ってません。だいたい、人を殺してくれなんて言うわけないでしょ？」

　龍神君は、鼻で息をついて唇をへの字にさせた。

「……オマエさ、そんな言い訳、通用するとかマジで思ってんのか？」

　普段クラスじゃわりと温和な方だと言われてる私だけど、さすがにムッとした。

「あのね！　言い訳とか裏切るとか言うけど、私がなにしたって言うわけ？　召喚呪文なんか知るわけないし、殺人依頼なんかもした覚えがないのに、一方的に責められたって、どうしていいかわかんないんだけど！」

　思わず怒ど鳴なると、四人がピタリと動きを止めた。

　――あれ、なに？　もしかして今の一いつ喝かつが効いたとか？

　チロッと四人を見まわすと、四人はそれぞれ呆あきれたように天を仰あおいだりため息をついたりしている。吸血鬼に至いたっちゃ、両手のひらを空に向ける外国人くさい困惑ポーズなんか取ってる。一番和風な容よう貌ぼうしてるくせして。

「なによ？　言いたいことがあるなら言ってみなさいよ？」

　ホントは聞かないで帰りたかったけど、自らの勢いに押されてついついそう言ってしまった。

「だから、さっきから言ってんだろうが。ものわかりの悪い女だな」

「同意です。あなたは召喚の術で私たちを呼び出しました」

「で、『殺せ』っていう命令に対して半殺しだったから契約保留ということになるわけ」

「オレらは呼び出された以上、契約履行しないと帰れねぇんだよ。どうしてくれんだよ」

　四人は、相変わらず律りち儀ぎに、悪魔、死神、吸血鬼、龍王の順でそう言った。

　――えーと？　四人の話をまとめると……。

　私はピンチのあまり、魔物に助けを求めてしまったらしい。

　どうやってかっていうと、多分この本の呪文みたいのを四ページ分読み上げたから。

　で、そのあとでナンパ高校生たちに対して『いなくなっちゃえばいいのに』と念じたことが、なぜか殺人依頼に変換されてしまっていて、その契約を果たさないと彼らは魔界に帰れないというわけらしい。うん、了解。

　まあ、事態を把握しただけで、間違っても内容について了承したわけじゃないけど。

　そこまで理解したところで、新たな疑問が生じる。私は思わず、生徒状態で手を挙げた。

「はい、質問です」

「なんだ、女」

　悪魔に顎あごをしゃくって促うながされたけど、我慢我慢……。

「契約っていうからには、私がなにかしてもらったら、報ほう酬しゆうを支払わなきゃいけないってことだよね？　私、貧びん乏ぼうだから、そんな余裕なんかないんだけど」

　真しん摯しに自己申告したっていうのに、四人はそれぞれ最高に腹の立つモードで笑い飛ばしてくれた。大声でゲラゲラ笑って身体を折ってる龍神もムカつくけど、やっぱり鼻でクッとか笑う死神が一番ヤな感じだ。

「己おのれの極ごく貧ひんな経済状態をきちんと把は握あくしていることは評価に値あたいしますが、あなたの資産のはした金など必要ありません。私が欲ほつしているのは、あなたの首と心臓です」

　――……は？

　思わず、アホみたいに口を開けてしまった。

「俺は魂だ。ま、心臓くれりゃ、勝手に抜き出すから安心しろ」

「僕はねぇ、全身の血だよ。あ、死ぬまで毎日一五〇ccとかのリボ払いでもいいよ」

「オレは身体な。血液も一滴残さず丸まる呑のみしてやるからよ」

　ほかの三人――悪魔と吸血鬼と龍王も、それぞれ、さも当たり前のように要望を口にした。

　――ツッコミどころはどこ？　全部？　てか、なに、その猟りよう奇き殺人及びカニバリズム予告。

「なに、悪魔か死神か吸血鬼か怪物みたいなこと言ってんのよ！」

　思わずそう怒鳴る。返ってきたのはそれぞれの肯定の言葉だった。それも舌打ち付きで。

「だから、俺は悪魔だと言ったろうが。心底物覚えの悪い女だな」

「いい加減、死神だと覚えていただけませんか？　まあ、その貧弱な脳のメモリーでは無理な要望かもしれませんが」

「吸血鬼はいいよー。不老不死だし。なんなら、『お仲間モード』で嚙かんであげようか？　君、かわいいから」

「テメェ、誰が怪物だ！　オレは龍神様だっつってんだろうが！」

　――そこ、そんなに怒られるトコなんだ……。

　早い話が、命を狙ねらわれていることがわかったわけだけど、『きゃあ』とか『怖ーい』とか思う以前に、『カンベンしてよ……』というしょっぱい気持ちにしかならないのはなぜだろう？

「……えーと。物覚えの悪い貧弱な脳ですみませんでした。不老不死にはさして興味ないので遠慮しときます。あと、怪物呼ばわりして申し訳ありませんでした、龍王様」

　へりくだって言うと、四人はまんざらでもなさそうに鷹おう揚ように頷いた。

　――わあ、思ったより扱いやすーい。でも、なんかすごく卑ひ屈くつな気分になってまいりましたー。

　そもそも、こいつらが白はく馬ばの王子様だと一瞬でも思ったわけじゃないけど、無む償しよう奉ほう仕しの白馬の王子様に比べて、有ゆう償しよう（しかも命って……！）の黒衣の魔物様って、どうなの？　ありなの？　せめて灰馬の一般人に助けてほしかったんですけど！

　私は再度手を挙げ質問してみる。

「あの、契約契約って言うけど、別に契約書なんかがあるわけじゃないし、なかったことには……？」

　おそるおそる聞いてみると、ツカツカと歩み寄ってきた吸血鬼が、私に向かって手のひらを翳かざした。目を閉じ、なにか探るように手を上下させる。

「なにを……って、うわ？　ちょっと!?」

　尋ねかけた言葉は、そのまま悲鳴に変わった。

　なぜなら、吸血鬼の手が私の制服のスカートを捲り上げたからだ。

「ほら、見て。ここにあるのが僕のサインだよー」

　悲鳴の続きをのみ込んで、捲られたスカートの中を覗き込む。

　右の太ももに、達筆な文字で書かれた手のひらサイズの痣あざかシミのようなものがあった。刺いれ青ずみのように皮ひ膚ふに浸透していて、洗っても落ちそうにないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「……ななな、なにこれ!?」

　たいした脚あしじゃないけど、刺青入りとそうじゃないのとでは大違いだ。

　それに、こんなのが入ってたら、体育の授業にだって出られやしない。

「保留の契約書。全部で四つあるはずだよ」

　――うっそでしょ!?

　なにか考えるより早く、私は自分のシャツの胸元を割り開いた。ボタンが弾はじけ飛んだけど、そんなことにかまっちゃいられない。

「…………っ！」

　思わず息をのむ。吸血鬼の言ったとおり見慣れた胸元にも、インドのものっぽい見慣れない文字の痣ができていた。信じられないというより、信じたくない。

「あ、それオレのー。いーだろ、そのサイン」

　ナージャが得意げに笑う。

　続いてジャケットの片袖を脱ぎシャツを強引に捲り上げると、右の二の腕に英語で書かれた筆記体のサインがあった。

「それは、俺のだ」

　悪魔も不敵に笑う。

　さすがにここでシャツを脱ぐわけにもいかないので確認のしようがないけど、背中かお腹なかには間違いなく中国語かなんかで書かれたものがあるんだろう。薄笑いを浮かべている死神を見れば、想像にかたくない。

　私はクラクラする頭を抱えながら、なんとかジャケットを羽は織おり直し、はだけたシャツの胸元を重ねてごまかした。

　――頼むから、噓か夢だと言ってください。

　なんで、ごく普通に暮らしてる善良な女子高生が、ある日いきなり魔物四人に詰め寄られて命を狙われた揚げ句、全身刺青だらけにされなきゃならないんだか、誰か説明してほしい。

　私は、刺青やタトゥーが大嫌いだっていうのに。

「ね、あったでしょ？」

　吸血鬼の場違いににっこりした笑顔が美人すぎて、身体の芯しんからなにかがグツグツと沸わき立ってくる。これこそが殺意ってもんじゃないのかな……。

　――いやいや、ダークサイドに引きずられてる場合じゃなくて、なんとかしなきゃ。

　こんな、わけのわかんない刺青かかえて生きてくのイヤだし。

「この刺青って、どうやったら消えるの？」

　なんとなく、聞かなくても答えはわかってるような気がしたが、あえて聞いてみた。

　万が一ということもあるから、独ひとり合が点てんはよくないし。

　……が、残念ながら、答えは想像どおりだった。

　死神があっさりと言い捨てる。

「もちろん。契約を履行すれば消えますよ」

「……契約を履行ってことは？」

「さっきの四人もしくは新たに別の人間四人の殺人指示をもらって遂すい行こうし、その代だい償しようとしてあなたが死ぬということです」

「……それじゃ、意味ないじゃん」

「そうですか？　いかに貧相で不細工な身なりとはいえ、葬式くらいは刺青のないきれいな身体で出席したいものかと思っていましたが、違っていたようですね」

　――なんか、どうやるとここまで人を貶おとしめる発言がツラツラと口から出てくるのか、そのメカニズムが知りたいかもしれない。恐るべし、死神……。

「……あー、うん。そうだよね。まぁ、葬式の主役が『出席』カウントになるのかどうかは、甚はなはだ疑問だけどね」

　どうでもいいところをツッコミ返し、なんとか活路を見いだすために脳をフル稼か働どうさせた。

　――この状態で助かるには……？　どうすればいい？

　考えてもなにも思い浮かばない。

「ちょっと、タイムもらっていい？」

　そう切り出すと、四人は怪け訝げんそうに私を見る。

　私はバッグを漁り、中から個包装のチョコレートを取り出した。

　それを順番に四人の手のひらに載せる。

「はい、これあげる。美お味いしいよ」

　四人の魔物は、小さな金色の包みをしげしげと眺めている。

「なんだ？　魂でも包んであるのか？」

　――そんなわけ、あるはずないでしょ、悪魔め。

「この程度の賄わい賂ろでは、首と心臓は諦めませんよ」

　――あぁ、うん。わかってます。死神が欲しいのは命ですよね。

「ありがとう。これって、なにかな？　もしかしてレバ刺しとか？」

　――そんなもの携けい帯たいしてる女子高生いないでしょ。吸血鬼界では違うわけ？

「お？　なんだこれ？　うめぇじゃんか！」

　――おおっと！　龍神君のまともな感想に、思わず涙が……。

　お子様だけあってか、龍神君は一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、包みを破いて口に放り込んだ。

　もし、これがチョコじゃなくて毒だったらどうするつもりなのかとかいろいろ心配だけど、配った身としては一番うれしい反応には違いない。

「でしょ？　新発売の製品なんだけど、溶け具合がたまんないの。やっぱ、チョコは国産が一番だよねー」

「お、おうよ！」

　口は悪いけど付き合いはいいらしく、龍神君はこっくりと頷いてくれた。

　私も包みを開けてチョコレートを口の中に放り込む。

　お気に入りのチョコは、一瞬で舌の上で溶けてなくなってしまう。けれど、口の中だけじゃなくて全身が甘くとろけるようになってホッとする。

　――はぁあ～。やっぱ、行き詰まったら甘い物だよねー。

　ほっぺたを押さえてじんわりと味わっていると、ほかの三人もそれぞれ訝いぶかりながら、チョコレートを口に入れた。

　配っておいてなんだけど、吸血鬼とかって、血以外も飲食できるのかな？　なんとなく、バラのお茶しか飲まないとか言いそうな気がするんだけど、それは穿うがちすぎ？

　が、クレームは吸血鬼からではなく、悪魔から挙がった。

「クソ甘あめぇな、なんだこりゃ！」

　その無駄に整った顔で、苦にが虫むしを嚙みつぶしたような表情するのは、できればやめてほしい。しかも、私の大嫌いな煙草たばことか吸いだすし、もう最悪。

　で、吸血鬼の方はチョコレートを食べても大丈夫らしい。どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　平然とした顔でもしゃもしゃと食しているのを何げなく見ていると、ペロリと上唇を舐めて微笑まれてしまった。

　――うーわー。どこのフェロモン・モンスターだ。男にしか見えないのに、なんでこんなに色気満まん載さいなんだろう、この吸血鬼。

「『しょくらとを』かぁ。昔、よく舶はく来らい物もの好きの信のぶ長ながっちと食べたなぁ」

　――待てーい！　今、ノブナガつった？　四百年ちょっと前の新しいもの好きのノブナガって言ったら、あのお方のことですか――!?

「信長って、まさかだよね？　チョコが日本に来たのって、十八世紀だもんね？」

　否定してほしかったのに、あっさり頷かれてしまった。

「あれー。彼、知ってるの？　珍しくて美味しいモノが食べたいって言うから、僕が取り寄せてあげたんだよねー。その頃はまだ液体のしかなかったんだけど、美味しそうに飲んでたよ」

　――れ、歴史が……なんか適当なことになっていくー。つか、一体何歳なの、この人――というか、この魔物。

　いろいろ知りたい気もしたけど、深入りするのは危険だと本能が告げてきたので、それ以上の質問は控ひかえることにしておいた。

　一方、死神は、無表情のまま吟ぎん味みしているらしい。たまに顎が動かなければ、不機嫌ヅラで睨まれているとしか思えない。

「原材料はカカオマスと砂糖とココアパウダーに粉乳ですか……。なかなか素晴らしい配合です。歴史の浅い国にしては、まあがんばったと言ってもいいでしょう」

　――出た。中国至上主義！　一体どこまで上から目線なのか、確かめたくなってきた。

　けど、なんだか心が落ち着いていくのがわかる。

　四人も、凶暴さが控えめになったように見えるのは気のせいだろうか。

　――やっぱり、困った時の甘い物だ。

　と、チョコレートの神様に感謝していると、ふと、あることに思い当たった。

「再び質問でっす！　契約履行する気はさらさらないんですけど、仮にそうなった場合、心臓とか血とかの要望が被かぶってる箇か所しよについては、半分ずつとかでいいんでしょうか？」

『半分ならいらない』と諦めてくれることを願っての質問だったが、結果は私の想像とは真逆のベクトル上にあった。

「そうだった。四重契約とは舐めた真似してくれるじゃねぇか、クソ女！」

「確かに。私としたことがすっかり、契約保留にばかり気を取られていました」

「困ったねぇ。でも皆の血は、僕が全部処理してあげるからご心配なく――」

「テメェら、勝負だ！　かかってきやがれ！」

　――ひぃいい。開けてはいけないパンドラの箱を開けてしまったようです。

　魔物たちは、一瞬でその身を本来の姿に変え、噴水前広場全体を使って暴れはじめた。

　人型三人はまだいいとして（……あーいや、よくはないけど）、龍神！　頼むから、私のお気に入りスポットを壊かい滅めつさせないでください。

　それにしても、なにを勘かん違ちがいして凶暴さ控えめとか思ったんだか、私ってば……。凶悪凶暴さＭＡＸじゃない。

「ちょ……あんたたち、頼むからやめてくれない、かな……ぁ」

　遠慮がちな私の声が、ところ狭しと暴れまわる魔物たちに届くはずもない。

　それどころか、衝撃音やら爆撃音、ついでになんかいろいろ壊れる音や火か炎えん放射器みたいな音まで聞こえてくる。もちろん音の直後に現れるのは、その音にぴったりの瓦が礫れきの山や抉えぐれた地面。焦しよう土どと化した花か壇だんの数々だ。

　――あぁあああ。私のお気に入りスポットが……。

　目の前で繰り広げられているのは、和洋印中ごちゃまぜの怪獣大暴れ映画さながらの光景だ。

　やむなくよくよく見てみれば、どうやら血液要望組と心臓要望組が、それぞれ争っているらしい。悪魔VS死神と、吸血鬼VS龍神という図式だった。

　悪魔と吸血鬼は、どっちも飛べるらしく、空を猛もうスピードで移動しながら火花を散らしている。

　吸血鬼と龍神の方はといえば。なにか某日本昔ばなしアニメのオープニングのように、龍の首に摑まって首筋（？）に嚙みついている吸血鬼を、龍が振り落とそうと身をくねらしている。

　何十メートルあるのかわからないほど大きな図ずう体たいでそんなことをされた日には、あたり一面が大だい惨さん事じだ。

　私は、飛んでくる石いし礫つぶてや土ど砂しやや火花を避けながら、これ以上は無理というほど大きなため息をついた。これが夢だったり、私が実は誇こ大だい妄もう想そう狂きようとかだったらいいのに――という、果てしなくネガティブな解決案しか思い浮かばない。

　――地球防衛軍とか、科学特捜隊とか、なんでも、誰でもいいから助けてください。

　思わず祈るが、そんな都合のいい助けが現れる気配はない。

　――なんの間違いで魔物召喚なんかができたのか知らないけど、今こそ助けが欲しいってのに、もう……！

　そこで、龍の尾が、すぐ脇わきの噴水を一瞬で粉々にした。

　囲いのなくなった噴水から、あたり一面に水が溢あふれだす。

　――私のヒーリングスポット――！

　文句を言ってやろうと魔物たちを見上げた私は、息をのむ。

　死神の鎌が悪魔の羽根を散らし、悪魔の拳銃が死神の脚を貫通した。

　その横には首筋から血を逬ほとばしらせた龍と、背から振り落とされ、かぎ爪でがっちりと摑まれた吸血鬼――。

　ふいにキラキラと光る青い鱗が降ってきて、私の足下の地面にざっくりと突き刺さった。

　一瞬遅れて、悪魔の黒い羽根がヒラヒラと何枚も舞い落ちてくる。

　最初に地面に辿たどりついた一枚は、血まみれでぐっしょりと湿しめっていた。

　――怪け我が、しちゃってるじゃない……！

　悪魔は右の羽根から、死神は左の脚から、龍神は首筋から、吸血鬼は爪に摑まれた全身いたるところから血を流している。

　なのに、四人が争いをやめる気配はない。

　全員、本気で相手を殺そうとしているのがわかった。

　――止めないと……！

　そうは思うが、こんな事態でとっさになにか思い浮かぶハズもない。

　そこでふと気づく。

　――もしかして、これって、逃げるチャンスなんじゃ……!?

　でも、この争いで死なれたりしたら、なんか夢見が悪そうな気がする。

　――しかたない。やっぱ止めるか……。

　争いをやめさせる言葉か、道具ってなに？

　そもそも、あの四人はどうして争うことになったの？

　なにかが、心の隅すみに引っかかった。

「……私、だ。私の命と血が欲しいんだよね」

　――だったら。

　しゃがみ込んで、足下に刺さっていた龍神の鱗を引き抜く。手のひらより二周りほど大きなそれは、丸くカーブしている部分が刃物のように鋭いエッジになっている。

　私はそれを自分の首筋に押し当て、制止の声を上げた。

「スト――――――ップ！」

　大きな声を出したために喉元が動いて、少し切れたらしい。ピリッとした痛みが、首筋に走った。でもそんなのにかまってる場合じゃない。

「やめろって言ってんの！　聞こえてるんでしょ！　この、陰いん険けん悪魔に、冷酷死神に、変態吸血鬼に、横暴龍神!!」

　声の限りに叫んだ瞬間、あたりの轟ごう音おんがやみ、静せい寂じやくが訪れた。

　あまりの静寂ぶりに、壊れて撒さん水すいしている噴水の音が鮮明に聞き取れるほどだ。

「……誰が、陰険悪魔だ。あぁ？　どうあっても早死にしたいらしいな？」

「冷酷なのは死神の仕事柄ですが、人間ごときに改めて言われると腹立たしいものですね」

「えー。変態って、ひどくない？　別に僕は普通の吸血鬼だと思うんだけど、どーかな？」

「誰が横暴だよ！　龍神様に向かって生意気言ってんじゃねぇぞ、テメェ！」

　四人はそれぞれの対たい峙じを解き、私を囲むように近づいてきた。

　血まみれの魔物三人＋一匹に凄すごまれると、さすがに膝ひざが笑う。まあ、おかげで魔物の方々の血が赤いってのがわかったけど。

　私は鱗を持つ手を握り直し、四人を見み据すえた。

「……おい、クソ女、なにバカなことしてやがる？」

　悪魔が不ふ愉ゆ快かいそうに瞳を眇すがめる。

「ねぇ、質問！　私が自殺したらどうなるの？　死体を四人で奪い合うの？　それとも、勝手に死なれたら契約不履行でノーカウント？」

　魔物たちは、返事をせず黙り込んで私を睨む。

　思ったとおり。勝手に死なれるのは困るみたいだ。

　だったら、これを交渉のネタにすればいい。

「保留契約が不履行のままで、契約した人間が死んじゃったらどうなるの？　契約不履行の間は魔界に帰れないって言ってたよね？　だったら、もう二度と帰れなくなるんじゃないの？」

「……だったら、どうした？」

　悪魔が憮ぶ然ぜんとして言い放つ。

「無用の殺し合いはやめて。やめてくれないんなら、この鱗で喉をかき切る」

「不自由なのは容姿だけかと思いましたが、頭もですか。自殺して、あなたになんの得があるというんです？」

　――誰が、不自由な頭と容姿だ。

　せせら笑う死神に、私は笑顔で言い返す。

「別に私に得はないけど、あなたたちは損でしょ？　だったら、ここは私の言うこと聞いといた方がいいんじゃない？」

「で、僕らをどうしたいの？　契約保留をいいことに、こき使おうとか思ってたりする？」

　小首を傾げて聞いてくる吸血鬼に、首を振ってみせる。

「そんなこと、しないよ。取りあえず手当てしてあげるから、一緒にうちに帰ろうよ。ね？　それとみんな、せめて最初の人型に戻ってくれない？　特にそこの龍神君。その格好、ちょっと怖いからさ。聞いてる？」

　龍神君を見上げて声をかけると、大きな口が私の言葉を繰り返す。洞どう窟くつの中で喋ってるみたいにくぐもった声で、だ。

「……一緒に帰る……？」

　私は大きく頷いてみせた。

「そうだよ。人間の薬が効くのかわかんないけど、消毒して血を止めよう？　塗り薬も飲み薬もあるし、包帯もあるからさ。ね？　あと、チョコレートも買い溜めしてあるから、もっとあげられるよ」

　龍神君が、シュウンと煙を立てて変身を解く。

　人型になった彼は、血でべっとりと濡ぬれている喉元を乱暴に拭ぬぐいながら言い放つ。

「別に、チョコに釣られたわけじゃねぇからな！　まあ、くれるっていうなら、もらってやんないこともねぇけどよ！」

　――あ。なんかほっぺ赤い……。

「うん。わかってるよ」

　そう答えると龍神君は、への字にしていた口を今度は逆の弓なりにさせた。

「わかってんなら、いーけどよ」

　それを皮切りに、ほかの三人もそれぞれに人型に戻ってくれた。

　――よ、よかった……。

　私は安堵のあまり、今度こそがっくりと地面に膝をついてしまった。
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　――狭い。狭すぎる。ありえないほど狭い！

　私は信じられない思いで、部屋の中を見まわす。

　――どうして十じゆう畳じよう一ひと間まの私の部屋に、悪魔と死神と吸血鬼と龍りゆう神じんが……？　それ、なんて嫌いやがらせ？

　当の四人も同意見らしく、それぞれ四よ隅すみに陣じん取どり、さも不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

　結局、私は四人を引き連れて家に戻るハメになった。

　だって怪け我がしてるのをほっとくわけにいかないし……。

『痛い』だの『染みる』だのブーブー言いながらも、彼らはおとなしく手当てを受けてくれた。

　――やっといてなんだけど、人間用の薬って、魔物にも効きくのかな？

　それにしても、黒づくめの四人が包帯だらけって、なんかすごい絵え面づらだ。

　で、手当ても終わったことだし、『そんなわけで、今日はここらで解散！』とか軽やかに提案してみたのだが、あっさりと却きやつ下かされてしまった。

　どうやら四人それぞれ、お互いに先を越されないよう牽けん制せいし合っているらしく、口を揃そろえて『ここに泊まる』とのたまわれてしまったのだ。

　そういう牽制は、私がうっかり呪じゆ文もんを唱となえてしまった時点でしてもらって、契けい約やく相手はせめて誰だれか一人にしておいてほしかった。だって、普通の人間――それも女子高生が魔物四人と同じ部屋で夜を明かすって、どうなの？　あり？

　――いや、今さら言ってもどうにもならないってわかってるんだけどさ……うん。

　ちなみに。十畳の部屋に、身長一六〇の女子高生と、身長一八〇オーバーの男四人がいるとね、ほんっと息苦しいよ。しかも実は人じん外がいだから、心理的圧迫感及び暑苦しさ倍増。

　それでもウチは、階段脇わきの角部屋のせいか、十畳あってくれてよかったと思う。これで六畳とか四畳半だったら、間違いなく窒ちつ息そく死ししてただろうから。

　それと。基本、人型の悪魔と死神と吸血鬼の三人はまだいいとして、うっかり本来の龍神の姿に戻られた日には、築三十年のこのアパートは瞬時に崩壊する。

　すごく古いとはいえ、家賃四万八千円で十畳＋キッチンスペース三畳＋バストイレ付きの物件なんてそうそうないんだから、頼むからこの私の城を消滅させないでほしい。

　――あぁ、恋愛感情以外でこんなにドキドキするハメになるなんて……さ、最悪……。

「それにしても狭っ苦しい部屋だな。これで全部なのか？　実はここは玄関なんじゃないだろうな？」

　――この、悪魔め。どこまで暴言を吐いたら気が済むんだか……。

「あのね。身よりのない女子高生が一人で暮らすには、十分すぎるほどありがたい物件なんだから、失礼なこと言わないでくれない？」

　結構本気で反論したのに、鼻先であしらわれてしまった。というか「ケッ」って聞こえた気がする。

　――あぁ。あのもたれかかっている窓まど枠わくの向こうに、「ていやっ！」と押し落としてみたい。ここ二階だし。……ま、羽根があるから、反撃されて終わりだろうけど。

「部屋の狭さは我慢するとして、この貧相な家具の数々はなんです？　そこらのゴミ置き場で拾ってきたものではないでしょうね？」

　私の勉強机のイスを、我がもの顔で占せん領りようしているのは死神だ。

　――うん。死神の暴言は、なんかもうひどすぎて、ある意味スルーできるようになってきた気がする。私、もしかして心広いかも。

「貧相ですみませんねぇ」

　微み塵じんも心のこもっていない言葉を返しながら、私は、ちゃぶ台の上の本のカバーを外はずしてみた。出てきたのは焦こげ茶色の布のハードカバー本体で、表紙にも背表紙にも文字は入っていない。透かしても翳かざしても、なにか隠かくし文字や紋もん章しようが入っているようにも見えない。

　ページ数表記がないからわかんないけど、普通のハードカバー本よりずっと薄く見えるから、百ページくらいかな。パラパラ捲めくってみると、やっぱり見たこともない文字がページごとに書かれている。最初の四ページは読めるし、途中にもいくつか読めるページがあった。これ以上妙みような魔物が現れたらたまんないから、死んだって読み上げたりしないけど。

「ふぅん。この本を読んで呼び出されたんだぁ？」

　すぐ隣となりに座っていた吸血鬼が、本を覗のぞき込んできた。

　――なんだろう、このくつろぎっぷり。

「この本てなんなの？」

　尋たずねると、吸血鬼は首を横に振った。

「さぁ。あ、僕の召しよう喚かん術が書いてある。全部手描きかぁ。古い本みたいだけど、誰が書いたんだろー」

　ほかの三人を見まわしたが、彼らにも心当たりはないらしい。首を横に振られてしまった。

　確かに紙が黄ばんでいるし、布の褪あせたとこなんかを見ると、吸血鬼の言うとおり、結構古いもののように思える。奥おく付づけがないから、いつ頃の本なのかは想像もつかない。

　まぁ、奥付どころか、タイトルも目次も扉とびらもない、名無しの本なわけだけど。

　本体を置いて、カバーを取り上げてみる。

「これが、違ってさえなければなぁ、もう……」

　きれいな蝶ちようのイラストのそれは、間違いなく私の欲しかった絵本のものだ。一体、どこで取り違えちゃったんだろう？

　そこでハッと気づく。

　――名無しの本も、カバーにはタイトルが入ってるかも。

　それを見つけたらどうなるってもんでもないけど、でも学校のＰＣでネット検索くらいはできるかもしれないし、このままなにもわからないでいるよりはずっといい。

　私は本にカバーを巻き直し、勢いよく立ち上がった。

「どーしたんだよ？　便所か？」

　デリカシーのかけらもない物言いの龍神を睨にらみつけ、玄関に向かう。

「ちょっと、この本をもらった古本屋さんに行ってくるね。本物のカバーに、なにか契約解除のヒントとかが載のってるかもしれないし。あと帰りにちょっと買い物してくる」

　靴くつを履はきながら四人に言うと、龍神君が立ち上がった。

「買い物!?　なら、オレも行く！　なに買う気だ？　チョコか？」

　――あ。そういえば、そんな約束してたんだった。うっかり忘れてた。

「うん。チョコも買い足すし、カレーでも作ろうか？」

「カレー!?　カレーってインド料理のか？」

　龍神君が瞳をキラキラと輝かせたのを見て、本場の神様だったことを思い出す。

　――しまった。下へ手たなもん出したら、それこそ食い殺されるかもしれない……！

「あ、えっと、その……カレーっていっても、日本ナイズされたヤツなんだけど、大丈夫かな？　本格的な何十種類もスパイスが入ってるのとかは、あいにく作ったことないんだ……けど、な……。それでも、いい……？」

　ついつい声も小さくなろうというものだ。

　しかし、天下の龍神様は、今どきの若者みたいなレトルト生活にも寛かん大だいらしい。

「なんだよ、インスタントか？　お湯であっためるだけっていーよな。でもオレ、野菜とか肉とかいっぱい入れた、ルーで作るカレーとかのが好きだぜ」

　――いや、そんな素敵ホームラン予告かなんかみたいに宣言されても……かわいいじゃない。

「じゃ、クククカレーにしてあげるよ。肉は、豚ぶたでいい？　確か今日特売なんだよね」

「おう！　いっぱい入れてくれよな！」

　そんな少年特有のキラキラ笑顔で腕うでに絡からまってピョンピョン跳はねられたら、パスタ用の寸ずん胴どう鍋でカレールー二箱分くらい作りたくなっちゃうからやめてほしい。

　このキューンとくるのが、風の噂うわさに聞いたことのある母性本能ってヤツですか？












「……わかったから、行こう。留守番頼んだからね。間違っても死闘とか繰り広げないでよ？　帰ってきて騒さわぎとか起こしてたら、躊ちゆう躇ちよなく死んでやるからね！」

　私はそう三人に釘くぎを刺し、まだキュンキュンしている気持ちを押し隠して歩きだす。

　というか、自殺をネタに相手に言うことを聞かせるなんて、ドラマとかで一番苦手なリスカちゃんみたいでヘコむかも……。

　そんな私の悩なやみも知らずに、龍神君がやたら高テンションでついてくる。

「わーい！　カレーだ、カ～レ～エ～！」

　――男が素すで『わーい』とか言っていいのは五歳までだと思う！

　私は、魔ま性しようの魔物に魅み入いられないように、こっそり手の甲こうをつねって歩きだした。

　が、すぐにピタリと立ち止まる。なぜなら、ペタペタ歩く足音に気づいたからだ。

「ちょっと！　靴は!?」

　しかも、見れば見るほど一般人とかけ離れたその服装も、どうしたものか。

　この出いで立たちの男を連れてスーパーに行こうとしてたあたり、すっかり魔物との生活に馴な染じんでいる自分に気づく。

　――いやいやいや！　ない！　この服装はないでしょ！

「神様が靴なんか履けっかよ。窮きゆう屈くつじゃん」

「カレー食べたいんなら、靴履いて。そのぶっ飛んだ服装だってどうにかしてもらいたいトコだけど、それはもう、一万歩譲ゆずって我慢するから」

　断だん腸ちようの思いで折せつ衷ちゆう案を出したというのに――。

　シュワンと煙が立った直後、風に流されて消えた煙の中から現れたのは、私の学校の男子制服を着た龍神様だった。足下にはちゃんと、革のローファーまで履いている。

　キテレツな格好でも十分美少年だってことはわかってたけど、見慣れた制服を着られると、その容姿がいかに整っているかが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「こんで、いーか？」

　少し照れたような顔を見たら、また胸の奥がキュウンと疼うずいた。

　――恐るべし、アイドル顔龍神様！

「あ、うん。バッチリ！　龍神様って便利だね。身体だけじゃなくて、服装も変えられるんだ？　いいなぁ」

　龍神様は、まんざらでもなさそうに笑った。

　弓なりになった少し厚い唇くちびるが、なんとも言えずかわいらしい。しかも。

「龍神様じゃなくて、ナーガラージャだ。オマエはナージャって呼んでもいいぞ」

　そっぽを向いてそんなこと言われても！　……どこのツンデレ様ですか。

　でも、からかったら火でも噴かれそうなので、私はただ笑って頷うなずいた。

「うん。わかった、ナージャ君。私はね、真ま鈴りん。林りん藤どう真鈴っていうの。真鈴でいいよ」

「マリン？　海のことか？」

「ううん。真実の鈴って書くの。リンドウマリンだから、よくリンリンってからかわれたんだ。なんかパンダみたいでしょ？」

　何げなく言うと、ナージャ君はいたずらっ子のように笑って身を翻ひるがえした。

「リンリン、行くぞ」

　そう言って、アパートの階段を下りていってしまう。

「ちょっと！　そのあだ名はイヤだって言ってるのに！」

「早くしろ、リンリン！　置いてくぞー！」

「もー！　やめてってばー！」

　私は抗議の言葉を唱え続けながら、ナージャ君の後を追いかけた。
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　古本屋は零れいさんの言ってたとおり、もう閉まっていたので、明日出直すことにした。

　なので、スーパーに行って食材を仕入れて帰ってきたわけだけど。

「リンリン、おっかわりー！」

　ナージャ君が、空からになったお皿を差し出してくる。

　作ったものを美お味いしいと言って食べてくれるのはうれしい。たとえ、誰にでも作れる簡単メニューだとしても。でもさ、大食い選手権じゃないんだから、八杯って食べ過ぎだよね？

　お釜かまはもうすっかり空っぽだ。五合炊だきで二回炊いたっていうのに。

　ほかの三人は、一般人的食欲で助かった……。これで、ほか三人も異次元胃袋の持ち主だったら、今月分のお米がたった一食で底をつくとこだった！　ホント、あれだけ大量の米とカレーが、あのスリムな身体のどこに収まってるっていうんだろう？

　そんな気持ちを言葉に乗せて言い放つ。

「もうない！　空！　終了！」

　ナージャ君は、皿とスプーンをそれぞれの手に持って畳たたみの上を転がり、ジタジタと駄だ々だを捏こねはじめる。

「やだー！　もっと食うー！　もっと出せよー、リンリン！」

　ご飯粒を口の端に付けての駄々攻撃に、うっかり心が動きそうになった。

　――なに、このかわいい生き物……！

　しかし、ギリギリと唇を嚙かんで己おのれを戒いましめる。

　甘やかしたらダメって、昨日きのうテレビで見た『犬のしつけ』で言ってたもん。

「ダメ！　食べ過ぎ！　明日の朝また作ってあげるから、今日はこのチョコで我慢しなさい！」

　ビシリと言ってさっきスーパーで追加補充したチョコの箱を見せると、ナージャ君はピタリと駄々捏ねをストップした。

　なんとなく、思いのままに操れているようで、ちょっと楽しい。

「全部食っていーのか？」

　瞳をキラキラさせて聞かれると、さすがに一粒とは言えそうにない。

　しかも、なんかあるはずのない尻尾しつぽがパタパタして見えるし……！

「半分！　六個だけ！　残りは明日の朝。わかった、ナージャ君？」

　人差し指を立てて言うと、ナージャ君は唇を尖とがらせながらも、了承してくれた。

　――ふう。なんて疲れるの？　世のお母さんの苦労が忍ばれるっつうの。

「一緒に買い物行ってから、すっかり仲良しさんだねぇ。僕も名前で呼んでほしいなぁ、リンリン？　カレー、美味しかったよ」

　ごちそうさまと言い添えて、吸血鬼が皿をちゃぶ台の上に戻す。

　そう言われて初めて、私はナージャ君以外の三人の名前を知らないことに気づいた。スーパーから帰ってきてからずっと台所に立ってて、話をしていなかったからだ。

　というか、四人とも寄ると触るとケンカになるので、料理の合間にそれを止めるだけで、私のキャパシティはいっぱいいっぱいだったとも言える。

　でも、一緒にご飯まで食べておいて、それもやっぱり失礼だったと思う。

「あ、ごめん！　私はね、林藤真鈴。林の藤に、真実の鈴って書くの。真鈴でいいよ。リンリンは頼むから勘かん弁べんして」

　――もう、ナージャ君については諦あきらめモードだけど。

「ふうん。真鈴ちゃんかぁ。かわいい名前だね。僕はね、茨いばら木き。薔ば薇らの茨いばらの木ね」

「いばらきさん……」

「さんはいらないよ。それじゃなくても四文字で長いんだから」

「じゃあ、茨木」

　そう呼ぶと、茨木は艶あでやかな笑みを浮かべた。

「なんかいいねぇ。人間の女の子に名前を呼ばれるのは、どれくらいぶりかなぁ。なんだかくすぐったいよねぇ」

「そうなの、茨木？」

　わざともう一度呼んだら、茨木は首を傾かしげてクスクスと笑った。

「うん。そうだよ」

　横から死神が割って入ってくる。

「仕方ありませんね。不本意ではありますが、礼儀は通しましょう。私の名前は黄よ泉みと言います。人間ごときに呼ばれるのは納なつ得とくがいきませんが、保留とはいえ、一度は契約を交かわした相手なので、やむなくお知らせしておきます。それから。本来、魔物の本当の名前を知ろうとするのは、相手を束そく縛ばくすることだと心得ておいたほうが賢けん明めいだとも言い添えておきます。私のことは、『さん』でも『様』でも好きな敬称をつけてくれてかまいませんよ、林道真鈴」

　イスに座って見くだし視線で言われると、迫力倍増だ。

　――うん。高貴な死神として甚はなはだ不本意なんだろうね……。で、私は敬称付きで呼ばなきゃいけないけど、自分は呼び捨てで当然ってわけだよね。うん、了解。

　しかも、これで不ぶ細さい工くとかならなんてことないけど、美び丈じよう夫ぶっていうのかな、冷たそうな美び貌ぼうにやたら響ひびく声のせいで、なんかひれ伏さなきゃいけないような気分になる。

「じゃあ、そうさせていただきます、黄泉……さん」

　ピクリと眉まゆが動いたので、『さん』づけより『様』づけをご所しよ望もうだったことがあきらかになったが、ここは私の人間としての尊そん厳げんをかけての譲れない一線なので、守りきろうと思う。

　最後の一人に目を向ける。

　対象は、窓辺でさもめんどくさそうにカレーを食べている悪魔だ。

　人の作ったものを、どうしてそうまでマズそうに食べられるかな。

「えっと、ベルフェゴールさん……だよね？」

　さっき、怒りにまかせてだかで、死神に向かってそう口走ったのを聞いたような気がする。

　まったくもって詳しくないけど、『七つの大たい罪ざいのひとつに数えられる大悪魔』とかなんとか豪ごう語ごしてたから、それなりに有名な悪魔なんだろう。悪魔界の王子って言われたら、そうかなって顔してるし。

「そうだ」という短い答えのあと、ジロリと殺人ビームを孕はらんだような視線を投げつけられる。

「…………なにを笑っている？」

　――え？　私？

　慌あわてて自分の顔を、手のひらで確認する。あれ、笑ってた？

「ごめん。なんか、イヤイヤだけどちゃんと答えてくれたのがうれしかったみたい。……あのね、変な縁えんだけど、契約解除だか破は棄きになるまでよろしくね。ベルフェゴールさん、黄泉さん、茨木。ナージャ君」

　ペコリと頭を下げてから笑いかけると、茨木とナージャ君は笑い返してくれて、ベルフェゴールさんと黄泉さんにはツイッと顔を逸そらされてしまった。

　ホントに変な縁だし、みんな人間じゃないけど、それでもこんなふうに誰かと晩ご飯を食べるのは久しぶりで、私にはそれがなんだかうれしくてたまらなかった。
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　朝一番。目が覚めるなり私は、遙はるか一キロ先まで響くような悲鳴を上げてしまった。

　なんでかっていうと、私のすぐ目の前で、ものすごく整ったアイドルみたいな精せい悍かんな顔の男の子が寝息を立てていて、さらに背後にも誰かいて、その腕が私の枕まくら代わりになっているからだ。手のひらの大きさと指の長さからして、男の人のものだとしか思えない。

　早い話が、そう広くないセミダブルベッドで、私の左右に男の人が寝てるってことだ。

　ベッドがセミダブルなのは、お母さんと一緒に使ってたからだけど、よもやそのことで、こんな事態になろうとは！

　――信じらんない。信じらんない。信じらんない。っていうか、信じたくないんですけど！

「んー？　うるせーなぁ。なんだよ、リンリン？」

「おはよう、真鈴ちゃん。朝から元気だねぇ」

　私の両端を陣取って寝ていたヤツらが、音声多重放送で話しかけてきた。

　右がナージャ君、左が茨木だ。

「いやぁああっ！　人のベッドでなにしてんのよ、アンタたちっ！」

　私は半身を起こして上掛け布団を胸の上で握りしめ、後ずさってベッドヘッドに背中を押しつけた。

　ナージャ君はベッドの上であぐらをかいて、頭をかきながら大あくびをする。

　昨日口を酸すっぱくして言ったせいか、一応ＴＰＯの心得をマスターしたようで、民族衣装っぽい長いヘンリーシャツを着ている。なので、インドの神様というよりアラブの王様みたいだ。

「ふあーぁ。なんっだよ、気持ちよく寝てたのに～！」

　そんな場合じゃないのに、褐かつ色しよくの肌はだと白い麻あさ生き地じの対比が妙に色っぽく見えた。

「もう起きる時間なの？　人間は大変だねぇ。僕は夕方まで寝てたいなぁ」

　身を起こしたもう一人――腕枕の主ぬしは、吸血鬼の茨木だ。

　ナージャに釣られたのか、婀あ娜だっぽく首を反そらして小さくあくびをしている。しかもやたらと高そうな絹きぬの襦じゆ袢ばんなんか着ちゃって……。私はやっぱり見とれそうになる自分に鞭むち打うってそれを制止し、二人に人差し指を突きつけた。

「お客様用の布団ふとん、敷しいてあげたじゃない！　なのに、なんで私のベッドで寝てるのよ！　乙女おとめの布団だよ？　信じらんない！」

　私の動揺＆剣幕とは正反対に、ナージャと茨木は平然としている。

「だってよー、あいつら、図体でっかいんだもん。リンリンのがマシかと思ってよー」

　――あんたの図体も十分でかいと思う。

「『ベッド』っていうんだ、これ？　フカフカして気持ちいいねぇ。それに僕も、あのいかつい二人と同どう衾きんはちょっと……。真鈴ちゃんと一緒の方がいい匂いだし」

　二人が指さした布団の上には、掛け布団の上にベルフェゴールさん。敷き布団の上に黄泉さんが寝ていた。二人は、パジャマ姿ではなく、昨日と同じ服装のままだ。

　――男同士で同衾とかいうな！

　うちには客用布団が一組しかないので、その二枚の上で四人に寝てもらったわけなんだけど、夜の間になぜかそっちは二人になり、ベッドが満まん員いん御おん礼れい状態になったらしい。

「乙女の聖域をなんだと思ってんのよ、アンタたちは！　私の寝付きがいいからって、なんか変なことしたんじゃないでしょうね!?」

　ちょっとだけ布団を捲めくって、自分の身体からだを見下ろしてみる。

　――うん、一応パジャマはちゃんと着てるみたいだけど、でも……。あぁ、天国のお母さん、私、かのホラー映画『ローズマリーの赤ちゃん』状態で、背中からおそろしげな赤ちゃんを産んじゃうかもしれません……！

　悲ひ愴そうな決意の私をよそに、ナージャがゲラゲラと笑う。

「もしかしてリンリン、なんかエロい心配してんのか？　安心しろ、オレ面食いだし、Ｃカップ以下は眼中ねーから」

　――あぁ、そう。

「僕も、意識のない女性になにかするような真似はしないよ？　やっぱり合意じゃないとつまらないからねぇ。愛の営いとなみは」

　――さようですか。

「…………取りあえず、黙だまれ」

　低く言い捨てると、二人はやっと私の激怒ぶりに気づいたらしく頭こうべを垂たれた。

「「はい」」

　男の人と付き合ったこともないのに、なんだって昨日会ったばかりの魔物と同じ布団で抱き合って眠ったりしちゃってんのよ、私は！

　入り込んできた二人の常識のなさにも呆あきれかえるけど、こいつらが入り込んできた時点で目が覚めなかった自分の寝付きのよさには、それ以上に呆れる。

「とにかく、出なさいよ！　出ろったら、出ろ――――――――――――――――っ！」

　私は二人をベッドから追い出し、頭から布団を被かぶって深呼吸を繰り返した。
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　いつもは騒がしくて苦手な教室のざわめきが、今日はなんだか心地ここちいい。

　紛まぎれもない日常だからかな。

「ちょっと、リン。もしかして具合悪いの？　なんか、髪もいつもよかボサボサに見えるんだけど、気のせい？」

　無事二時間目の授業を終えて机に突っ伏していると、前の席の多た美みちゃんが話しかけてきた。

　私はノロノロと身を起こし、こっくりと頷いてみせる。

「うん。へーき」

　クールお姉さんキャラ・多美ちゃんのバッチリマスカラメイクした瞳が、驚いたように見開かれる。

「全然平気じゃないじゃん！　どーしたの、そのクマ？　朝からそんなだった？　なんかすっごい顔になってるよ？」

　突きつけられたピンクのデコラティブ手鏡には、確かに生活に疲れ切った団地妻みたいな顔が映っていた。

　――うわー。三つ編みとかしてこなくてよかった。シャレになんないとこだった……！

「あー、なんかちょっと寝付きが……っていうか、寝起きが悪くてさー」

　うん、そーだよね。『牡ぼ丹たん灯どう籠ろう』とか『耳なし芳ほう一いち』は、幽霊だか怨おん霊りよう一体で死に至いたるんだから、悪魔と死神と吸血鬼と龍神に同時に命を狙ねらわれたら、そりゃークマのひとつやふたつできるよね。私は、そう納得した。

　登校前。あの後も実はむちゃくちゃ大変だった。

　夜お風呂に入れなかった分、朝シャワーを浴あびて、カレーが食べたいと駄々を捏ねまくるナージャ君に朝っぱらからカレーを提供し、留守の間に騒ぎや火事を起こしたりしないよう厳重に言い含めて、さらに学校の意義と休めない理由と、ついでについてきちゃダメな理由をさんざっぱら説明して納得させて家を出るまでに、丸二時間かかったのだ。ふー。

　――私が余裕を持って起きる派じゃなかったら、遅刻して皆かい勤きん賞しようの報ほう奨しよう金がパーになるトコだったつーの！

　プチ苦学生の日常の努力をなめないでほしいもんだ。

　朝の大変さを思い出すと、重く長い吐と息いきが漏もれてしまった。深呼吸はいいけど、ため息は幸せが逃げてくから、できるだけつかないようにしてるっていうのに、もう。

　――あ。しまった。またついちゃった。

「保健室行って寝てくれば？」

　心配そうに、多美ちゃんに顔を覗き込まれる。

「サーンキュ。そうだよね。保健室なら皆勤賞も大丈夫だし……」

「ん？　かいきん、なに？」

「あ、ううん！　なんでもない」

　突然、窓際にたむろっていた子たちが、ザワザワと騒ぎだした。窓の外の校庭に、なにかあるらしい。クラスの女子が次々と窓際に集まり、嬌きよう声せいを上げはじめる。

「なにあれ、かっこよくない？　なんかの撮さつ影えい？」

「背ぇ、高～い。遠目だけど、顔もよさそうだよね！」

「一番左の子、うちの制服着てるけど、見たことなくない？」

「うん、ない。絶対目立つよね。転校生かな？　――あ、こっち見た！」

　きゃーっと、黄色い歓かん声せいが上がる。

「誰かいるみたいね」

　窓の方に視線を投げた多美ちゃんが、さして興味もなさそうに呟つぶやく。校内トップクラスの美人のため、交際相手には事欠かない――というか、断るのに苦労している多美ちゃんらしい反応だ。私の場合は微み塵じんもモテはしないが、別に興味もないので、立ち上がってまで野や次じ馬うまになる気力などない。

「さあ？　サッカー部のなんたらいう先せん輩ぱいとか？」

　何げなく返すと、多美ちゃんに渋い顔をされた。

「アンタ、ホントにそういうのどうでもいいんだね。『なんたらいう先輩』呼ばわりされてるの知ったら、桜さくら小こう路じ先輩、そーとーヘコむよ、きっと。全校生徒が自分のファンだと思ってるような人だし」

「あー。桜小路先輩っていうんだ？　まさしくそれっぽい名前だね」

　その先輩は学校で一番人気の男子なのだが、好みじゃないせいか何度聞いても名前を覚えられない。多分今回も、明日どころか一時間後には忘れてそうだ。

　なんかさ、確かに悪い顔じゃないんだけど、ナルシストと青春小僧を足して割ったようなとこがどうにも苦手な感じなんだよね。ギラギラギトギトしてるっていうか。

　記憶の中の暑苦しい顔を追い払ったら、代わりにやわらかな王子顔が思い浮かんだ。

　――零さん、素敵だったなー。

　思わず、ため息が漏れる。

「リン。アンタ、ホントに大丈夫？　ブルーとかピンクとか、なんか顔色が忙しそうなんだけど。――っていうか、その顔ってもしかして、恋とかいう？」

　私は、ワイパー状態で両手をブンブンと振った。

「ま、まさかー。あははははははは」

「あやしー。マジで恋こい煩わずらいとかなんじゃないのー？」

「……ないない」

「白状しないと、こうだ！」

「ちょ!?　やめてよ、多美ちゃん！　くすぐったいってば！」

　とかいうやや古めかしい女子高生的やりとりをしていたら、あたりからとんでもなくけたたましい嬌声が上がった。

　それも一人や二人じゃなく、私と多美ちゃん以外のクラスの女子全員分はあろうかというほどの大音響でだ。

　――ななな、なに……!?

　また窓の外でも見ているのかと思ったみんなの視線が、なぜか教室の後ろの出入口に集中している。

　――ん？　先生なら、前の出入口使うよね？

　何げなくその視線を辿たどって振り向いた私は――。

「――……ブッ！　げほ、ごほっ！」

　勢いよく噴き出してしまった。

　そこに、私の家で留守番してるハズの、魔物四人衆しゆうが立っていたからだ。

　ナージャが制服。ほかの三人はそれぞれ、現代日本でそこそこ通用しそうな今どきの服装をしている。

　例のキテレツなコスプレ全開衣装じゃないのはいいとして、一般人ぶった服着てても目立ちまくりなのはいかがなものか。

　まるで、四人組のアイドルユニットみたいだ。平均年齢が高すぎるけど。

　――そんなことより、なんでこんなとこ来てんのよ……！　つかどうすりゃいいの!?

　どうやってこの場から追い帰そうかと高速で脳をフル回転させてる私の苦労も知らずに、茨木が手を振って寄越す。

「やあ。ほんの三時間ぶりだね～、真鈴ちゃん」

　――どこまで脳天気な吸血鬼なんだろう。つか、昼間に歩き回るな、この非常識魔物！

　というか、今気づいたけど吸血鬼なのになんで日中から当たり前みたいな顔して歩きまわってるんだろう。

　……もう、そんなささいなことはどうでもいいけど。

　しかも。ツカツカと近づいてきたナージャが、私をくすぐるために絡みついていた多美ちゃんの手をはたき落とした。

「ちょっと！　なに女の子に暴力ふるってんのよ！」

　一いつ喝かつすると、当の多美ちゃんがフォローしてくれた。

「へーきへーき。全然痛くなかったし。それより知り合いなの？　うちの生徒？」

　多美ちゃんもほかのクラスメイトも、興味津々という顔をしている。

　――いや確かに。もし自分が逆の立場だったら、絶対に興味津々になるだろうけどさ。

　なんと言い訳しようか考える私を差し置き、割って入ったナージャが言い放つ。

「リンリンはオレの大事な世話係なんだから、オレ以外は触んな。コイツに触っていいのも一緒に寝ていいのもオレだけだかんな。わかったか？」

　一瞬、なにを言われたのかわからず、脳内で復唱してやっととんでもない台詞せりふだと気づく。

　ほかのみんなも同じ状態だったらしく、一瞬静まりかえった教室は、その直後阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼと化した。

「ちょっと、リン!?　どういうこと？　マジで彼氏できたの？　水くさいじゃん！」

　多美ちゃんにガクガクと肩を揺すられる。

「ちょっ、たみ、ちゃ、しゃべ、れ、ない、よ……！」

　あまりに高速で揺すられて、声を出すのもままならない。

　しかしふと、その揺れが収まった。でもって背中が妙に温かい。

　恐る恐る首を振り向けると、そこには茨木の満面の笑顔があった。

「えー。でも真鈴ちゃんは今け朝さ、僕の腕枕で起きたよね～？　すごーく気持ちよさそうに寝てたけどなぁ。だから、僕にもこーやって触る権利はあると思うけど？」

　両腕を私の首に回して抱きついたまま、とんでもないことを言い放つ。クラスメイトの悲鳴は、いまやその振動というか超音波で教室の窓ガラスを全壊させそうなほどだ。

「この変態オヤジ！　リンリンに触ってんじゃねぇ！　確かに腕枕は取られたけど、オレだってこーやって正面から抱き合って寝てたんだよ！」

　こうやってと言いながら、ナージャ君が私の腰に両腕を巻きつけて抱きついてくる。

「それが、どうしたの？」

　茨木は茨木で、無む駄だにエロい声で人の耳元で喋しやべらないでほしい。

「背中向けられてたヤツよりずっと親密ってことだよ！」

　前後からギュウギュウと抱きしめられ、満足に声も出せない。

「ちょ……やめて……ったら……」

「リン、アンタ……そんで寝不足だったの？」

　多美ちゃんの一言で、上がった悲鳴はクラス中どころか二階すべての教室のガラスを割る勢いだ。

「多美ちゃ……なに言ってんのーっ！」

　私は、変態吸血鬼と横暴龍神を力まかせに振りほどき、なんとか弁解を試みる。しかし。

「あー、クソ。畳の上なんかで寝かされたから、腰が痛いてぇぜ」

「そうですね。私もベッドを所望します。今晩はじゃんけんかなにかで決めませんか？」

　空気をまるで読もうとしない無情な悪魔と死神に、ダメ押しの追い討ちをかけられてしまった。












「……え、なに？　もしかして四股ってこと？　やるじゃない。リン……立派になって……」

　――待って、多美ちゃん。そこ感心するとこじゃないから！

　多美ちゃんの言葉に、校舎すべてのガラスが割れるほどの悲鳴が鳴り響いた。

「なってない、なってない！　なってないから！」

　騒音の中、大声を張り上げて弁解したが、多美ちゃんはしたり顔で微笑ほほえむだけで、私の言うことなんかまるで聞いちゃくれない。

「リン、応援してるよ！」

　揚あげ句く、レトロなサムアップサインを食らってしまった。

　――と、取りあえず、今はここから脱出せねば……。

「多美ちゃん！　今日は早退するって先生に言っておいて！　お願い！」

「了解。たまにはハメ外してきなー。アンタ、マジメすぎるんだからさ」

　――いやいやいや！　女子高生の四股って、そういうレベルの話じゃないでしょ！

「あんたたち、ついて来なさい！」

　私はバッグを引っ摑み、魔物四人を睨みつけて教室を走り出た。
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「ちょっと、なに学校にまでのこのこ来てんのよ!?　家で待ってろって、あんなに口を酸っぱくして言ったでしょうが！」

　体育館裏で四人を一列に並べて説教をかます。

　本当なら、特大ハリセンで一人ずつひっぱたいてなぎ倒したいくらいだ。

　私はできることなら、目立たず楽しく、学園生活を送りたいと思っている。

　大学も、奨学金制度のあるところに行くつもりだから、先生の覚えなんかもめでたくなきゃいけないし、妙な噂は御ご法はつ度と中の御法度だ。

　――なのに四股って、アンタ……。

　どんだけ一瞬で、これまでの私の地味な努力の積み重ねを水の泡にするつもりなのか、この魔物どもは……！　いや、魔物だからこそ、かもしれないけど。

「あんたたちは、私の日常を取り返しがつかないほど台無しにする気なわけ？　えぇ!?」

　ダンッと足を鳴らして凄すごんだけど、四人は微塵も痛つう痒ようを感じていないらしい。

　――ううう、憎しみで魔物が殺せたら……！

　が、そんな芸当はできるわけもないので、もう一巡睨ねめつけて終わりにすることにした。

「で。なにしに来たのよ？」

　一応聞いてみた。いくら傍ぼう若じやく無ぶ人じんな魔物でも、用もなく学校に来たとは思えないし。

　最初に口を開いたのは、ナージャだった。

「聞けよ、リンリン！　契約解除の方法があったんだぜ」

　その一言で、思わず私はそれまでの怒りを忘れてしまう。だって、身体にできたあの変な刺いれ青ずみが消えるってことだよね、それ。そりゃ、浮かれもするよ。

「ホント？」

「おう、ホントだぜ！」

　請うけ負おってくれたナージャの頭を、茨木がポフンと叩たたく。

「まるで自分の手柄みたいに言っちゃだめだよぅ、ナーくん」

「誰がナーくんだ！　放せ、変態吸血鬼！」

　ナージャは、けんもほろろに茨木の手を振り払った。その気落ちはわからないでもない。

　――茨木は、なんかこう、パーソナルスペースが狭いんだよね。吸血鬼だからか、すぐ首筋触ってきたりするし……。

　ただ、男の人にそんなふうに触られたら、免めん疫えきのない私は結構イヤなはずなのに、茨木だとあまりそうは思わない。

　なんでだろうと考えて、それが、男性が女性を触るセクシャルなものではなく、どっちかっていうと飼い主がペットを触るのに近い感覚だからかもしれないと思い当たった。

　――ってことは、私は犬か猫かなにかだと思われてるとか？　……それ、イヤすぎる。

　その茨木が、続きを話しだす。

「あのね、黄泉ちゃんが魔界図書館で調べてきてくれたんだー。魔界裁判所でね、契約解除の申しん請せいができるんだって」

「魔界図書館に魔界裁判所って、どんだけベタなネーミングなのよ？」

　そうツッコむと、茨木は違う違うと首を振った。

「本当はもっと込み入った名前があるんだけど、人間の真鈴ちゃんには聞き取りにくい発音だろうから、簡略化してみただけだよ。ね、黄泉ちゃん」

　そうなのかと納得していると、すぐ脇からブリザードを背負った氷点下の声が聞こえてきた。

「断りもなく人の名前にちゃん付けするのはやめていただきたいのですが。おかげで、全身に虫むし酸ずが走るという事態を、生まれて初めて実体験しました。ついでに鳥とり肌はだも立っています」

　黄泉さんが、服の袖そでを捲ってみせながら言い捨てる。

「うわ。ホントすごいブツブツ状態だ」

　――よっぽどヤだったんだ……？

　そんな場合じゃないというのに、私は思わず笑ってしまった。

「えー。ちゃん付けは、かわいいと思うけどなぁ。じゃあ、黄泉っち？」

　人……じゃなくて魔物なつっこいのはいいことだと思うけど、相手は選んだ方がいいと思うよ、茨木……。案の定、黄泉さんがすごい目で睨んでるじゃん。

「どうやら、早死にしたいようですね。吸血鬼を殺すのは初めてですが、世の害虫駆く除じよに一役買うのも悪くないかもしれませんね」

「えー。もしかして、害虫って僕のこと？　こんなにキレーな僕を捕まえて失礼じゃない？　黄泉っち、目ぇ悪いでしょ？」

「いえ。五キロ先の蟻ありも見えますが、それがなにか？　あなたこそ、毎日鏡を見ておきながらそんな思い違いをしているようなら、眼鏡めがねのひとつでも試してみたらいかがです？　その品性のかけらもない顔が多少はごまかせるかもしれませんよ」

「言うねぇ、黄泉っち」

「どうしたしまして」

　――うっわ。空気が凍いてついております……！　こ、凍こごえ死ぬ……！

「ま、まぁまぁ！　そんで魔界裁判所って、どこにあるの？」

　場の空気を変えようと質問を投げかけた私だけど、四人の返事を聞いて、今までのすべての努力を放ほう棄きしたくなった。

「「「「魔界」」」」

　――……あぁ、うん。そうだよね。

　自分が特大ハリセンを常備していないことを、今ほど悔くやんだことはなかった。
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　帰宅して魔界裁判所での申請書類を作ることになったんだけど、その前に駅前の古本屋さんに寄ることにした。

　例のカバーを取り違えた本について、零さんに言わなきゃって思ったからだ。でも。

　駅前の古本屋へはすぐに辿りついた。

　けれど、本のカバーを手に入れることはおろか、店の中に入ることすらできそうになかった。なぜなら、店の外には、赤色灯を点灯したパトカーが列をなして並んでいたからだ。

「……なに、これ……？」

　その周りには野次馬が垣根を作り、青いビニールシートと立ち入り禁止の黄色いテープが張り巡めぐらされていた。その内側では、『鑑かん識しき』という黄色いバックプリントの入った青い制服を着た人々が、忙しそうに動きまわっている。

「……殺人事件だって……」

「店長さん、まだ若かったのに……こんなことになるなんてねぇ」

「店の奥は血の海みたいよ？」

　周りの人々の言葉を聞いた途端、全身の血が一気に足下に降りた気がした。

　テレビの砂嵐みたいなノイズで耳鳴りが走る。

　――噓……。店長さんって、零さんじゃないよね？　違うよね？　だって昨日は、普通に喋ってたし……。

「なんだよ、誰が死んだんだ？」

　ナージャ君が、そばにいた二人組の主婦らしき女の人に声をかけた。

　声をかけられた女の人たちは面倒くさそうな顔で振り返ったが、ナージャ君の顔を見るなり懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた。人間の業ごうを見るようで、ちょっぴり心が痛い。

「なんかね、そこの古本屋の店長さんが、刃物かなんかでめった刺しにされたんですって」

「着てた白いシャツが、血で真っ赤に染まってたらしいのよ」

　――白いシャツって……。

「あの！　その店長さんって、二十代くらいのやさしそうな男の人ですか？」

　私が詰め寄ると、二人は頷いてあれこれ特徴を挙げてくれた。

　聞けば聞くほど、零さんとしか思えない。

　私はなんとかお礼を言って、その場を離れた。

　ガードレールにもたれてブルーシートで目隠しされた古本屋さんを見つめていると、足下になにか触れる気配があった。

「にゃあん」

　見ると、黒猫が私の足に身体を擦こすりつけていた。

「え？　タマ君？」

　ひょいっと抱き上げると、タマ君はそうだと言わんばかりにもう一鳴きした。

「タマ君、零さんは……？」

「……にゃあん」

　寂さびしげに鳴かれて納得する。やっぱり、被害者は零さんなのだと。

　私はタマ君を抱き上げ、深呼吸してから歩きだす。

　するとナージャ君に、慌てたように肩を摑つかまれた。

「おい、リンリン、どこ行く気だ？」

　その後ろには、不機嫌そうなベルフェゴールさんと、無表情な黄泉さん、それから妖よう艶えんな笑みを浮かべている茨木がいた。

　私は、ナージャ君から順に四人を眺ながめてから言った。

「もしかしたら、私が零さんに会った最後の人間かもしれないから、ちょっと行ってくる。調書とか取られるかもしれないから、先に帰っててくれるかな。お昼ご飯、ハンバーグにしてあげるからさ。ね？」

　カレーときたので、次はハンバーグと言ってみた。その二つとラーメンが嫌いな人は少ないって、よく多美ちゃんが言ってるからだ。まぁ、あくまで人間での話で、魔物に有効かどうかはわからないけど。

「マジかよ、リンリン！　ハンバーグって、あの旗とか立ってるヤツだろ!?」

　――ナージャ君、食い意地張ってるだけあって詳しいなぁ。まぁ、それはお子様ランチのことだろうけど。

　私はそこで嫌なことに気づく。

　――しまった。最近合あい挽びきとか高いのに、またすごい量を所望されるんだろうか？

　でもまあ、ここでごねられても困るから奮ふん発ぱつしとくか。

「うん、そう。目玉焼きも載せてあげるから、期待してていいよ」

「ラッキー！　絶対だぞ、リンリン」

　スキップしながら去っていくナージャ君のあとを、それぞれ距離を取って残りの三人が追いかけていく。相変わらず気は合わないみたいだけど、それでもおとなしく言うことを聞いてくれる分には感謝しとこう、うん。

「にゃぁん！」

　タマ君の抗議するような視線で、ふと我に返る。

「ごめんね、タマ君。今、おうちに連れて行ってあげるから、待っててね。零さんに会いたいでしょう？」

　そう聞くと、「にゃん！」と元気のいい声が返ってきて、私はそれ以上話しかけられなくなってしまった。
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　制服の警官に話しかけたら、すぐに刑事さんに引き合わされ、遺い体たいの確認をするように言われた。鑑識が撤てつ退たい準備をする中、担たん架かに乗せられた遺体のそばに案内される。

「本当に大丈夫？　無理しなくていいんだよ？」

　新人さんらしい刑事さんは、いかつい顔をしているけどとてもやさしくそう聞いてくれた。

「大丈夫です」

　そう伝えると、刑事さんは顔にかけられている白い布をそっと捲った。

　私は思わず息をのむ。

「違います……。私が会った人じゃありません」

　とてもやさしそうな二十代の男性なのは間違いない。

　でも、それは零さんじゃない。まったく知らない男の人だった。

　ということは、零さんは店長じゃなかったってことだ。

　――じゃあ、私の会った零さんは一体、どこの誰なの……？
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「はい、おまちどおさま」

　晩ご飯は、目玉焼き載のせハンバーグと、ご飯とおみそ汁しるだ。それも昨日きのう同様、食器はあり合わせのものばかりで、てんでバラバラ。それでも、待たせた分お腹なかが空すいていたのか、四人はあっという間にそれを平らげてくれた。

「リンリン、おかわりー！」

　ナージャ君は今日も元気だ。

　今さらながらに彼がインドの神様だということを思い出し、牛肉を食べてもいいのか聞いてみたが、あっさりＯＫだった。あちらで牛を食べないのは、それが神様の遣つかいとして崇あがめられているからで、本ほん神にんが食べる分には無問題らしい。

　――なんだ、そのローカル・ルール……。

「あー、はいはい。あのさ、もしよかったら私の分、食べてくれる？　まだ手つけてないから」

　ハンバーグのお皿を見せると、首がもげそうなほど高速で頷うなずかれてしまった。

「いーのか!?　でもリンリンはどーすんだ？　腹減らないのか？」

「うん。ちょっと食欲なくて……。おみそ汁だけいただこうかと思って」

「ラッキー！　んじゃ、いっただきー！」

　――あぁ、その食欲がうらやましい……というか恨うらめしい。

　さすがに、刺し殺さつ遺い体たいを見たあとにハンバーグを食べる根こん性じようはなかった。

　――作っただけえらいと思うけど、思ったより根性ないな、私……。

　結局、あのあと警察署に連れて行かれて丸々五時間拘こう束そくされてしまった。

　亡なくなっていた人は、古本屋さんの店長だと、近隣のお店の人の証言で判明していた。

　けれど、私が見た『零れいさん』に該がい当とうする人物を知る人間はなく、零さんは重要参考人ということになってしまった。

　事情聴取に時間がかかったのは、その重要参考人と接触した私に対して警察が、調書を取るだけじゃなく、モンタージュの作成もすることになったからだ。

　――大丈夫なのかな、零さん……。

　やさしい笑顔を思い出すと、なんだか胸の奥がジクジクと痛む。

　警察は重要参考人といいながら、すっかり犯人だと決めつけてるみたいだけど、私にはとてもそうは思えない。事件に巻き込まれたんじゃないのかな……。

　そんなこんなで、混乱しながら帰宅するなり、四人から、

「遅い！　この俺様を待たせるとは、いい度ど胸きようだな、女！」

「人間の『ちょっと』はいつから『五時間』になったんです？　たいした寿じゆ命みようでもないくせに」

「真ま鈴りんちゃん、お腹すいたよー。ご飯作る前に、ヤクルト分くらいでいいから血ぃくれない？　貧血で倒れちゃいそうだよー。ねぇ、ダメ？」

「リンリン、遅おせぇよ！　もうオレ、腹減って死にそうだったんだからな！　早く作れよ、ハンバーグ！　ハンバーグ、ハンバーグ、ハンバーグゥ！」

　という言葉を無む駄だに律りち儀ぎにいつもの順番どおり投げつけられ、料理の間もずーっとぐちぐちぐちぐち文句を垂たれられて今に至いたる。

　――なんだろう？　さっきまで料理をするのに必死でナチュラルに受け入れてたけど、よーく考えたら理り不ふ尽じんな気がしてきた。

「うめー！　リンリン、料理うめぇな！　さすが、オレの専属料理人だけあるぜ！」

　ナージャ君の褒ほめ言葉は、どうしてそんなに上から目線なんだろう？

「で、こんだけ遅くなったからには、あの本についてなんかわかったんだろうな？」

　ずっと不ふ機き嫌げんそうにしていたベルフェゴールさんが、より一層不機嫌そうに口を開く。

　これで『皆かい無むです』とか申告した日には、呪のろい殺されるかもしれない。なので、できるだけ婉えん曲きよくに答えてみた。

「……えぇと、特には」

　ヒュンッと、私の耳の脇わきをフォークが高速で通り過ぎる。

　フォークは、私の背後のキッチンの洗い場の桶おけの中に、ぱちゃんと勢いよく着水した。

　その水音と同時に、風圧で舞い上がっていた私の髪が定位置に戻る。ちなみに、なぜフォークなのかというと、ベルフェゴールさんだけ箸はしが使えないからだ。

　――絶対、使い方マスターしてもらおう。私の命のために。

「ちょっと！　危ないじゃない！」

「黙だまれ、クソ女！　五時間かけて、『特には』ってのはなんだ、『特には』ってのは！　クソ契けい約やくなんざしてなきゃ、瞬殺してるところだぜ」

　――やっぱり……。しかも舌打ちまでされたよ。

　人間、普通に生活してたら、そうそう他ひ人と様さまに舌打ちされるなんてことはないと思う。私は、舌打ちされると人間はかなりヘコむという事実を初めて知った。

　――私はしないようにしよう、うん。

　そんな私の決意に同意してくれるかのように、鳴き声が響ひびく。

「にゃあん！」

　玄関脇でキャットフードを食べていたタマ君が、犬のお座り状態で尻尾しつぽをうねらせている。

「なに、タマ君。ごちそうさま？　キレイに食べたねー」

　私は空からのお皿を覗のぞき込んで、タマ君の頭を撫なでた。

「リンリン、なんだよ、そいつ？　飼かうのか？」

　ナージャ君が、箸を咥くわえながら眉まゆを顰ひそめる。

「ううん。このアパート、ペット厳禁だから飼えないんだ。でも、古本屋さんの猫じゃないっていうし、零さんはいないし、ついてきちゃったから、飼ってくれる人を捜すまで大家さんにお願いしてみようかと思って」

　タマ君が、私の膝ひざに頭を擦りつけてくる。

「あ！　テメェ、なにリンリンに懐なついてやがんだよ！　そこはオレ様の場所だっつってんだろうが！」

　箸とお茶碗を持ったままのナージャ君が、ズザザーッとスライディングしてきて、正座した私の膝に頭を乗せる。いわゆる、膝枕状態だ。そう気づいた瞬間、ほっぺたがカアッと熱くなった。だって、膝に男の子の頭が乗る事態なんて初めてだし、ナージャ君は行動は小学生男子みたいなんだけど、実際は身長一八〇もあるし、なにか対応に困る。

「ちょっと、なにしてんのよ、ナージャ！　それに、食事中に埃ほこり立てちゃいけません。まだおかわりした分、食べ終わってないんでしょ？」

　乱暴に頭をどけながら怒ど鳴なったのに、当のナージャは歯を見せてうれしそうにしている。

「今、オレのこと呼び捨てにしたな、リンリン」

「……あ、いや、今のは、慌あわててただけで、別に深い意味は……」

「なんだよ、照れんなよ。リンリンにだけ、『オレのこと呼び捨てにしてもいいよ権』を与えてやっからよ」

　――あんま欲しくない、それ。

　というか、世話係や専属料理人呼ばわりにはじまって、なんなんだかもう。小学生男子の思考回路は、いまいち理解できない。

「わぁ、仲良しさんだなぁ。僕も耳かきとかしてもらいたいなぁ。膝枕に飽あきたら、その場所、僕に譲ゆずってくれない？」

「……茨いばら木きは毎回、脇からさりげなくちゃちゃ入れるのやめてほしいんだけど」

「怒られちゃった～」

　――しかも、なぜうれしそうなのか。

「とにかく食器片付けるね。そのあとで例の契約解除の書類の話聞くんでいい？」

　四人がそれぞれに頷いたり返事をしてくれるのを見て、私は片付けに取りかかった。

「手伝ってやるよ、リンリン」

　すいっと立ち上がったナージャ君が、ちゃぶ台の上の食器類を重ねて運んでくれる。

　――なんだかんだ言って結構マメなとこが、憎らしいけどかわいいんだよね。

「ありがとう、ナージャ。やさしいね」

　笑顔でお礼を言ったのに、なぜか顔を逸そらされてしまった。
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「はい、お待たせー」

　すっかりくつろぎ切っている四人にお茶を出して、自分も定位置に座る。

　番茶を啜すすってまったりしている魔物たちを見ると、なにか不思議な気分だ。

　まぁ、一番驚くのは、この非日常的な事態をあっさりと受け入れてる自分だけど。

　人間の順じゆん応のう力りよくって、バカにしたもんじゃないとしみじみ思った…………のに。

「真鈴ちゃんは、変わってるよねぇ。僕らに囲まれてもすごく普通にしてるし。そういう人間は、僕の知る限り信のぶ長ながっちと卑ひ弥み呼こちゃんくらいだなー。あぁ、厩うまや戸どっち――って、あぁ、聖しよう徳とく太たい子しちゃんね。彼もいたなー」

　――魔物に変人呼ばわりされたー。あとなんか、またすごい名前が出てきたー！　ホント一体何歳なの、茨木って!?

　すごく聞きたかったけど、怖いのでやめておこう。

　黄よ泉みさんが、髪飾りを弄もてあそびながら頷く。

「確かにそうですね。私も多くの人間と契約を交かわしてきましたが、ここまで自然体だったのは秦しんの始し皇こう帝ていくらいです。まぁ、彼はそこらの死神よりもよほど死神らしい人でしたが。彼ほど当たり前のように、契約書の報ほう酬しゆう欄らんに他人の名前を書き連ねた人間はほかに知りません」

　――わぁ。すごい人と比べられてるー。喜ぶところなのかな？

　しかし、ふと、別のことに気づく。

「……え？　契約って本人の命と引き換えなんじゃないの？　他人の命でもいいの？」

　そう尋ねると、冷血死神は小バカにしたような笑みを浮かべた。

「当たり前です。でなければ人間一人につき一回しか契約できないことになるじゃないですか。契約は、財宝なり他人の命なりを交換条件として提示することも可能です。ただし、本人の命以外の交渉は高等技術ですから、成立させられる人間は限られていますけどね」

「それって、私もそうできたってこと？」

　茨木が、答えてくれた。

「真鈴ちゃんは、せっぱ詰まってたのか、召しよう喚かんの際に自分の命の交換契約呪じゆ文もんしか唱となえてなかったから、無理だったかなぁ。あの場合」

「そっか」

　――まぁ、たとえ物理的に可能でも、自分の命の代わりに誰かの名前を挙げるなんて、無理だったと思うから、いいけどさ。

　それにしても魔界って、なんかいろいろ混こん沌とんとしてるんだな。

「くだらねぇことくっちゃべってねぇで、早く申請書の話をしろよ、この低脳ども」

　ベルフェゴールさんに、私を含めた四人の冷たい視線が向けられる。

　みんなの視線が、『低脳っていう方が低脳だ』と告げていた。

「なに、ガンたれてやがんだよ？」

　私は思い違いをしていたみたいだ。ナージャが一番子供っぽいかと思ってたけど、多分一番は、このベルフェゴールさんだ。

「なに、今度は憐あわれんだよーな顔してやがんだよ!?」

　――うん、大丈夫。これからはもっとやさしくできる気がする。

「じゃ、おふざけはここらへんまでにして、申請書の話をしようか？」

　茨木が、ちゃぶ台の上に一枚の紙を置いた。

　紙っていうか、冒険映画なんかでよく見る羊よう皮ひ紙しかな？　少し厚いしやわらかそう。

　表面には、きれいな筆記体で英語っぽい文章が書き綴つづられている。

「これはね、今回の契約をなかったことにしてくださいっていう嘆たん願がん文ぶん。黄泉っちが魔界宅配便で取り寄せてくれたんだ。それで、この下に真鈴ちゃんの名前と血けつ判ぱんと、僕たち四人の名前と血判を押せば、書類は完了だよ」

　思わず、頭の中で花びらが舞い踊おどる。

「それだけでいいの？」

　血判ってのが、指を切らなきゃいけないみたいだから痛そうでイヤだけど、それでこのありえない事態が解決するなら易やすいものだ。でも、人生は（魔界は？）そう甘くなかった。

「真鈴ちゃんたら、早とちり～。『書類は』って言ったでしょ？」

　茨木がふわりと微笑ほほえむ。

「…………え？　じゃあ、ほかになにがあるの？」

「「「「出頭」」」」

　四人に声を揃そろえられる時ほど、最悪な事態らしい。最初の契約の時からしてそうだったし。

「出頭って、なに？　どこへ？」

「「「「魔界裁判所」」」」

　――ほらーっ！

「……行きたくないです。魔界には」

　四人に、じいっと見つめられる。

「だって、なんか怖こわいし、人間が行くトコじゃない気がするし、私、魔力とかないし」

　ベルフェゴールさんが鼻で笑う。

「バカか、テメーは。ウダウダ言わずに、ついてくりゃいいんだよ」

　――いやいやいや。言うでしょ、ここは。

　黄泉さんは無表情のまま頷き、冷たく言い放つ。

「申請は、関係者全員が揃わないと受理されませんよ」

「……そうなの？」

　今度は茨木が頷いた。

「そ。だって、それくらい厳しくしないと、契約不ふ履り行こう続出になって、魔界の秩ちつ序じよが乱れちゃうでしょ？　魔界ってね、そういうとこ結構厳しいんだよ」

「……へ、へぇ……」

「大丈夫だって！　リンリンはオレが守ってやっから、安心してついてこいよ。な？」

「……ありがと、ナージャ」

　なんだろう、この断れない雰ふん囲い気き。

　――私が平均的日本人だから？　角を立てずに断る方法とか模も索さくしちゃってるから？

「えぇと、とても言いにくいんだけど、ずばり、行きたくないです、魔界とやらには！」

　――言った！　人生で初めて、ビシッと拒絶の言葉を口にしました！

　が。

「飯も食ったし、早く仕度しろ、女」

　――悪魔め。人の話、聞いちゃいねー！

「そうですね。そろそろ午後六時になりますから、八時には申請したいところですしね。早くしてください」

　――死神、おまえもか。っていうか、今から!?

「魔界はこっちより気温が低いから、なにか羽は織おるモノとか持ってった方がいいよ、真鈴ちゃん。あと、何日かかるかわからないから、着替えも持っていった方がいいかも」

　――吸血鬼らしからぬアドバイスを、ご丁てい寧ねいにありがとう。それにしても、なに、その素敵アドベンチャー。

「オレのお気に入りスポットも案内してやるから、楽しみにしとけよな！」

　――もう私が行くことは決定事項なわけですね、龍神様？

　それでもなんとか抵抗を試みるくらいは許してほしい。

「いや、でもあのさ、ホント行きたくないんですけど。学校とかバイトとかあるし……」

　またしても、四人に声を揃えられてしまった。

「「「「刺いれ青ずみ」」」」

　――はい、消したいです。身体からだ中にこんなの入れたまま生きていきたくありません。それに、誰かを殺したくも、死にたくもありません。

「荷造りとかあんなら手伝ってやるぜ、リンリン」

　ナージャが心から言ってくれてる親切を、今はとても素直に受け入れられそうにない。

　こころが荒すさんでいくのがわかる。

「……うん。平気。一人でできるから」

　俯うつむいたままそう答えるのが精いっぱいだ。

　そんなわけで、特に魔法が使えるわけでも格闘ができるわけでもない私は、魔物四人に連れられて魔界に行くことになってしまった。

　こんなにも行きたくないのに……。
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「いよし！　これなら、なにがあっても大丈夫！」

　バイト先に謝り倒して連休をもらい、多た美みちゃんに学校を休む連絡を頼んで、ついでに大おお家やさんに修学旅行で留守にすると伝えてワガママにもタマ君を預かってもらったうえで、荷造りを終えた私は、リュックを背負ってすっくと立ち上がった。

　行くからには本気で準備をしないと……。

　でもって、はりきっていこう！

　――前向きだぜ、私！

「どんだけ重装備なんだよ？　この、バカ女」

　ベルフェゴールさんにどつかれた私は、背負った荷物の重みで畳たたみの上に倒れ込む。

「なにすんのよ！　危ないじゃない！」

　しかも、背中の荷物が重すぎて立てない……！　道ばたでひっくり返ったコガネムシ状態でもがいていると、茨木が手を差し伸べて引き起こしてくれた。

　――ジーンズでよかった。スカートだったら、我ながらみっともないにも程があったと思う。

「ありがと」

「どういたしまして。でも真鈴ちゃん、それ確かに重装備すぎ。あっちにもコンビニとかあるから、そんなに気張らなくて平気だよ？」

　茨木の言葉に、私は思わず動きを止める。

「――え？　コンビニあるの？」

　ていうか、セクハラは知らなかったのにコンビニは知ってるんだ？

「あったりまえだろ。なきゃ困るじゃん。リンリン、もの知らずだな～」

　ナージャに笑われてしまった。だから、レトルトカレーとかも知ってたのか！

「普通の人間は、魔界がどうなってるのか知らないに決まってると思う！」

　つい、拗すねたように言ってしまっても仕方ないと思う。

「これだから、人間は。……そうですね。魔界は、こちらの世界を一五〇％くらい緑化したパラレルワールドという感じでしょうか」

　常つねに面倒くさそうな黄泉さんが、珍しく解説をしてくれた。

「地名はこちらとほとんど一緒ですが、その一帯を支配している魔物の嗜し好こうで趣おもむきが異なります」

「それって、どういうこと？」

　黄泉さんは、やっぱりさも面倒くさそうにため息をついて話しだす。

「有名どころでいうと、そうですね……。四よつ谷やのあたりはお岩いわが統とう治ちしていますから、江戸風の町並みです。けれど、新宿の高層ビル街は天てん狗ぐが跋扈ばつこしていますから、山のようになっています。お台だい場ば近辺は、マーメイドと河童かつぱがショバ争いを繰り返しているので、そのたびに水場が増えているそうです。それから渋谷の谷間のあたりは中国から遠えん征せいしてきた魔獣、窮きゆう奇きや白はく澤たくが集まっているから中華風になっています。そんな感じですよ」

　――『ですよ』と言われても、とても『はい、そうですか』とは頷きにくい。

「……ていうか、そんなに和洋折せつ衷ちゆうなの？　なんか、幽霊とか妖よう怪かいとか聖獣？……とか神様が入り交まじってるみたいだけど、どうなってるわけ？」

　至極当然の質問をしたハズなのに、黄泉さんに鼻先でせせら笑われてしまった。

「本当に知識に不自由しているのですね、あなたは。幽霊や妖怪などの呼び名や分類などというものは、すべて人間の作ったものです。国や宗教によって呼び名を変えられているだけで、もとは一種類の魔物ということも珍しくありません。有名なもので言うと、スフィンクスがわかりやすいでしょうか。ケルベロス、グリフィン、ガーゴイル、鎮ちん墓ぼ獣じゆう、狛こま犬いぬ、シーサー等と、地域によって呼び名が違いますが、見た目はほぼ同じでしょう？」

　――言われてみたら、確かにみんな似てるけどさ……。つってもチンボジューってのがなんなのかは知らないけど。それにスフィンクスあたりは大きさが違くない？

「……そういうもの？」

　首を捻ひねりながら聞き返すと、茨木が自分を指さした。

「そういうもの。僕も、西洋だと吸血鬼なんだけど、日本だとただ鬼って呼ばれるって言ったでしょ。どっちも夜に活動する、人の生き血を啜る魔物なのにねぇ」

　今度は思わず頷いてしまった。

「そういえば、茨木って、昼間歩きまわっても大丈夫なの？　吸血鬼って、日光に弱いんじゃないの？」

　せっかくのチャンスなので、聞いてみた。茨木は首を傾かしげてクスクスと笑う。

「あー、あれねぇ。あれはね、人間の要望？」

「どういうこと？」

「だってさ、相手が無敵だと希望が持てなくなっちゃうでしょ？　だから、ニンニクが嫌いとか日光に当たると灰になるとか後づけの弱点を作って、恐怖心を紛まぎらしてるんじゃない？　まぁ、人間にもいろんなアレルギー体質の人とかがいるでしょ、花粉とか金属とか。そういう個体差でニンニクや日光が苦手な吸血鬼が過去に本当にいて、それをすべての吸血鬼に当てはめてるだけかもしれないけどねぇ」

「納なつ得とく」

「でしょ？　あ、でも僕、初めてのおうちには、家や主ぬしに招待してもらわないと入れないんだよねぇ。これはホント」

「なんで、そんなとこだけ？」

「そういう枷かせがないと、食欲をセーブできない吸血鬼が人間を襲おそいまくっちゃうでしょ？　だからストッパーなんじゃないかな。真鈴ちゃんちは『入って』って言ってくれたから、入れたんだよねぇ」

「……言わなきゃよかった」

　そう言うと、茨木は「ひど～い」と言ってまた笑った。

「おい、いい加減時間だ。バカ話してねぇで行くぞ」

　ベルフェゴールさんが、イライラしたように立ち上がる。

「あ、待って！　荷物減らすから！」

　私は慌てて、リュックの中から金属バットや包丁を抜き出した。

「クソ女、テメェ、そんなもん持ってくつもりだったのか？」

　ベルフェゴールさんに呆あきれ顔をされると、なんだかものすごくダメ人間になったような気がしてくる。

「……悪い？」

「悪いというより、失笑ものですね。そんなちゃちな武器で魔物と戦えるとでも思っているのですか？」

　失笑とか言われちゃいましたよ、黄泉さんに。

「思ってないけど、なにも持っていかないよりはいいかと思って」

　クッと笑われると、やっぱりなんだかものすごくダメ人間に（以下省略）。

「大丈夫だよ、真鈴ちゃんのことは、僕が守るから」

「茨木……」

　うれしくて思わず見つめ返したっていうのに、続く言葉でそのまま畳に突っ伏した。

「だって、大事な血液を横取りされたらたまらないからねぇ。真鈴ちゃんの血って、ほーんと美お味いしそうなんだもん。ほかの魔物になんかあげられるわけないでしょ？」

　――くうっ。一瞬でも浮かれた自分が憎い。

　相手はやはり吸血鬼だ。私のことを食料ぐらいにしか思っていないんだと、肝きもに銘めいじておかなきゃ。

「あー。そうだよね。そんじゃ、せいぜい守ってもらおうかなぁ」

　やけくそになって言うと、ナージャに抱きつかれた。

「おう！　リンリンのことは、オレがぜってー守ってやっから安心しろ！　オレのそばにいりゃ大丈夫だからよ！」

　――しまった。うっかりホロリときちゃったじゃない。小学生男子の戯ざれ言ごとなのに！

「そうですね。私は当然として、ここにいる四人は全員、魔界での最高級ランクに属していますから、そこらの下したっ端ぱはそうそう近寄ってこないと思いますよ」

「まぁな、この俺様に手出ししてきて無事だったヤツはこれまでいやしねぇしな」

　黄泉さんとベルフェゴールさんが言った。

　――あれれ？　なんか思ったより、ありがたい状態だったりする？

　あきらかに『仕方ないから』モードなのは差し引いても、四人は私を守ってくれるつもりらしい。

「……あのさ。ありがとう、みんな。よろしくね」

　私はそう言って、ペコリと頭を下げたが、一瞬あとに後悔することになった。

「それから、裁判所への出頭は、正装が基本ですから、その小汚い普段着では、法廷侮ぶ辱じよく罪ざいを適用されてしまいそうです。スーツを持っていないのでしたら、せめて学校の制服を着用していってください」

　――そういうことは、先に言ってください、黄泉さん＆皆さん！
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「では、参ります」

　大おお鎌がまを構えた黄泉さんが、窓ガラスに向かって厳おごそかに言い放つ。

　私は息をのんで、その背中を見守った。

　しなやかなチャイナ服の生き地じが、肩けん胛こう骨こつの動きをそのまま伝えてくる。

　大鎌が振り上げられ、勢いよく風を切る。

　するとその瞬間、窓の向こうに見知らぬ草原の景け色しきが広がった。

　私の部屋は二階なのに、窓の向こうにはそのまま平地が続いている。

　夕ゆう闇やみの中、太陽の残光が草の群れをなぎ倒して光り輝く。まるで避ひ暑しよ地ちのようだ。

　――これが魔界？

　想像とまるで違う様子に、私は思わず固まってしまった。

　なんかもう、いかにもおどろおどろしい真まっ暗くら闇やみだと信じていたので、意外すぎる。

「行きますよ」

　黄泉さんは、なんの躊ちゆう躇ちよもなく窓枠を乗り越え、草原に降り立つ。

　続いてベルフェゴールさんと、茨木が。

　最後に出て行ったナージャが、窓の向こうから手を差し伸べてくれた。

「ほら、リンリン。来いよ」

　差し伸べられた手は、とても大きい。

　正直、魔界になんて行きたくない。部屋でじっと待ってれば、誰かが事態を好転させてくれるっていうんなら、おとなしくそれを待っていたい。

　でも、一人じゃないなら、大丈夫かもしれない。怖いけど、きっとがんばれる。

　だから私はその手を取った。

「うん！」

　力強く引っ張ってくれる手に引き寄せられ、私は魔界へと足を踏み入れた。

　魔界は、思ったよりずっと普通だった。

　足下がぐにゃぐにゃしたりしなかったし、ついた途端に魔物が束たばになって襲ってきたりもしない。ただただ、普通の草原だ。

　振り向くと、時空の裂さけ目みたいになったとこから見えていた私の部屋が、どんどん見えなくなっていくところだった。

　裂け目が自動的に修復され、やがて最初からそんなものなどなかったかのように草原が視界いっぱいに広がる。

「行こうぜ！」

　私はナージャに手を繋つながれたまま、最初の一歩を踏み出した。

　風に吹かれながら、草原を進む。

　黙もく々もくと三十分ほど歩いたところで、ベルフェゴールさんが叫んだ。

「クソ。全然タクシーが来ねぇじゃねぇか。どんなド田舎いなかだよ、ここは」

　私は思わず、ムッとして言い返す。

「失敬な！　世せ田た谷がや区だよ!?　学生さんが住んでみたい街のトップ３とかに入るんだよ？」

　自分の住んでる街に愛着を持っているので、ついつい語尾も鋭くなっちゃったけど、それは致し方ないことだと思う。だって、生まれてから十六年住んでる大好きな街だし。

「知るか！　こんだけ歩いてもずっと草原ばっかじゃねぇか。どんな日ひ和よったヤツが管理してやがんだ、ったく」

　ベルフェゴールさんの言うとおり、もうずいぶん歩いてるのに、景色が変わる気配はまるでない。現実の世界だったら、もう渋谷に着いてるくらいは歩いた気がするけど、人間界と魔界じゃ時間の感覚も違うのかな？

「ねぇ、ナージャ。龍になって飛んだりしちゃダメなの？　みんなも飛んだりできるんだよね？」

　何げなく聞いたら、ベルフェゴールさんと黄泉さんの冷たい視線が返ってきた。

「……俺たちだけならな。営業許可のない魔物が人間を乗せて移動するのは、魔界じゃ御ご法はつ度となんだよ」

「あなただけ、あとから一人で来ていただいても結構ですけど、多分辿りつけないと思いますよ」

「それは、とんだ失礼を……」

　茨木が私の頭をポフポフと叩たたいて笑いかけてくれる。

「大丈夫だよ。２４６に出られれば、タクシーも摑つかまると思うし」

「そーそー。すぐ着くって」

　ナージャは、繋いだ手をぎゅうっと握にぎってくれた。

「うん、そうだね」

　私は頷いてみせて、できる限り歩調を速くした。

「うわぁ……なにこれ……」

　草原を進んでいると、突然目の前に、ごっちゃりした世界が広がった。

　どうごっちゃりしてるかっていうと、なんだろう？　七〇～八〇年代の町並みっぽい感じっていうのかな？　いや、円柱形のポストって、それよりもっと前の時代だっけ？

　とにかく、人間界の現代より、あきらかにレトロな世界が広がっていた。

　私は慌てて背後を見やる。そこにあるはずの草原は、もうどこにもなかった。

「……え？　なんで……？」

　思わず口にすると、黄泉さんがいつもの呆れた顔で振り返った。

「言ったでしょう？　各地域の担当者によってその世界観が異なると。草原の統治者ゾーンから、昭和の町並みゾーンに入っただけですよ。確かこのあたりの統治者は口くち裂さけ女おんなですから、風景を自分が一いつ世せいを風ふう靡びしたころのものにしているんじゃないかと思います。ほかにも、人面犬や、斧おの男おとこなんかもこのあたりに住んでいると聞いたことがあります」

　鼻で笑われた揚あげ句く、できの悪い生徒に教え諭さとすみたいに言われてしまう。

「……それ、都市伝説じゃないんだ？」

「だから、言ったでしょう？　そういう括くくりは、人間が勝手に作ったものだと。少しはちゃんと話を聞いたらどうです？　まったくあなたは」

　――そこまで怒られるほどのことをしたんですか、私は？

　でもまぁ、そう言いながらもちゃんと教えてくれるあたり、実は律儀な人なんじゃないだろうか。

「ごめん。でも教えてくれてありがと。黄泉さんって物知りだよね」

　なのでお礼を言ったら、なぜか黄泉さんは少しだけ困ったような顔になった。

「……別に、礼を言われるほどのことはしてません。それより、予定より遅れています。さっさと行きますよ」

　――あれ？　なんか、顔が少し赤くなってたりする……？

　けれど、よく見る間もなく黄泉さんはツイッと顔を逸らし、踵きびすを返してスタスタと歩いていってしまった。脚あしが長い分、速いのなんの……。

「そっちで合ってんのかよ、クソ死神！」

「待てよ、陰いん険けんジジイ！　歩くの速ぇよ！」

「黄泉っちったら、かーわいーの」

　ベルフェゴールさんとナージャの言葉は無視したのに、茨木の言葉にだけピクリと反応したところを見ると、『黄泉っち』呼ばわりが、心底お気に召めさないらしい。

　それにしても。同じ身長の人たちからしても速いらしいんだから、歩幅の違う私にはマジ速すぎる。

　背中を見つめて懸けん命めいに追いかけていたら、黄泉さんがいきなり立ち止まり、右手を挙げた。

「お。タクシーが来たみたいだな」

　ナージャの言葉にキョロキョロするが、特になにも見あたらない。

「魔界のタクシーってどんな……」

　聞きかけた口が、思わずそのまま止まってしまった。

　空から、白い大きな布が降ってきたからだ。

「ん？　だから、あれじゃん」

　ナージャの返事に、私はその魔界のタクシーらしきものを凝ぎよう視しする。

「え？　あの巨大な白い布が？」

　よくよく見れば、布には大きな目と口があった。

「失礼なことを言うでない。……お主ぬし、まさか人間か？」

　――喋しやべった……！　ていうか、ホントにいたんだ！

「あ、はい」

　反射的に肯こう定ていの返事をしてしまった。

　――しまった。ここはもしかして、『違います』が正解だったとか？

　けれどその布は、私の答えを豪ごう快かいに笑い飛ばした。

「ほう。珍しい客人もいたものだ。しかもツレも珍しい組み合わせではないか。長生きはしてみるものだな。――で、どこまでだ？」

　うねっていた白い布が、ふわりと着地する。

「えっと、魔界裁判所？」

　恐る恐る口にすると、茨木が聞き慣れない言葉で補足してくれた。

　早口言葉みたいな魔界の言葉は、私にはやっぱりよく聞き取れない。

「ふんふん。なるほど。もしや、契約解除の申告かね？」

　頷くと、より豪快に笑い飛ばされてしまった。

「てことは、嬢ちゃん。この曲くせ者ものどもを四匹も呼び出したのかね？　そいつは傑けつ作さくだ！」

　――そうなの？

　振り返ると、四人は憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべていた。

　――うっわ。ご機嫌斜めどころか、真横だ……。

　どうしていいのかわからず立ちすくんでいると、いきなり布が大声を上げた。

「いかん、早く乗りなされ、嬢ちゃん！」

「……え？」

「早くせんか！　あやつらに触られたら終わりじゃぞ」

　布の視線を辿って、振り返る。

　遠くから、ものすごいスピードでなにかが駆かけ寄ってくるのが見えた。

　――え？　犬とか猫？　なにあれ……蜘く蛛もみたいな動きだけど……。

　近づいてきたそれらの姿を確認した途端、悲鳴が漏もれてしまった。

「いやぁあああああああああああああああ！」

　なぜなら、走り寄ってくるそれは、脚ではなく両手を脚代わりに使った人間の上半身だったからだ。ぶっつりと切れた胴どう体たいを引きずりながら、猛もうスピードで這はい寄ってくる。

　しかもそれは十体ほどいて、包囲するように近づいてきていた。格好もさまざまで、セーラー服の女子高生っぽいのもいれば、スーツ姿のサラリーマン風のもいる。

「やべ。下等魔だ！　あいつら、魔界ランクとかに頓とん着ちやくする知能もねぇんだよ。早く乗れ、リンリン！　アイツらに触られたら、下半身が溶けて無くなるぞ」

　ナージャに、ぐいっと腕を引っ張られる。

　――それ、嫌すぎるんですけど……！

「ちょっと！　魔界じゃ高位だから、誰も手出ししてこないとか豪語してなかった？」

　思わず責めるように言うのも許してほしい。

「だから！　知能がねぇんだから、しょーがねぇだろ！　なことより、早くオッサンに乗せてもらえ、リンリン！」

　――確かに！

「乗らせていただきます！」

　土足で申し訳ないと思いつつも、ダッシュで白い布に乗せてもらう。

「しっかり摑まっておれ、嬢ちゃん！」

　そう言うなり、白い布は垂すい直ちよくに上昇した。

　私は手元の布をたぐり寄せて、振り落とされないよう摑まる。

　ビュンビュンと冷たい風が頰ほおを打って通り過ぎていく。

　――みんなは……!?

　慌てて周りを見まわすと、黒い大きな翼で羽ばたくベルフェゴールさんと、魔女みたいに大鎌に腰掛けて浮いている黄泉さんと、打うち掛かけをたなびかせて宙を舞っている茨木と、龍の姿になったナージャがいた。

　私はホッと胸を撫で下ろす。

　白い布が空中で停止したので、そっと下を覗き込んでみる。

　すると遙はるか下界の街灯の下、こっちを見上げてなにか呻うめいている彼らがいた。

「……なに、あれ……」

　誰にともなく呟つぶやくと、白い布が答えてくれた。

「下等魔物じゃよ。人間界では確か……そうさのう、テケテケと呼ばれていたように思うが、どうだったかのう？」

「テケテケって、都市伝説の……。あれが……？」

「ここらは都市伝説関連の魔物が集まっているからのう。新興魔物が多いから、秩序も今ひとつ不安定なんじゃよ」

「そうなんだ……」

「なんじゃ、人間の嬢ちゃんはそんなことも知らずに、魔界に来なさったのか？」

「はい。なんか勢いで」

　そう答えると、白い布はまたしても豪快に笑った。

「それじゃ、ワシのことも知らんじゃろ？　よく素直に乗る気になったのう？」

「……えっと。違ってたらすみません。もしかして一いつ反たん木も綿めんさん、ですか？」

「おお、うれしいのう！　知っていてくれたか！」

　――やっぱり！

　当てることができて、ちょっとうれしいかも。

　一反木綿さんもそうらしく、夜空をぐるんぐるんと二回転してみせてくれた。

　私は悲鳴をのみ込んで布にしがみつく。

「さーて。それじゃあ、嬢ちゃんを、裁判所の開廷に間に合うように超特急で運んでやるとするかのぅ」

「よろしくお願いします！」

　一反木綿さんは、一ひと際きわ高く舞い上がったあと、キラキラと光る夜景の方に向かって、猛スピードで飛びはじめた。そのあとを、四人がついてくる。

　魔界の空の散歩を楽しめるほどの心の余裕は持てなかったけど、それでもあちこちで光り輝く街の灯りは、とてもキレイだった。
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　裁判所には、一反木綿さんタクシーで、ほんの二十分ほどで着いた。

　料金はナージャがアンクレットのひとつで払ってくれたんだけど、運賃の何倍もの価値があったみたいだ。今日の仕事が終わったら飲み仲間の空飛ぶ絨じゆう毯たんさんと飲みにいくらしい一反木綿さんは、軍資金ができたと大喜びして帰っていった。

　――そんな関係だったんだ……。すごいよ、空飛ぶファブリック協会。

　でもって、裁判所に着くなり申請をしたわけなんだけど、すでに申請者が何組かきていて、私たちは八組目だった。

　私と同じように契約解除の申請に来てる人間がいれば心強かったんだけど、あいにくそんな人はいそうにない。広い裁判所の中は、見渡す限り魔物だらけだ。

　一応人型が多いんだけど、羽根が生はえてたり角が生えてたりで、ベルフェゴールさんや茨木みたいな感じの人が多い。

　ベルフェゴールさんと茨木は、魔界に来てからずっと、角や羽根を生やしたままだ。

　どうしてなのか聞いてみたら、その方が楽だからだそうだ。

　黄泉さんは、また首を取り外はずして抱かかえられたらイヤだなーという私の願いが通じたのか、今のところ、人間界にいた時と変わらない状態でいてくれている。大鎌は持ってないとイヤみたいだけど。

　ナージャは飛行中は龍になったけど、裁判所に入ってからは人型だ。まぁ、龍のまんまじゃ入口も通れなかったからなんだけど、こっちの姿の方がホッとする。

　私たちは、傍ぼう聴ちよう席せきの隅すみで自分たちの順番を待った。

　申請が通った順に、判決が言い渡されるというシステムらしく、目の前で次々と案件が審しん議ぎされては判決が言い渡される。

　で。やっと私たちの番になって言い渡された判決に対して、ベルフェゴールさんが怒号を上げた。

「はぁっ!?　ボランティアだぁ？　なめてんのか、テメェ!?」

　それはもう、裁判所中に響き渡るような大声でだ。

　法廷の中央に座している裁判長が、優雅にほおづえをついて言い返してくる。

「舐なめているのは、私ではなく君の方だと思いますよ、ベルフェゴール卿きよう」

　柔らかな物言いにもかかわらず、裁判長の少しクセのある声こわ音ねには、有う無むを言わせず人を従わせるような強い力が込められている。

　――確かに、すぐに怒鳴ったりするナージャやベルフェゴールさんより、どっちかっていうと慇いん懃ぎん口く調ちようの黄泉さんや、のらりくらりと喋る茨木の方が怖い気がするもんね……。

　しかし、裁判長がやたら怖く感じる一番の理由は、その服装にあるような気がする。

　――あのチューリップみたいなかぶり物と、手に持ってる棒ぼうみたいのって確か……。

　裁判長の左脇に控ひかえていた秘書官みたいな人が、警告を発する。

「閻えん魔ま大王への不敬には抜ばつ舌ぜつの刑を適用しますよ、ベルフェゴール卿」

　――やっぱり閻魔様だった――っ！

　バツゼツの刑ってもしかして、『舌を引き抜く刑』ってこと!?

　閻魔様は、絵本なんかで見たのとほとんど一緒なんだけど、その顔が違っていた。私の見た絵では、歌か舞ぶ伎きの隈くま取どりをしたみたいな怖い顔をしていたけど、目の前にいる閻魔様にはそんな隈取りなんかないし、ものすごく整った顔をしている。

　お母さんが好きだった二枚目俳優さんによく似てるかも。

　独特の服装や長い緑の髪が、当たり前のように似合っているのもさすがだ。

　それにしても。どんだけ、いろいろごっちゃになってるの、この世界。起きたら夢オチとか言われても文句とか言わないから、ぜひともそうしてくれないかな……。

　それで、どうしてベルフェゴールさんがいつも以上にブチ切れてるかというと、閻魔様の下した判決が、魔界のことをよく知らない私からしても微妙に納得しにくいものだったからだ。

　曰いわく――。

『判決を言い渡す。人間の林りん藤どう真鈴、悪魔のベルフェゴール、死神の黄泉、吸血鬼の茨木、それから龍神のナーガラージャ。君たちの申請は受理予定です。しかしそのためには課題をクリアしていただかなくてはなりません』

　そこまでは、まあ納得できた。

『課題の内容を読み上げます。四重契約解除のための課題は四つ。まぁ、ボランティアだと思ってがんばってください』

　この四つっていうのがちょっと引っかかったけど、それでもまあ、四重契約の解除に四つのことをしなきゃいけないんなら仕方ないと、これも納得しようと思った。

　問題はここからだ。

『ひとつ、フランスの狼おおかみ男おとこが狂きよう犬けん病びようにかかって暴れ回っているので、それを沈ちん静せい化かしてもらいたい』

『ふたつ、累かさねヶ淵ふちの累かさねが整形手術を受けたいと言いだしたらしいので、それを説得してやめさせてもらいたい』

『みっつ、インドのガルーダが、もうヴィシュヌ神の運うん搬ぱん役やくはやりたくないと退職願いを出したらしいので、それを思いとどまらせてもらいたい』

『よっつ、中国のキョンシーが、万ばん里りの長城で大量発生しているらしいので、それを制圧、解散させてもらいたい。――以上だ』

　冗談かと思って閻魔様を見たけど、至し極ごくマジメな顔で読み終えた書状を折り畳んでいる。

　――パードゥン!?　すみません閻魔様。なにか課題内容が突とつ飛ぴ過ぎて、私にはいまひとつきちんと聞き取れなかったのですが……！

　今、日本以外の地名が挙がってなかった？　ってことはなに？　東京都内だけの移動でも結構大変だったのに、この先、世界を股にかけて魔物四人と旅しろっていうの？　噓でしょ!?

　大体、その課題クリアするのに何日かかるのよ？　軽く数カ月くらいかかりそうなのが恐ろしいんですけど。

「ふざけんな！　なめてんのか、テメェ!?」

　今ほど、ベルフェゴールさんの口の悪さを頼もしく思えたことはないかも。

「おや、聞こえませんでしたか？　ではもう一度読み上げましょう。私は親切な裁判官ですからね。ひとつ、……」

　よく通る声が、朗ろう々ろうと響き渡る。

　――聞き間違いだと信じたかったのに、一字一句間違ってませんでした！

「期限は移動時間も含めて一週間だ。諸君、健闘を祈る」

　判決の再読を終えた閻魔様は、私たちに反論の隙すきも与えずに話を打ち切ろうとする。

　――そりゃさ、ベルフェゴールさんでなくても、ブチ切れそうになるよね？　でも。

「ふざけんな、この横暴野郎！」

　舌抜かれても知らないよ、ベルフェゴールさん。

「ずいぶんと無理難題のように思えますが、気のせいでしょうか？」

　黄泉さんの声は、ベルフェゴールさんとは正反対に氷点下だ。

「累ちゃんかぁ。彼女、一度決めたら、意見を翻ひるがえさないタイプなんだよねぇ、昔から」

　茨木は茨木で、馴な染じみの店の女の子のことでも語るかのようだ。

　親しげに『累ちゃん』とか、言ってるけど、それってあの『おいてけー』で有名な『怪談・累ヶ淵』の、累さんって人のことだよね？　それって、幽霊なんじゃ……？

「よりによってガルーダかよ！　オレ、アイツ嫌いなんだよ。ワガママだから！」

　ナージャが口を尖とがらせて、言い捨てた。こっちはこっちで知り合いらしい。












　ガルーダっていうのは、確か神様の名前じゃなかったっけ？　退職届って一体……？

　四人はそれぞれに抗議の言葉を連ねまくる。

「おや。この閻魔に逆らうのかね？　では地獄行きの特急切符を用意するとしようか。ちなみに課題を放棄した場合も、クリアできなかった場合も、法廷侮辱罪として地獄行きだから、キリキリがんばるように。最近人手不足なのに、細かい事件ばっかりで困ってたんだ。助かるよ。あぁ、ちなみに、全員同行が絶対条件だから、忘れないように。いいね？」

　迫力満点のその言葉で、私たちは否いや応おうなく魔界でのトラブルシューティングを決行させられることとなった。

　なんか、アメリカの裁判所で、軽犯罪の人たちがボランティア活動を命じられてるのに似てるかも……。

　それにしても。人間の私が地獄行きを厭いとうのはわかるとして、そっか。魔物でもイヤなんだ、地獄行きは……。どんだけ怖いとこなんだろう？

　でも、それ以前に、死神とか悪魔って、地獄からの使者じゃなかったのか。

　――奥が深いよ、魔界！

　私は不思議な感慨を覚えながら、足音も荒く法廷を出て行くみんなを追いかけた。
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「あー、クソ、あの横暴ジジイ！」

　裁判所の門を出るなり、ベルフェゴールさんは、己おのれの横暴さを棚たなに上げまくって閻えん魔ま様に悪あく態たいをついた。

　まぁ、直接本人にも言ってたから、裏表のない性格と言えるかもしれない。

　裁判所の外は、石いし畳だたみの敷しき詰められた丸い広場になってる。

　ガス灯風の街がい灯とうが等間隔であたりを照らし出すさまは西洋のようだし、その隅すみに夜店がたくさん並んでいるさまは日本のお祭りみたいだ。

　振り返って見上げた裁判所は、見覚えのある、とある建物に酷こく似じしている。カラーリングが赤いせいか、やたらとおどろおどろしく見えるけど――。

「……国会議事堂みたい」

「人間界だと、確かにそういう名称の建物のようですね。住所も千ち代よ田だ区く永なが田た町ちよう一丁目ですし」

「それ、国会議事堂の住所と一緒？」

「ええ、そうです。比較的大きかったり有名だったりする建築物などについては、人間界と微妙にリンクしてる場合が多いですね。中身は大底別ものですが」

　黄よ泉みさんはさも当たり前みたいに頷うなずくけど、やっぱり不ふ思し議ぎな世界だと思う。

「血液好きの僕が言うのもなんだけど、赤はないよねぇ。閻魔ちゃん、欲求不満なのかなぁ」

　なんだろう、閻魔様に『ちゃん』をつけると、ものすごくかわいい生き物みたいに思えてきた。こういうトコ、茨いばら木きってすごいと思う。ま、年の功こうかもしれないけど。

「あ！　ファタの屋台発見！　あそこで飯食おうぜ！　オレ、ファタ大好きなんだよな！」

　一軒の屋台を指さしたナージャが、そのまま走って行ってしまう。

「ファタってなに？」

　私が尋たずねると、残りの三人は一瞬眉まゆを顰ひそめて考え込む。

「人間界で言う、米の麺に近いかなぁ。ベトナムのフォーと名前も似てるでしょ？」

　茨木の説明に、黄泉さんが頷く。

「……そうですね。液体に浸つかった麺というところは似ているかもしれません」

「スープが青で麺が赤くなきゃな！　あんのクソガキ、俺はファタが嫌きれぇなんだよ！」

　確かに、私もその色味はいかがなものかと思うよ、ベルフェゴールさん。

　しかし。私は、一口食べて考えを改めた。

「ファタって美お味いしいね」

　そう感想を述べると――。

「だろー。わかってんじゃん、リンリン！」

「そりゃ、よかったな！」

　ナージャは満面の笑みを浮かべ、ベルフェゴールさんはこれ以上は無理だろうというほど口をへの字にひん曲げた。

　ふと、うなじがチリチリするような視線を感じた。

　振り返るが、そこには行き交かう魔物たちの群れがいるだけだ。

　けれど、その中に、見覚えのある後ろ姿を見つけた。肩につくほどの長さのやわらかそうな茶髪の両サイドを、後ろで軽く括くくった少しぞんざいな髪型は――。

「零れいさん……！」

　私は慌あわてて席を立ち、その後ろ姿を追いかける。

　けれどその影は人混みに紛まぎれてしまい、あっという間に見失ってしまった。

　みんなのところに戻ると、唇くちびるを尖とがらせたナージャに声をかけられた。

「どうしたんだよ、リンリン。メシの最中に席立つのはダメなんだろ？」

「あ、うん。でも零さんみたいだったから……」

　零さんらしき人が消えた方を見つめながら答えると、ベルフェゴールさんが鼻を鳴らした。

「バカか、テメーは。人間が、魔界にいるわきゃねーだろうが」

　言われて気づく。

　――そうだった。ここは、魔界だった……。

　けれど、割って入った黄泉さんの言葉で、再度わからなくなった。

「バカはあなたです。その零という輩やからが、人間だという確証でもあるのですか？」

　そう言われると、自信がない。

　たった一回会っただけだし、一緒にいる四人だって、最初は人間にしか見えなかった。

　昨日きのうからのすべてが慌あわただしすぎて、私には、なにがなんだかよくわからない。

　なので私は、一切の思索を放ほう棄きして、食事に集中することにした。

　悩んだ時は、甘い物、もしくはとにかく食事に限る！

　それにしても、このファタって、ホント美味しい……。

　私は、せっせと箸はしを動かした。

　ご機き嫌げんナナメだったベルフェゴールさんも、追加で頼んだお酒を口にしてからは、やや機嫌が直ったらしい。いつもへの字の口元が、今は微かすかに緩ゆるんで見える。

　ちなみに周りの席では、長い牙きばの生はえた人や、下半身が馬や虎とらみたいな人たちが、美味しそうにファタを啜すすっている。

　混然とした感じが、アジアの夜市かなにかみたいだ。

　ふと見れば、箸を使ってる人もいれば、そのまま器うつわに顔をつけて食べている人もいる。それを見て私は、ベルフェゴールさんが箸を使えないことを思い出す。

　見れば、ベルフェゴールさんは、眉み間けんにいつもの倍のシワを寄せて握にぎりしめた箸を不器用に操っている。

　――あ。もしかして箸使わなきゃいけない食べ物だから、ファタが好きじゃないとか？　だったら、なんかかわいい気がする。意地張らないで、フォーク借りればいいのに。

　と、考えて、ふと我に返る。

　――それにしてもこんな空間で当たり前みたいな顔で食事してる私って、人としてどうなんだろう？

　ちょっと不安になったけど、『今は緊きん急きゆう事態なので』と割り切ることにした。

　人間、割り切りが大事だよね、うん。
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「で、このあと、どうすればいいの？」

　ファタを平らげた私たちは、屋台のテーブルについたまま今後の方針を決めることにした。

「先ほど、裁判所の売店で入手してきました」

　食器を端に寄せ、黄泉さんがテーブルの上に地図を広げる。

　申請書類を取り寄せてくれたのも黄泉さんだし、やっぱりすごくマメなお方だ。

　一見する限り、人間界の関東近辺の地図とさして変わらない。よく見ると、路線関係の記述がないことに気づいたけど、二三区の配置はそのままだし、近辺の県も同じみたいに見える。

　黄泉さんは、茨城県のとある場所を指さした。

「たしか、累ヶ淵は、このあたりでしたっけ？」

　脇でくつろいでいた茨木が、覗のぞき込んで頷く。

「そうだよ。僕の家がそばにあるから、そこを拠点にして動こうか」

「茨木って、茨城の人なの？　まさか、そんなだじゃれみたいな理由で選んで住んでるんじゃないよね!?」

　私は思わず口を挟んでしまった。茨木は一瞬なんのことかわからないとでもいうように首を捻ひねったが、すぐにクスクスと笑いだす。

「残念だけど、違うよ。それにしても真ま鈴りんちゃんって、ホントおもしろいよねぇ。そんなこと思いもよらなかったよ」

「え？　そうかな？」

「そうだよ。もともとは京都にいたんだけど、追い出されちゃってねぇ」

「追い出された？」

　聞き返すと、茨木は珍しく困ったように笑った。

「うん。ちょっといろいろあってねぇ。ほら、僕の食料、血だしねぇ」

　――よくわかんないけど、魔物同士でもそういう派は閥ばつ争いみたいなのがあるんだろうか？

　聞いてみたかったけど、なんとなくいつもと違う茨木を見たら、とてもそれ以上追及することはできなかった。

「課題の順番は勝手に決めていいようですが、それでは最初に向かうのは、茨城県の累ヶ淵でよろしいですか？」

　黄泉さんの決に、異議がないので頷くと、ほかの三人も同じみたいですぐに行き先は決まった。

　腕時計を見ると午前〇時。夜中だ。

「うわ。もう寝る時間じゃない。今晩はどこで寝るの？　野宿とか言わないよね？」

　お腹なかがいっぱいになったせいか、眠気が込み上げてきた。だからそう聞いたっていうのに、返事は想像もしないものだった。

「バカか、クソ女。こんな日中に寝る魔物がどこにいる」

　ベルフェゴールさんの私の呼び名は、あんまりだと思う。今さらだけど。

「……え？　だって、昨日、ウチで寝てたじゃない」

「あれは、人間界だから、人間界の時刻に合わせて寝てやったんだ。感謝しろ」

　――いや、感謝は無理だよ。

「そうなんだ？　じゃあ、魔界の活動時間って、もしかして夜とかいう？」

　恐る恐る尋ねると、茨木が答えてくれた。

「そりゃ、そうだよ。僕は、『夜歩く者』だしね。死神や悪魔も比較的夜型じゃない？　昼でも融ゆう通ずうが利きくのは、龍りゆう神じんのナーくんくらいかなぁ」

「そうなんだ？」

　ナージャを見ると、自慢げに頷かれてしまった。

「おーよ！　オレは神様だから、万能だしな！」

「万能な神様なのに、なんで閻魔様のルールに従わなきゃいけないの？」

　素そ朴ぼくな疑問だったのに、それはいたく彼のプライドを傷つけたらしい。

　しょんぼり俯うつむいて、拗すねたように呟つぶやかれてしまった。

「なんだよ、リンリン。オレの力信用してねーのかよ……？」

「いや、してるよ？　龍になった時とか、すごく強そうだし、かっこいいしさ！」

　思わず、すかさずフォローを入れてしまったのは、小さい子をいじめたような気分になってしまったからだ。なんていうの？　幼稚園児に『サンタさんなんていないよ』と言ってしまった系の罪悪感を覚えたというか……。

「マジで？　だよなー。オレ、自分でいうのもなんだけどかっこいいもんな！」

「……あ、うん。そうだね」

　神様とか魔物には、謙けん遜そんの美徳とかいうものは存在しないんだろうか。まぁ、いいけど。

「まったく、なんだってこの俺様が、人間の女なんかとツルんで行動しなきゃならねぇんだよ」

　ご機嫌だったハズのベルフェゴールさんが、ブツブツと呟く。

　まさかの絡からみ酒ですか！

「しかたないでしょ！　不可抗力なんだから！」

「しかたないで済むか、このクソ女！　いらねぇ手間取らせやがって！」

「確かに。迷めい惑わく千せん万ばんとはこのことです」

　――黄泉さんまで……！

「なんだよ！　リンリンに文句言うと、オレが許さねぇぞ！」

「まぁまぁ。そうカリカリしないでいこうよ。ねぇ、真鈴ちゃん？」

　――サンキュー。ナージャと茨木。

　そんなふうにあれこれ脱線したが、詰まるところ決まった内容はというと――。

　これから、茨城県の累ヶ淵という場所へ行き、今晩中に累さんの整形願望を思いとどまらせるということらしい。

　慣れない場所に来て疲れてるし、いつもなら熟じゆく睡すいしてる時間に、なんだってそんなアクティブな真似しなきゃいけないんだろう？

　しかもこのメンバーって、アレじゃない？　某ぼう週刊マンガ雑誌の有名なスローガン、『努力・友情・勝利』とは正反対の、『怠たい惰だ・険悪・失敗』……とか？

　思わず、ネガティブオーラをダダ漏もれにしそうになったが、気合いで引き留める。

　――ダメダメ。私だけじゃなくて、みんなだって大変なんだから、一番のお荷物が文句なんか言ったらバチが当たっちゃうよ。

　そう己を戒いましめて、すっくと立ち上がった。

「じゃ、行こうか！　早い方がいいんでしょ？」

　座ったままのみんなを見まわすと、ナージャが立ち上がって抱きついてきて、ほかの三人は呆あきれた顔で私を見つめた。
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　裁判所前広場の隅にある乗り場で、タクシーに乗り込む。

「なんだ、人間かい？　珍しいお客もいたもんだね」

　私を乗せてくれたのは、ドラゴンさんだった。

　東洋系っぽいナージャみたいな龍ではなく、トカゲにコウモリの羽根が生えたような体型をしている西洋っぽい竜だ。しかも、声からすると、女の人（魔物？）らしい。

「あの、よろしくお願いします」

　首についている手た綱づなを摑つかみながら声をかけると、ドラゴンさんは軽かろやかな笑い声を立てた。

「へぇ。魔物に挨あい拶さつしてくれるなんて、本当に珍しい人間だね。適当なとこに連れてって食ってやろうかと思ったけど、ちゃんと目的地まで乗せてってあげるとするか」

　――よかった！　挨拶は大事と教えてくれたお母さん、ありがとう！

「おい、バァさん！　オレのリンリンになんかしやがったら、オレがアンタを食い殺すからな！」

　――やめて、ナージャ！　私を心配してくれてるのはホントにありがたいんだけど、頼むから、この、つかの間の友好関係にヒビを入れないで～！

　でもドラゴンさんは気きっ風ぷのいい魔物らしく、ナージャの暴言を笑い飛ばす。

「なんだい、龍神のくせして人間に懸け想そうしてるのかい？　人間も人間なら、お付きの魔物も変わった子だねぇ。しかもなんか、ほかに三人も引き連れてるし」

　すっかり子供扱いだ。今の状態の見た目は、ちょっと怖いんだけど、もしも人型になったら任にん俠きよう映画の姐あねさんみたいになりそうで、ちょっと見てみたいかも。

　ドラゴン姐ねえさんが、凜りんとした声を張り上げる。

「それじゃ、行くよ！　しっかり摑まっておいで！」

「はい！」

　蝙こう蝠もりみたいな大きな翼が、バサッと風を煽あおり立てる。二度三度と上下したかと思ったら、ふいに身体からだが宙に浮いた。

　石畳の広場が、見る見る小さくなっていく。

　振り向くと、すぐ後ろをナージャたちが飛んでいた。

　これまで飛行機に乗ったことのない私には、さっきの一いつ反たん木も綿めんさんが初めての飛行経験で、今回が二回目だ。

　乗り心地ごこちは、今回のドラゴン姐さんの方が少し楽かもしれない。手綱があるし、首の付け根に跨またがれるので身体が安定するからだ。

　満天の星空に向かってぐんぐん近づいていくのは、なんとも言えず気持ちがいい。

「うわぁ……」

　思わず、ため息のような声が漏れてしまう。

「どうだい、すごいだろう？　アタシの背中は特等席なんだよ」

　上昇をやめて停止し、ドラゴン姐さんが長い首を振り向けてそう言った。

「ホント、すごくキレイ……」

　そう頷くと、ドラゴン姐さんは牙を見せて笑った。

「だろう？　それじゃ、茨城の累ヶ淵だっけね？　急いで行くから、しっかり摑まってるんだよ。手綱を放したら真っ逆さまだからね」

「はい！」

　返事をした途端、ドラゴン姐さんは星の海の中を泳ぎはじめた。

　冷たい風で手が凍りそうにかじかむ。それでも私はしっかりと手綱を握り、眼がん下かの夜景や星空を堪たん能のうした。

　黄泉さんが『魔界は人間界より緑が多い』と言っていたとおり、眼下のほとんどは、森や海らしき真っ暗な空間で、密集した街の灯あかりはところどころに点在している程度だ。

　それはそれでとてもキレイだけど、頭ず上じようの星空はそれ以上だ。

　今回の騒動には戸と惑まどいっぱなしだけど、こんな経験ができたことは、プラスにカウントしていいんじゃないかな。

「リンリン、大丈夫か？　疲れたら言えよ？　休きゆう憩けい取ってやっから！」

　長大な身体をうねらせてすぐ横を飛ぶナージャが、そう声をかけてくれた。

　間かん髪はつ容いれずに、ベルフェゴールさんの怒号が飛んでくる。

「ふざけんな、クソガキ！　今、出発したばっかだろうが！　だいたい茨城程度の距離、ノンストップに決まってんだろうが！」

「なんだい。仲間割れかい？　アンタも苦労するねぇ」

　ドラゴン姐さんに言われて、ふと気づく。

　――仲間……？　彼らが……？

　なんだか、ちょっとだけ心が温かくなった。

　なので私は、脳内の『怠惰・険悪・失敗』というやる気のないスローガンの最後の『失敗』を二重線で打ち消し、『勝利』という文字に書き換えた。

　そうだよね。終わりよければすべてよしっていうし、なにより、誰一人欠けることなく、ここまで来たんだから、あとは四つの課題をクリアすればいいんだもんね！

　――よし、楽勝！　大丈夫！

　私は手綱を握り直し、ドラゴン姐さんに返事をした。

「仲間割れはいつもだけど、苦労は全然してないです。――みんな、すごくやさしいから」

　そう言うとドラゴン姐さんは、一瞬置いて噴き出した。

「本当に変わり者の人間だよ、アンタは。魔界のトップクラス四人をつかまえてやさしいとはねぇ」

「でも、ホントだから」

　四人の魔物――ベルフェゴールさんと、黄泉さんと、茨木と、ナージャ。

　まだ知り合って二日だし、契けい約やく絡みでいろいろこじれてるけど、でも私は四人が好きだ。

　好きといっても、恋愛感情とかじゃなくて親愛の情の方の『好き』、だけど。

「それじゃあ、それはアンタがやさしいんだよ。魔物は、高位になればなるほど、契約相手の人間を映す鏡になるんだ。高位に就つくってことは、紳しん士し淑しゆく女じよであることを求められることだからねぇ」

　――紳士……？　見た目はまあ、そうなんだけど、四人の性格を思い出すとどうにも頷きにくい。

「……そうなんですか？　でも彼らはさておき、私はやさしくはないです。常つねに自分が大事だし、物事に対して客観的で冷たいところがあるし。いつも多た美みちゃ……あ、友達に、もっと本ほん音ねで話せとか怒られてばっかだし」

「そうやって、ちゃんと自己評価できてれば大丈夫だよ。あと、そうやって怒ってくれる友達がいるならね」

　ドラゴン姐さんはなんてことない感じで言ったけど、私にはその言葉がなんだか妙にうれしかった。なので、見えやしないのは承知で大きく頷いてみせた。

「さぁて、もうすぐ東京を出るよ」

「はい！」

　そこで、妙な物音と声が聞こえた。

　――え？

　背後を振り向くが、少し離れてついてきているナージャ以外の三人の言葉が聞こえるハズもない。

　――空耳、かな？

　と思い込もうとしたところで、今度ははっきりと声が聞こえた。

「にゃ……っ！」

　――ぇええええ!?

　背中のあたりがもぞもぞと動き、続いてファスナーがジジジッと開く音がする。

　――リュック……リュックになにか入ってる――！

　背骨が折れそうなほど首を振り向け、自分が背負っているリュックを覗き込むが、とても中までは見えない。

　――変な魔物とか入ってたら、どうすればいいのー!?

　背中のもぞもぞはよけいに大きくなり、ファスナーも相当開いたところで、中からなにかが飛び出してきて私の肩に乗った。

　――いやぁあああああ……。

　ビックリしすぎて悲鳴も出ない。私はぎゅうっと目を瞑つぶって全身を硬直させる。

「にゃあん！」

　その物体が、一鳴きした。

　――……え!?　にゃあん!?

　カッと目を見開き、肩の物体を確認する。私の肩に乗っていたのは――。

「にゃにゃん！」

『参上！』とでも言わんばかりに胸を張った黒猫だった。

「タマ君!?　なんで、リュックに入ってるわけ？　大おお家やさんに預かってもらったハズなのに！」

　今の今まで、リュックの中で何時間もおとなしく寝てたっていうの!?

　しかし猫のタマ君が答えてくれるわけもなく、真相は闇やみの中だ。

「タマ君、今、高速飛行中で危ないからリュックに戻っててくれないかな。ね？」

　そう言ってみたけどタマ君は聞いちゃくれなくて、元気に鳴きながらドラゴン姐さんの首にトンッと飛び降りてしまう。

「ちょっと、タマ君、ホント危ないから！　こっち戻ってきて、こっち！」

　手綱を摑んだままの手を伸ばすが、届かない。

　やむなく、左手だけで手綱を摑んで、右手を差し伸べる。

　けれどそれでも届かない。

「タマ君、いい子だから、戻ってきて？　危ないから、ね？」

「にゃぁん！」

　タマ君はからかうように一鳴きし、ドラゴン姐さんの首の先の方に歩いていってしまう。

「ちょっと、さっきから、なに騒いでるんだい？」

　ドラゴン姐さんが、いきなり首を振り向けた。

　足場がぐらりと傾かしぎ、タマ君が宙に放り出される。

　――危ない！

　気がついた時には、手綱を手放して身を乗りだし、タマ君を両手でキャッチしていた。

　しかし、ホッとしたのもつかの間、ドラゴン姐さんの推進力に身体がついていけず、その背中から転げ落ちてしまった。

「え!?　えええぇえ――!?」

「お客さん!?」

　ドラゴン姐さんが、慌てて急ブレーキをかけてくれたみたいだけど、スピードが出ていたためにそれは間に合わなかったみたいだ。

「リンリン！」

「バカ女！　なにしてやがる！」

　続いてナージャとベルフェゴールさんの声が飛んできた。どうやらみんなも急には止まれないらしく、ひとまとまりで進行方向に飛んでいくのが見えた。

　その姿がどんどん遠ざかり、自分の身体が落下していくのがわかる。

　その頼りなさと怖さといったら半ハン端パじゃなくて、タマ君には申し訳なかったけど、私はタマ君が潰つぶれてしまいそうなくらいきつく抱きしめてしまった。

「きゃぁあああ――！」

　笑っちゃうくらい女の子っぽいか細い悲鳴が、喉のどの奥から漏れる。

　人間死が間近になるとこれまでの人生が走そう馬ま燈とうのように脳のう裏りを過よぎるって聞いたけど、私の場合そんなことはなかった。

　ただ、『死にたくない、死にたくない、死にたくない！』という思いだけが、あとからあとからわいてきただけだ。

　星空がどんどんどんどん遠くなって、ついでに意識も遠くなりかけたところで、私は地面に叩たたきつけられ――は、しなかった。

　衝しよう撃げきはあったが、それは死を予感させるものではなく、トランポリンか巨大なマシュマロの上にでも落ちたかのような感触だったからだ。

　――え!?　なんで？

　二度三度とバウンドを繰り返して、私とタマ君はやっと完全に着地することができた。

「よかった……生きてる……」

　タマ君を抱きしめて、安あん堵どの息を漏らす。

「にゃあん！」

　タマ君も無事がうれしいのか、元気な鳴き声を上げた。

　単に鳴いただけかもしれないけど、人の言葉がわかるのかなって思う時もあるし、さっきみたいにまるで聞いちゃくれない時もあるしで、なんとも不思議な猫だ。

　でも、なんにしても無事でよかった。

　タマ君になにかあったら、飼い主であろう零さんに申し訳が立たない。

「お願いだから、今度は私の言うこと聞いてよね、タマ君？」

　そう声をかけると、やっぱり言葉を理解しているとしか思えないような鳴き声が返ってきた。

　ふいに、地面が大きく揺れる。

「きゃあ！」

　慌てて摑まろうにも、ぶよぶよしていて摑めない。なのに地面は、ブルブルブヨブヨと揺れ続ける。マグニチュードにすると、軽く六くらいはありそうな揺れ具合だ。

　――ど、どうしよう……!?

　慌てて周りを見まわした私は、知りたくないことに気づいてしまった。

　明るすぎる月明かりってのも罪だと思う。

　私が地面だと思っていたものはそうではなく、アメーバーのお化けみたいな、顔のある大きな大きな魔物のお腹の上だった。暗闇だから定かじゃないけど、色は蛍けい光こうピンクみたいだ。

「おれのうたた寝を邪じや魔ましたやつは、おまえか～！」

　鮫さめみたいに二重に連なった牙を見せて怒号を上げる。

「ごめんなさい！　ちょっとトラブルで落下してしまって、不可抗力なんです！」

　取りあえず、誠心誠意謝罪をしてみたが、聞き入れてくれる気配は毛頭ない。

　余計に身体を大きく揺すって、私たちを振り落とそうとする。

　手足が短くて、お腹の真ん中まで届かないのがせめてもの救いだ。

　とはいえ、とてもこのまま乗っかっていられそうにない。

　ブルブルウェーブは、時間の経過とともに大きく荒くなっていく。

　アメーバーお化けの身体は軽くテニスコート二つ分ほどあるので、お腹部分の高さも半端じゃない。ビルでいえば、二階か三階の高さに相当する。そこから滑すべり落ちた日には、よくて骨折、悪ければ即死は免まぬがれそうにない。

「あの、ホントごめんなさい！　許してもらえませんか？」

「ゆるさ～ん！　おれはいい夢を見てたのに、許さ～ん！」

　――うわぁ。交こう渉しようの余地は針の穴ほどもなさそー！

　なんとか逃げ道を探っていると、ふいに名前を呼ばれた。

「真鈴ちゃん、こっち！」

　――やった！　みんな、来てくれたんだ。

　慌てて声の方を向くと、そこにいたのは黒衣のみんなじゃなかった。

　ちょっと距離があるけど、それは間違いない。

　――白い馬と……えぇと……？

　白い服を纏まとったその人の顔までは見えなかったが、暗闇の中、白はく馬ばと白い服が浮き上がって見えた。

「真鈴ちゃん、僕に向かって飛んで！　絶対に受け止めるから！」

　聞き覚えのある声が、早口に捲まくし立てる。

　ゆっくり喋しやべる声しか聞いたことなかったけど、あの人の声に聞こえる。

　――でも、こんなところにいるわけないよね？

　それは、食事の時に放棄した懸けん案あん事項だ。

「真鈴ちゃん！」

　名前を呼ばれて焦あせる。でもこの高さから飛び降りるには、尋じん常じようじゃない勇気が必要だと思う。現に、アメーバーのお腹にへたり込んでいる私の脚あしは、強こわばった揚あげ句くにガクガク震ふるえてしまっていて、立ち上がることすらできそうにない。

「……む、無理です。なんか膝ひざどころか、脚全部が笑っちゃってて……」

　そこでアメーバーお化けのお腹が、それまで以上にブルンブルン揺れた。しかも足場が次第に斜ななめになっていく。

「立ち上がられてからじゃ、遅いんだ。早く、今のうちにそこから逃げて！　絶対キャッチするから、大丈夫だよ」

　白い男の人は、白馬に跨またがったまま両手を広げた。

　正直、ものすごく怖い。

　この高さに自分の体重をかけた落下速度を考えると、私を助けてくれようとしている人に怪け我がを負おわせてしまうとしか思えない。

　そうすると、どうしたってその人の腕に飛び込むワケにはいかない。

　アメーバーお化けがお昼寝だかをしていたのは森の中の広場らしく、周りには背の高い木が円えん陣じん状に立ち並び、その周りには低木がたくさん生おい茂しげっている。

　――あの木に摑まれれば、少しは衝撃を減らせる……！

　私は自分の頰ほおを両手で勢いよくひっぱたいた。

　――痛いってことは、まだ生きてる！　なら、死なないようにしなきゃ！

「絶対に許さない～！　頭から丸まる呑のみしてやる～！」

　地じ響ひびきのような声に合わせて、アメーバーお化けのお腹がブルブルと波打つ。

「タマ君、ごめん、両手を使わなきゃいけないから、リュックに入っててくれる？」

　そう声をかけると、タマ君は一鳴きしてリュックに潜もぐり込んだ。

　――う。やっぱり、言葉がわかるのかな？　それともここが魔界だから？

　でも、そんなことにかまってる場合じゃなかった。

　なんとか立ち上がった足下は、すっかり坂道みたいになってしまっている。

「危ないから、そこ、どいててください！　せーの！」

　白い人に声をかけてしゃがみ込み、勢いをつけて木の枝に向かって飛び降りた。

　――お願い！　届いて！

　願いが通じたのか、私の手はなんとか木の枝を摑んだ。

「やった！」

　けれど、枝の表面はザラザラ粗あらくあちこち尖っていてとても痛い。しかし放せば、かなりの高さから落下してしまう。

　だから私は、歯を食いしばって指先に力を込めた。

　なんとか付け根まで伝っていって、木の幹にまで辿たどりつければ……。

　けれど、体育の腕立て伏せや雲うん梯ていが苦手な私にそんな腕力があるはずもない。

　たちまち腕はだるくなり、自分の体重を支えることがいかに大変かを訴うつたえてくる。

「……くぅうううう！」

　歯を食いしばっても、力が強まることはない。

　それでもなけなしの根性を振り絞しぼってがんばっているというのに、今度は別のトラブルが襲おそいかかってきた。

　――なんか、メキメキ聞こえてきてるんですけど……！

　見れば、私が摑まっている木の枝の付け根に裂さけ目が入り、それが次第に大きくなっているところだった。

　枝が折れてしまう前に幹に辿りつければセーフだけど、摑まってぶら下がってるのがやっとの私にそんな芸当ができるはずもない。

　そんな逡しゆん巡じゆんの間にも、枝はメキメキと断末魔の悲鳴を上げながら、落下しようとその枝を下方に伸ばしはじめる。

「真鈴ちゃん！　おいで」

　すぐ下から声がした。

　馬上の高さと白い人の身長で、差し伸ばされた腕がすぐそこにあった。

「大丈夫。ゆっくり手を離して」

「は……はい！」

　強ばった指をそっと伸ばし、勢いをつけて離す。

　私の身体は垂すい直ちよくに落下し、しっかりと抱き留められた。

　ふわりと、百ゆ合りの香りが漂ただよう。

　――お母さんの香水とおんなじ香りだ……。

「大丈夫、真鈴ちゃん？」

　覗き込んできた顔は眼鏡めがねをしてないけど、思ったとおり――零さんだった。

「零、さん……」

　白いシャツとジーンズも似合っていたけど、今は舞踏会にでも出席していたかのような上品な白のスーツを身につけている。

　両肩や胸のあたりに軍服風の飾りのついている派手な服で、それは零さんにとてもよく似合っていた。

　――すごい。本物の白馬の王子様だ……。

　しかし、そんな感慨に浸ひたる間もなく、ずしんと地面が揺れた。

　立ち上がったアメーバーお化けの声が頭上から降ってくる。

「待てえぇ～！　食ってやるぅうう～！」

　零さんが鞭むちを入れると、白馬はいななき声を上げて前脚を掲げた。

「零さん……!?」

　びっくりして顔を見ると、零さんは事態に不釣り合いなほどやさしく微笑ほほえんでくれた。

「大丈夫。安全なところまで逃げるから、僕に摑まってて」

　ぐんとＧがかかり、身体を置いていかれそうなスピードで馬が走りだす。

　零さんは片手で私を抱かかえたまま、馬を走らせた。












　一瞬前、馬がいた場所に、アメーバーお化けの足が振り下ろされる。

　その体重を表すかのように、地面が抉えぐれ、周りの木々がなぎ倒される。

　あの場にとどまっていれば、間違いなくたった一撃で死んでいただろう。

　感じるべき恐怖心を覚えた瞬間、心臓がバクバクと大きく鳴りだした。

　全身の血の気が引いて指先が冷たくなり、零さんに摑まっていることが困難なほどだった。

　それなのに、抱きかかえられているウエストのあたりだけが、燃えるように熱い。

　百合の香りは絶え間なく鼻び腔こうを刺激し、零さんの胸の体温が抱き寄せられた肩に伝わってくる。

　アメーバーお化けの動きはゆっくりで、見る見るその巨体が小さくなり遠ざかっていく。

　それなのに、心臓の高鳴りは止まる気配をみせてはくれない。

「…………っ！」

　私は唇を嚙かみしめ、心臓の音が聞こえてしまわないようにと、ただそれだけを願った。
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「ここまで来れば、もう大丈夫だよ。大変だったね」

　波ひとつない穏おだやかな湖こ畔はんで、身軽に馬を降りた零さんが手を差し伸べてくれる。

「すみません」

　私はその手を摑んで、馬を降ろしてもらった。

　地面に降り立った途端、ぎゅうっと抱きしめられる。

「君が無事でよかった」

　やわらかな声が耳元でそう囁ささやく。その瞬間、耳はもちろん全身が火ほ照てった。

「あ、あの！　零さん……!?」

　全身が熱くてたまらない。声もバカみたいに上うわ擦ずってしまっていた。

　――どうして、魔界にいるんだろう？

　――あの古本屋さんに、どうしていたんだろう？

　――あの事件に、零さんは関係あるの……？

　聞きたいことがいっぱいあるのに、どれひとつ口にすることができない。

　それどころか、嫌いやなことに気づいてしまった。

「ごめんなさい！　洋服が……！」

　零さんの白い服の胸は、私が摑んでいたせいで血まみれになってしまっていた。

「手、怪我しちゃった？　見せて」

　手を取られ、片方ずつ順番に吐と息いきを吹きかけられる。

　その途端、フィルムの逆回しのように傷や血が消えてなくなり、汚れひとつない、怪我をする前の状態の手のひらに戻った。ジクジクするような痛みもすっかりなくなっている。

「……噓うそ……」

「手品だよ。驚いた？」

　パクパクと唇を開いたり閉じたりしていたら、いつの間にか覗き込んできていた零さんが、楽しげな笑い声を立てる。

「百面相？　おもしろいね。でも、せっかくのこんなムードだから、こういう時はこっちかな？」

　顎あごを摑んで少しだけ上を向かされた。

　にっこりと笑みを湛たたえた顔が、ゆっくり近づいてくる。

　――どどど、どうしよう……？　これって、もしかしなくてもキ……ス、だよね？

　止めなきゃという気持ちと、このままという気持ちが鬩せめぎ合って動けない。

「僕の、真鈴ちゃん……」

　唇が触れる直前。

「リンリーン！　どこだよ、リンリーン！」

　大きな声が響いてきた。あの声と呼び方は、間違いなくナージャだ。

　私は思わず零さんの胸に手をついて、遠のけてしまった。

「……あれ？　フラれちゃった。残念」

　零さんはさして残念そうでもなく、ふんわりとした笑みを浮かべている。

「今のは……違くて……あの、ごめんなさい！」

　思わず、しどろもどろになってしまった。

「お仲間が捜しにきてくれたみたいだね。それじゃ、邪魔者は退散しようかな」

「あの！　タマ君が、ついてきちゃって。お返ししないと……」

　背中のリュックを下ろすと、ファスナーの間から顔を出したタマ君が挨拶するように鳴いた。

　零さんは、手を伸ばしてタマ君の頭を撫なでてから、私に言う。

「よかったら、もう少し一緒にいてあげてくれないかな」

「でも……」

　タマ君が私を見て一ひと際きわ元気に鳴いた。

「ほら。本ほん猫にんも、真鈴ちゃんと一緒にいたいって。それにね、タマ君もたまには役に立つと思うし、次に会う時まででいいから。ね？」

　ね、と言った唇が近づいてきて、私の額ひたいを掠かすめていった。

「…………あ」

　思わず、反射的に額を押さえてしまった。

　まるで皮ひ膚ふのすぐ内側に小さな心臓があるみたいに、そこがドキドキする。

「今度会った時は、唇を許してくれたらうれしいよ。じゃあね、僕のかわいいお姫様」

　零さんは身を翻ひるがえして白馬に跨り、そのまま夜の闇の中に消えていった。

　姿はもう見えないのに、声だけが聞こえてくる。

「そうそう、魔界で僕に会ったことは、君のパーティーメンバーには内緒にね。ヤキモチやかれたら怖いから」

　クスクス笑う声を残し、地面を蹴ける蹄ひづめの音はどんどん遠ざかっていく。

　その音が聞こえなくなったところで、反対側からナージャの声が近づいてきた。

「リンリーン、どこだよー！」

　しかも、声と一緒に木をなぎ倒すような轟ごう音おんも響いてくる。声の大きさやその音から判断するに、どうやら龍の姿なのだろう。

　――捜してくれるのはうれしいんだけど、どんだけ自然破壊しながら近づいてきてるわけ!?

　私は慌てて返事をした。

「ここー。こっちだよ、ナージャ！」

　たった一言声を出しただけなのに、ナージャはあっという間に私の位置を把は握あくしたらしい。轟音が一直線に近づいてくる。

　案あんの定じよう、木々をなぎ倒して現れたのは、龍の姿をしたナージャだった。

「リンリーン！　こんなとこにいたのかよ～！」

「え？　ちょ!?　ナージャ？　ストップ！　ストップ――！」

　そのまま飛びかかってきた龍の短い前脚（？）で抱きしめられ、木を二十本ほどなぎ倒しながらスライディングされてしまった。

　その腕の中に全身が入り込んでなかったら、大怪我どころじゃすまない事態だ。

「危ないでしょ、あんたはもう！　とにかく、まずは人型になんなさいってば！」

「うわーん。リンリンが無事でよかった～！」

　きつく抱きしめられてわんわん泣かれてしまうと、それ以上怒ることはできなくなる。

「……心配かけて、ごめんね」

「めちゃめちゃ心配したんだからな！」

　ホントに心配してくれたんだろうってわかる口く調ちようだった。

　小さい子の大泣きみたいに、嗚お咽えつ交まじりになっちゃってる。

　――ホントに人を丸呑みしたりする神様なのかな？　多分何百年とか何千年も生きてるはずなのに、小学生どころか近所の五歳児みたいだ。

「うん、ごめん。ありがとう」

　私はナージャの背中をポンポンと叩いた。

「クソ女！　なに鈍どんくさく落下なんかしてやがんだ！　時間ロスったじゃねぇか！」

　相変わらずの呼び方で怒ど鳴なってくれるのは、ベルフェゴールさんだ。

「本当に。あれだけ安全飛行のタクシーから落ちるほど運動神経がないとは思いませんでしたよ。呆れてものも言えません」

　黄泉さんは、私がかつて見たこともないほど冷たいため息をついた。

「真鈴ちゃん、大丈夫？　もうさ、落下してるの見た時には心臓が止まるかと思っちゃったよ～」

　ウインクをくれたのは、茨木だ。

　茂みをかき分けて現れた三人を見た途端、なんだか私まで涙るい腺せんが緩んでしまった。

「……うん。心配かけて、ごめんね。ありがと……」

　ドラゴン姐さんから落ちたのも、アメーバーのお化けに遭あったのも、逃げるために木に飛び移ったのも、それから、キスされそうになったことも、なにもかもが怖かった。

　ナージャ君の服を握りしめたら、涙がボロボロと溢あふれ出してしまった。

「おい、リンリン？　どっか痛いのか？　怪我とかしたのか？」

　私は首を横に振る。

「バカ女、泣けばいいと思ってんじゃねぇぞ？　まったく」

「仕方がありませんね。少々休憩を挟みましょうか」

　ベルフェゴールさんと黄泉さんが、音声多重放送でそう言った。

「はい、これ。目は擦こすっちゃダメだよ。押し当てて拭ふいてね」

　茨木が、綺き麗れいな和柄のハンカチを差し出してくれる。

　ナージャと茨木のやさしい言葉はもちろん、呆れたような黄泉さんの言葉も、吐き捨てるように喋るベルフェゴールさんの言葉もとても温かく聞こえた。

　私はナージャの胸に顔を押しつけて、そのまま思いっきり泣いた。涙どころか鼻水も垂たれて大変な事態になってるだろうけど、かまってる余裕なんかなかった。

　怖かったし、わけわかんないし、もう逃げだしちゃいたい。

　でも、今だけ目いっぱい泣かせてもらえたら、またがんばれると思う。












「おい、リンリン……へーきか？　なぁ！」

　いつも抱きついてくるナージャが、抱きつかれてオロオロしてるのが妙にかわいい。

　そう思ったら、止まらなかった嗚咽が笑い声に変わった。

「……うん、平気。大丈夫。またがんばれると思う」

　そう言って顔を上げると、四人がそれぞれの表情で頷いてくれた。
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　あとがき




　はじめまして＆こんにちは、水みず澤さわななです。

　この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　さて。どうにも苦手な、あとがきタイムです。（しかも三ページもあるらしいです）

　今回は初のオリジナルです。いかがでしたでしょうか？

　どのキャラも思い入れが深いので、誰か一人でも気に入っていただけたらうれしいです。

　動かしやすく書きやすいのは、真ま鈴りんとナージャ。反対なのは、そのほかの三人です。

　悪役や口の悪い人が大好きなので、魔物四人の辛辣台詞しんらつせりふを書いている時はそれはもう幸せでした。特に、黄よ泉みあたりの「ですます」口調の嫌味に弱いです。

　それから、大勢の人間がキャッキャしているシーンが好きなので、そのあたりを書けたことが楽しかったです。（イラストはモブシーンが多く、大変な手間をおかけしてしまったと思いますが、それを拝見できるのは僥ぎよう倖こう）




　そうそう。ひとつ、お知らせが。

　今回は、初オリジナルなので、無料配布の短編入りペーパーを作る予定です。Ａ４用紙一枚を三つ折りにしたシンプルなものですが、よければもらってやってください。

　内容は（おそらく）、魔物たちと真鈴の日常コメディです。応募方法や宛先は、以下の通り。

　〒１０２―８４３１　東京都千代田区三番町６―１　株式会社エンターブレイン

　ビーズログ文庫編集部　水澤なな　宛てでお願いします。

　応募締め切りは、二〇〇九年十一月末日、当日消印有効。封筒でもハガキでもかまいません。リターンアドレス横に『ペーパー希望』と明記ください。その際、お気に召したキャラや、感想をお聞かせいただいたり、（封筒なら）アンケートを同封していただけますとうれしいです。

（※アンケートハガキだけでのご応募はできませんので、どうかご了りよう承しようください。アンケートハガキは、個人情報保護のため編集部保管なのです）

　配送は、九月末に最初の一斉送付。それ以降は、編集部からの転送をいただくごとに送付予定です。転送には最長一カ月ほどかかる場合がありますので、お時間には猶予ゆうよをください。

　なお、このペーパーに関しては、ビーズログ文庫編集部さんとは無関係です。ご厚意で住所をお借りしているだけなので、お問い合わせなどは、nana.mizusawa@gmail.comまでお願いします。

　発送報告などは、プロフィール欄のブログ『水澤なな月記』にてお知らせいたします。

　ご応募、心よりお待ちしております。







　最後に、お世話になった皆さまに感謝の言葉を。

　蘭蒼史あららぎそうし先生。お忙しいなか、素敵なイラストレーションをありがとうございました！

　キャララフの段階ですでに浮かれまくりでしたが、カバーのカラーイラストを拝見した時にはリアルでうれしい悲鳴を上げてしまいました。魔物陣はかっこよく、真鈴はかわいく、何度見てもため息が漏れます。今後も、どうかよろしくお願いいたします。

　それから、執筆の機会を与えてくださった、編集のＵさま、いつもどうもありがとうございます。今回のハイテンションなあらすじ、楽しませていただきました。

　また、この本の制作に関わってくださったすべての方にも、感謝の意を表させていただきます。校正やデザイン、印刷を担当してくださった皆様。おかげで素敵な本に仕上がりました。本当にどうもありがとうございます。

　そしてなにより。この本を手に取ってくださったあなたに、最高級の感謝をこめて。

　また次巻でお目にかかれますように。それでは！








二〇〇九年七月　水澤なな







著者

水澤なな

Nana Mizusawa




３月14日生まれ。魚座／Ａ型。

趣味は、昭和レトログッズ＆ミルクグラスなどの古物収集と、ベランダガーデニング。

最近は、海外ドラマ鑑賞にハマっています。




ブログ『水澤なな月誌』。

http://nana-mizusawa.blogspot.com/

よかったら遊びにきてください。







イラスト

蘭 蒼史

Soushi Araragi




ゴールデンレトリバーが家に来ました！

（里親で）３歳の男の子。

最近、慣れてきたのかイタズラが多くてタイヘンです。

でも可愛いvv

早速飼い主バカになっています。
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